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    第一章


    
      1はじめに神かみは天てんと地ちとを創造そうぞうされた。 2地ちは形かたちなく、むなしく、やみが淵ふちのおもてにあり、神かみの霊れいが水みずのおもてをおおっていた。
    


    
      3神かみは「光ひかりあれ」と言いわれた。すると光ひかりがあった。 4神かみはその光ひかりを見みて、良よしとされた。神かみはその光ひかりとやみとを分わけられた。 5神かみは光ひかりを昼ひると名なづけ、やみを夜よると名なづけられた。夕ゆうとなり、また朝あさとなった。第だい一日にちである。
    


    
      6神かみはまた言いわれた、「水みずの間あいだにおおぞらがあって、水みずと水みずとを分わけよ」。 7そのようになった。神かみはおおぞらを造つくって、おおぞらの下したの水みずとおおぞらの上うえの水みずとを分わけられた。 8神かみはそのおおぞらを天てんと名なづけられた。夕ゆうとなり、また朝あさとなった。第だい二日にちである。
    


    
      9神かみはまた言いわれた、「天てんの下したの水みずは一ひとつ所ところに集あつまり、かわいた地ちが現あらわれよ」。そのようになった。 10神かみはそのかわいた地ちを陸りくと名なづけ、水みずの集あつまった所ところを海うみと名なづけられた。神かみは見みて、良よしとされた。 11神かみはまた言いわれた、「地ちは青草あおくさと、種たねをもつ草くさと、種類しゅるいにしたがって種たねのある実みを結むすぶ果樹かじゅとを地ちの上うえにはえさせよ」。そのようになった。 12地ちは青草あおくさと、種類しゅるいにしたがって種たねをもつ草くさと、種類しゅるいにしたがって種たねのある実みを結むすぶ木きとをはえさせた。神かみは見みて、良よしとされた。 13夕ゆうとなり、また朝あさとなった。第だい三日にちである。
    


    
      14神かみはまた言いわれた、「天てんのおおぞらに光ひかりがあって昼ひると夜よるとを分わけ、しるしのため、季節きせつのため、日ひのため、年としのためになり、 15天てんのおおぞらにあって地ちを照てらす光ひかりとなれ」。そのようになった。 16神かみは二つの大おおきな光ひかりを造つくり、大おおきい光ひかりに昼ひるをつかさどらせ、小ちいさい光ひかりに夜よるをつかさどらせ、また星ほしを造つくられた。 17神かみはこれらを天てんのおおぞらに置おいて地ちを照てらさせ、 18昼ひると夜よるとをつかさどらせ、光ひかりとやみとを分わけさせられた。神かみは見みて、良よしとされた。 19夕ゆうとなり、また朝あさとなった。第だい四日にちである。
    


    
      20神かみはまた言いわれた、「水みずは生いき物ものの群むれで満みち、鳥とりは地ちの上うえ、天てんのおおぞらを飛とべ」。 21神かみは海うみの大おおいなる獣けものと、水みずに群むらがるすべての動うごく生いき物ものとを、種類しゅるいにしたがって創造そうぞうし、また翼つばさのあるすべての鳥とりを、種類しゅるいにしたがって創造そうぞうされた。神かみは見みて、良よしとされた。 22神かみはこれらを祝福しゅくふくして言いわれた、「生うめよ、ふえよ、海うみの水みずに満みちよ、また鳥とりは地ちにふえよ」。 23夕ゆうとなり、また朝あさとなった。第だい五日にちである。
    


    
      24神かみはまた言いわれた、「地ちは生いき物ものを種類しゅるいにしたがっていだせ。家畜かちくと、這はうものと、地ちの獣けものとを種類しゅるいにしたがっていだせ」。そのようになった。 25神かみは地ちの獣けものを種類しゅるいにしたがい、家畜かちくを種類しゅるいにしたがい、また地ちに這はうすべての物ものを種類しゅるいにしたがって造つくられた。神かみは見みて、良よしとされた。
    


    
      26神かみはまた言いわれた、「われわれのかたちに、われわれにかたどって人ひとを造つくり、これに海うみの魚うおと、空そらの鳥とりと、家畜かちくと、地ちのすべての獣けものと、地ちのすべての這はうものとを治おさめさせよう」。 27神かみは自分じぶんのかたちに人ひとを創造そうぞうされた。すなわち、神かみのかたちに創造そうぞうし、男おとこと女おんなとに創造そうぞうされた。 28神かみは彼かれらを祝福しゅくふくして言いわれた、「生うめよ、ふえよ、地ちに満みちよ、地ちを従したがわせよ。また海うみの魚うおと、空そらの鳥とりと、地ちに動うごくすべての生いき物ものとを治おさめよ」。 29神かみはまた言いわれた、「わたしは全ぜん地ちのおもてにある種たねをもつすべての草くさと、種たねのある実みを結むすぶすべての木きとをあなたがたに与あたえる。これはあなたがたの食物しょくもつとなるであろう。 30また地ちのすべての獣けもの、空そらのすべての鳥とり、地ちを這はうすべてのもの、すなわち命いのちあるものには、食物しょくもつとしてすべての青草あおくさを与あたえる」。そのようになった。 31神かみが造つくったすべての物ものを見みられたところ、それは、はなはだ良よかった。夕ゆうとなり、また朝あさとなった。第だい六日にちである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1こうして天てんと地ちと、その万象ばんしょうとが完成かんせいした。 2神かみは第だい七日にちにその作業さぎょうを終おえられた。すなわち、そのすべての作業さぎょうを終おわって第だい七日にちに休やすまれた。 3神かみはその第だい七日にちを祝福しゅくふくして、これを聖別せいべつされた。神かみがこの日ひに、そのすべての創造そうぞうのわざを終おわって休やすまれたからである。
    


    
      4これが天地てんち創造そうぞうの由来ゆらいである。
    


    
      主しゅなる神かみが地ちと天てんとを造つくられた時とき、 5地ちにはまだ野のの木きもなく、また野のの草くさもはえていなかった。主しゅなる神かみが地ちに雨あめを降ふらせず、また土つちを耕たがやす人ひともなかったからである。 6しかし地ちから泉いずみがわきあがって土つちの全面ぜんめんを潤うるおしていた。 7主しゅなる神かみは土つちのちりで人ひとを造つくり、命いのちの息いきをその鼻はなに吹ふきいれられた。そこで人ひとは生いきた者ものとなった。 8主しゅなる神かみは東ひがしのかた、エデンに一つの園そのを設もうけて、その造つくった人ひとをそこに置おかれた。 9また主しゅなる神かみは、見みて美うつくしく、食たべるに良よいすべての木きを土つちからはえさせ、更さらに園そのの中央ちゅうおうに命いのちの木きと、善悪ぜんあくを知しる木きとをはえさせられた。 10また一つの川かわがエデンから流ながれ出でて園そのを潤うるおし、そこから分わかれて四つの川かわとなった。 11その第だい一の名なはピソンといい、金きんのあるハビラの全ぜん地ちをめぐるもので、 12その地ちの金きんは良よく、またそこはブドラクと、しまめのうとを産さんした。 13第だい二の川かわの名なはギホンといい、クシの全ぜん地ちをめぐるもの。 14第だい三の川かわの名なはヒデケルといい、アッスリヤの東ひがしを流ながれるもの。第だい四の川かわはユフラテである。
    


    
      15主しゅなる神かみは人ひとを連つれて行いってエデンの園そのに置おき、これを耕たがやさせ、これを守まもらせられた。 16主しゅなる神かみはその人ひとに命めいじて言いわれた、「あなたは園そののどの木きからでも心こころのままに取とって食たべてよろしい。 17しかし善悪ぜんあくを知しる木きからは取とって食たべてはならない。それを取とって食たべると、きっと死しぬであろう」。
    


    
      18また主しゅなる神かみは言いわれた、「人ひとがひとりでいるのは良よくない。彼かれのために、ふさわしい助たすけ手てを造つくろう」。 19そして主しゅなる神かみは野ののすべての獣けものと、空そらのすべての鳥とりとを土つちで造つくり、人ひとのところへ連つれてきて、彼かれがそれにどんな名なをつけるかを見みられた。人ひとがすべて生いき物ものに与あたえる名なは、その名なとなるのであった。 20それで人ひとは、すべての家畜かちくと、空そらの鳥とりと、野ののすべての獣けものとに名なをつけたが、人ひとにはふさわしい助たすけ手てが見みつからなかった。 21そこで主しゅなる神かみは人ひとを深ふかく眠ねむらせ、眠ねむった時ときに、そのあばら骨ぼねの一つを取とって、その所ところを肉にくでふさがれた。 22主しゅなる神かみは人ひとから取とったあばら骨ぼねでひとりの女おんなを造つくり、人ひとのところへ連つれてこられた。 23そのとき、人ひとは言いった。

      
        「これこそ、ついにわたしの骨ほねの骨ほね、

        わたしの肉にくの肉にく。

        男おとこから取とったものだから、

        これを女おんなと名なづけよう」。

      
24それで人ひとはその父ちちと母ははを離はなれて、妻つまと結むすび合あい、一体いったいとなるのである。 25人ひととその妻つまとは、ふたりとも裸はだかであったが、恥はずかしいとは思おもわなかった。
    

  


  


  
    第三章


    
      1さて主しゅなる神かみが造つくられた野のの生いき物もののうちで、へびが最もっとも狡猾こうかつであった。へびは女おんなに言いった、「園そのにあるどの木きからも取とって食たべるなと、ほんとうに神かみが言いわれたのですか」。 2女おんなはへびに言いった、「わたしたちは園そのの木きの実みを食たべることは許ゆるされていますが、 3ただ園そのの中央ちゅうおうにある木きの実みについては、これを取とって食たべるな、これに触ふれるな、死しんではいけないからと、神かみは言いわれました」。 4へびは女おんなに言いった、「あなたがたは決けっして死しぬことはないでしょう。 5それを食たべると、あなたがたの目めが開ひらけ、神かみのように善悪ぜんあくを知しる者ものとなることを、神かみは知しっておられるのです」。 6女おんながその木きを見みると、それは食たべるに良よく、目めには美うつくしく、賢かしこくなるには好このましいと思おもわれたから、その実みを取とって食たべ、また共ともにいた夫おっとにも与あたえたので、彼かれも食たべた。 7すると、ふたりの目めが開ひらけ、自分じぶんたちの裸はだかであることがわかったので、いちじくの葉はをつづり合あわせて、腰こしに巻まいた。
    


    
      8彼かれらは、日ひの涼すずしい風かぜの吹ふくころ、園そのの中なかに主しゅなる神かみの歩あゆまれる音おとを聞きいた。そこで、人ひととその妻つまとは主しゅなる神かみの顔かおを避さけて、園そのの木きの間あいだに身みを隠かくした。 9主しゅなる神かみは人ひとに呼よびかけて言いわれた、「あなたはどこにいるのか」。 10彼かれは答こたえた、「園そのの中なかであなたの歩あゆまれる音おとを聞きき、わたしは裸はだかだったので、恐おそれて身みを隠かくしたのです」。 11神かみは言いわれた、「あなたが裸はだかであるのを、だれが知しらせたのか。食たべるなと、命めいじておいた木きから、あなたは取とって食たべたのか」。 12人ひとは答こたえた、「わたしと一緒いっしょにしてくださったあの女おんなが、木きから取とってくれたので、わたしは食たべたのです」。 13そこで主しゅなる神かみは女おんなに言いわれた、「あなたは、なんということをしたのです」。女おんなは答こたえた、「へびがわたしをだましたのです。それでわたしは食たべました」。 14主しゅなる神かみはへびに言いわれた、

      
        「おまえは、この事ことを、したので、

        すべての家畜かちく、野ののすべての獣けもののうち、

        最もっとものろわれる。

        おまえは腹はらで、這はいあるき、

        一生いっしょう、ちりを食たべるであろう。

        15わたしは恨うらみをおく、

        おまえと女おんなとのあいだに、

        おまえのすえと女おんなのすえとの間あいだに。

        彼かれはおまえのかしらを砕くだき、

        おまえは彼かれのかかとを砕くだくであろう」。

      
16つぎに女おんなに言いわれた、

      
        「わたしはあなたの産うみの苦くるしみを大おおいに増ます。

        あなたは苦くるしんで子こを産うむ。

        それでもなお、あなたは夫おっとを慕したい、

        彼かれはあなたを治おさめるであろう」。

      
17更さらに人ひとに言いわれた、「あなたが妻つまの言葉ことばを聞きいて、食たべるなと、わたしが命めいじた木きから取とって食たべたので、

      
        地ちはあなたのためにのろわれ、

        あなたは一生いっしょう、苦くるしんで地ちから食物しょくもつを取とる。

        18地ちはあなたのために、いばらとあざみとを生しょうじ、

        あなたは野のの草くさを食たべるであろう。

        19あなたは顔かおに汗あせしてパンを食たべ、ついに土つちに帰かえる、

        あなたは土つちから取とられたのだから。

        あなたは、ちりだから、ちりに帰かえる」。

      

    


    
      20さて、人ひとはその妻つまの名なをエバと名なづけた。彼女かのじょがすべて生いきた者ものの母ははだからである。 21主しゅなる神かみは人ひととその妻つまとのために皮かわの着物きものを造つくって、彼かれらに着きせられた。
    


    
      22主しゅなる神かみは言いわれた、「見みよ、人ひとはわれわれのひとりのようになり、善悪ぜんあくを知しるものとなった。彼かれは手てを伸のべ、命いのちの木きからも取とって食たべ、永久えいきゅうに生いきるかも知しれない」。 23そこで主しゅなる神かみは彼かれをエデンの園そのから追おい出だして、人ひとが造つくられたその土つちを耕たがやさせられた。 24神かみは人ひとを追おい出だし、エデンの園そのの東ひがしに、ケルビムと、回まわる炎ほのおのつるぎとを置おいて、命いのちの木きの道みちを守まもらせられた。
    

  


  


  
    第四章


    
      1人ひとはその妻つまエバを知しった。彼女かのじょはみごもり、カインを産うんで言いった、「わたしは主しゅによって、ひとりの人ひとを得えた」。 2彼女かのじょはまた、その弟おとうとアベルを産うんだ。アベルは羊ひつじを飼かう者ものとなり、カインは土つちを耕たがやす者ものとなった。 3日ひがたって、カインは地ちの産物さんぶつを持もってきて、主しゅに供そなえ物ものとした。 4アベルもまた、その群むれのういごと肥こえたものとを持もってきた。主しゅはアベルとその供そなえ物ものとを顧かえりみられた。 5しかしカインとその供そなえ物ものとは顧かえりみられなかったので、カインは大おおいに憤いきどおって、顔かおを伏ふせた。 6そこで主しゅはカインに言いわれた、「なぜあなたは憤いきどおるのですか、なぜ顔かおを伏ふせるのですか。 7正ただしい事ことをしているのでしたら、顔かおをあげたらよいでしょう。もし正ただしい事ことをしていないのでしたら、罪つみが門口かどぐちに待まち伏ぶせています。それはあなたを慕したい求もとめますが、あなたはそれを治おさめなければなりません」。
    


    
      8カインは弟おとうとアベルに言いった、「さあ、野原のはらへ行いこう」。彼かれらが野のにいたとき、カインは弟おとうとアベルに立たちかかって、これを殺ころした。 9主しゅはカインに言いわれた、「弟おとうとアベルは、どこにいますか」。カインは答こたえた、「知しりません。わたしが弟おとうとの番人ばんにんでしょうか」。 10主しゅは言いわれた、「あなたは何なにをしたのです。あなたの弟おとうとの血ちの声こえが土つちの中なかからわたしに叫さけんでいます。 11今いまあなたはのろわれてこの土地とちを離はなれなければなりません。この土地とちが口くちをあけて、あなたの手てから弟おとうとの血ちを受うけたからです。 12あなたが土地とちを耕たがやしても、土地とちは、もはやあなたのために実みを結むすびません。あなたは地上ちじょうの放浪者ほうろうしゃとなるでしょう」。 13カインは主しゅに言いった、「わたしの罰ばつは重おもくて負おいきれません。 14あなたは、きょう、わたしを地ちのおもてから追放ついほうされました。わたしはあなたを離はなれて、地上ちじょうの放浪者ほうろうしゃとならねばなりません。わたしを見付みつける人ひとはだれでもわたしを殺ころすでしょう」。 15主しゅはカインに言いわれた、「いや、そうではない。だれでもカインを殺ころす者ものは七倍ばいの復讐ふくしゅうを受うけるでしょう」。そして主しゅはカインを見付みつける者ものが、だれも彼かれを打うち殺ころすことのないように、彼かれに一つのしるしをつけられた。 16カインは主しゅの前まえを去さって、エデンの東ひがし、ノドの地ちに住すんだ。
    


    
      17カインはその妻つまを知しった。彼女かのじょはみごもってエノクを産うんだ。カインは町まちを建たて、その町まちの名なをその子この名なにしたがって、エノクと名なづけた。 18エノクにはイラデが生うまれた。イラデの子こはメホヤエル、メホヤエルの子こはメトサエル、メトサエルの子こはレメクである。 19レメクはふたりの妻つまをめとった。ひとりの名なはアダといい、ひとりの名なはチラといった。 20アダはヤバルを産うんだ。彼かれは天幕てんまくに住すんで、家畜かちくを飼かう者ものの先祖せんぞとなった。 21その弟おとうとの名なはユバルといった。彼かれは琴ことや笛ふえを執とるすべての者ものの先祖せんぞとなった。 22チラもまたトバルカインを産うんだ。彼かれは青銅せいどうや鉄てつのすべての刃物はものを鍛きたえる者ものとなった。トバルカインの妹いもうとをナアマといった。

      
        23レメクはその妻つまたちに言いった、

        「アダとチラよ、わたしの声こえを聞きけ、

        レメクの妻つまたちよ、わたしの言葉ことばに耳みみを傾かたむけよ。

        わたしは受うける傷きずのために、人ひとを殺ころし、

        受うける打うち傷きずのために、わたしは若者わかものを殺ころす。

        24カインのための復讐ふくしゅうが七倍ばいならば、

        レメクのための復讐ふくしゅうは七十七倍ばい」。

      

    


    
      25アダムはまたその妻つまを知しった。彼女かのじょは男おとこの子こを産うみ、その名なをセツと名なづけて言いった、「カインがアベルを殺ころしたので、神かみはアベルの代かわりに、ひとりの子こをわたしに授さづけられました」。 26セツにもまた男おとこの子こが生うまれた。彼かれはその名なをエノスと名なづけた。この時とき、人々ひとびとは主しゅの名なを呼よび始はじめた。
    

  


  


  
    第五章


    
      1アダムの系図けいずは次つぎのとおりである。神かみが人ひとを創造そうぞうされた時とき、神かみをかたどって造つくり、 2彼かれらを男おとこと女おんなとに創造そうぞうされた。彼かれらが創造そうぞうされた時とき、神かみは彼かれらを祝福しゅくふくして、その名なをアダムと名なづけられた。 3アダムは百三十歳さいになって、自分じぶんにかたどり、自分じぶんのかたちのような男おとこの子こを生うみ、その名なをセツと名なづけた。 4アダムがセツを生うんで後のち、生いきた年としは八百年ねんであって、ほかに男子だんしと女子じょしを生うんだ。 5アダムの生いきた年としは合あわせて九百三十歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    


    
      6セツは百五歳さいになって、エノスを生うんだ。 7セツはエノスを生うんだ後のち、八百七年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 8セツの年としは合あわせて九百十二歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    


    
      9エノスは九十歳さいになって、カイナンを生うんだ。 10エノスはカイナンを生うんだ後のち、八百十五年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 11エノスの年としは合あわせて九百五歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    


    
      12カイナンは七十歳さいになって、マハラレルを生うんだ。 13カイナンはマハラレルを生うんだ後のち、八百四十年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 14カイナンの年としは合あわせて九百十歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    


    
      15マハラレルは六十五歳さいになって、ヤレドを生うんだ。 16マハラレルはヤレドを生うんだ後のち、八百三十年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 17マハラレルの年としは合あわせて八百九十五歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。 18ヤレドは百六十二歳さいになって、エノクを生うんだ。 19ヤレドはエノクを生うんだ後のち、八百年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 20ヤレドの年としは合あわせて九百六十二歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    


    
      21エノクは六十五歳さいになって、メトセラを生うんだ。 22エノクはメトセラを生うんだ後のち、三百年ねん、神かみとともに歩あゆみ、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 23エノクの年としは合あわせて三百六十五歳さいであった。 24エノクは神かみとともに歩あゆみ、神かみが彼かれを取とられたので、いなくなった。
    


    
      25メトセラは百八十七歳さいになって、レメクを生うんだ。 26メトセラはレメクを生うんだ後のち、七百八十二年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 27メトセラの年としは合あわせて九百六十九歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    


    
      28レメクは百八十二歳さいになって、男おとこの子こを生うみ、 29「この子ここそ、主しゅが地ちをのろわれたため、骨折ほねおり働はたらくわれわれを慰なぐさめるもの」と言いって、その名なをノアと名なづけた。 30レメクはノアを生うんだ後のち、五百九十五年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。 31レメクの年としは合あわせて七百七十七歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    


    
      32ノアは五百歳さいになって、セム、ハム、ヤペテを生うんだ。
    

  


  


  
    第六章


    
      1人ひとが地ちのおもてにふえ始はじめて、娘むすめたちが彼かれらに生うまれた時とき、 2神かみの子こたちは人ひとの娘むすめたちの美うつくしいのを見みて、自分じぶんの好このむ者ものを妻つまにめとった。 3そこで主しゅは言いわれた、「わたしの霊れいはながく人ひとの中なかにとどまらない。彼かれは肉にくにすぎないのだ。しかし、彼かれの年としは百二十年ねんであろう」。 4そのころ、またその後のちにも、地ちにネピリムがいた。これは神かみの子こたちが人ひとの娘むすめたちのところにはいって、娘むすめたちに産うませたものである。彼かれらは昔むかしの勇士ゆうしであり、有名ゆうめいな人々ひとびとであった。
    


    
      5主しゅは人ひとの悪あくが地ちにはびこり、すべてその心こころに思おもいはかることが、いつも悪わるい事ことばかりであるのを見みられた。 6主しゅは地ちの上うえに人ひとを造つくったのを悔くいて、心こころを痛いため、 7「わたしが創造そうぞうした人ひとを地ちのおもてからぬぐい去さろう。人ひとも獣けものも、這はうものも、空そらの鳥とりまでも。わたしは、これらを造つくったことを悔くいる」と言いわれた。 8しかし、ノアは主しゅの前まえに恵めぐみを得えた。
    


    
      9ノアの系図けいずは次つぎのとおりである。ノアはその時代じだいの人々ひとびとの中なかで正ただしく、かつ全まったき人ひとであった。ノアは神かみとともに歩あゆんだ。 10ノアはセム、ハム、ヤペテの三人にんの子こを生うんだ。
    


    
      11時ときに世よは神かみの前まえに乱みだれて、暴虐ぼうぎゃくが地ちに満みちた。 12神かみが地ちを見みられると、それは乱みだれていた。すべての人ひとが地ちの上うえでその道みちを乱みだしたからである。 13そこで神かみはノアに言いわれた、「わたしは、すべての人ひとを絶たやそうと決心けっしんした。彼かれらは地ちを暴虐ぼうぎゃくで満みたしたから、わたしは彼かれらを地ちとともに滅ほろぼそう。 14あなたは、いとすぎの木きで箱舟はこぶねを造つくり、箱舟はこぶねの中なかにへやを設もうけ、アスファルトでそのうちそとを塗ぬりなさい。 15その造つくり方かたは次つぎのとおりである。すなわち箱舟はこぶねの長ながさは三百キュビト、幅はばは五十キュビト、高たかさは三十キュビトとし、 16箱舟はこぶねに屋根やねを造つくり、上うえへ一キュビトにそれを仕上しあげ、また箱舟はこぶねの戸口とぐちをその横よこに設もうけて、一階かいと二階かいと三階かいのある箱舟はこぶねを造つくりなさい。 17わたしは地ちの上うえに洪水こうずいを送おくって、命いのちの息いきのある肉にくなるものを、みな天てんの下したから滅ほろぼし去さる。地ちにあるものは、みな死しに絶たえるであろう。 18ただし、わたしはあなたと契約けいやくを結ぼむすぼう。あなたは子こらと、妻つまと、子こらの妻つまたちと共ともに箱舟はこぶねにはいりなさい。 19またすべての生いき物もの、すべての肉にくなるものの中なかから、それぞれ二つずつを箱舟はこぶねに入いれて、あなたと共ともにその命いのちを保たもたせなさい。それらは雄おすと雌めすとでなければならない。 20すなわち、鳥とりはその種類しゅるいにしたがい獣けものはその種類しゅるいにしたがい、また地ちのすべての這はうものも、その種類しゅるいにしたがって、それぞれ二つずつ、あなたのところに入いれて、命いのちを保たもたせなさい。 21また、すべての食物しょくもつとなるものをとって、あなたのところにたくわえ、あなたとこれらのものとの食物しょくもつとしなさい」。 22ノアはすべて神かみの命めいじられたようにした。
    

  


  


  
    第七章


    
      1主しゅはノアに言いわれた、「あなたと家族かぞくとはみな箱舟はこぶねにはいりなさい。あなたがこの時代じだいの人々ひとびとの中なかで、わたしの前まえに正ただしい人ひとであるとわたしは認みとめたからである。 2あなたはすべての清きよい獣けものの中なかから雄おすと雌めすとを七つずつ取とり、清きよくない獣けものの中なかから雄おすと雌めすとを二つずつ取とり、 3また空そらの鳥とりの中なかから雄おすと雌めすとを七つずつ取とって、その種類しゅるいが全ぜん地ちのおもてに生いき残のこるようにしなさい。 4七日なぬかの後のち、わたしは四十日にち四十夜や、地ちに雨あめを降ふらせて、わたしの造つくったすべての生いき物ものを、地ちのおもてからぬぐい去さります」。 5ノアはすべて主しゅが命めいじられたようにした。
    


    
      6さて洪水こうずいが地ちに起たった時とき、ノアは六百歳さいであった。 7ノアは子こらと、妻つまと、子こらの妻つまたちと共ともに洪水こうずいを避さけて箱舟はこぶねにはいった。 8また清きよい獣けものと、清きよくない獣けものと、鳥とりと、地ちに這はうすべてのものとの、 9雄おすと雌めすとが、二つずつノアのもとにきて、神かみがノアに命めいじられたように箱舟はこぶねにはいった。 10こうして七日なぬかの後のち、洪水こうずいが地ちに起たった。
    


    
      11それはノアの六百歳さいの二月がつ十七日にちであって、その日ひに大おおいなる淵ふちの源みなもとは、ことごとく破やぶれ、天てんの窓まどが開ひらけて、 12雨あめは四十日にち四十夜や、地ちに降ふり注そそいだ。 13その同おなじ日ひに、ノアと、ノアの子こセム、ハム、ヤペテと、ノアの妻つまと、その子こらの三人にんの妻つまとは共ともに箱舟はこぶねにはいった。 14またすべての種類しゅるいの獣けものも、すべての種類しゅるいの家畜かちくも、地ちのすべての種類しゅるいの這はうものも、すべての種類しゅるいの鳥とりも、すべての翼つばさあるものも、皆みなはいった。 15すなわち命いのちの息いきのあるすべての肉にくなるものが、二つずつノアのもとにきて、箱舟はこぶねにはいった。 16そのはいったものは、すべて肉にくなるものの雄おすと雌めすとであって、神かみが彼かれに命めいじられたようにはいった。そこで主しゅは彼かれのうしろの戸とを閉とざされた。
    


    
      17洪水こうずいは四十日にちのあいだ地上ちじょうにあった。水みずが増まして箱舟はこぶねを浮うかべたので、箱舟はこぶねは地ちから高たかく上あがった。 18また水みずがみなぎり、地ちに増ましたので、箱舟はこぶねは水みずのおもてに漂ただよった。 19水みずはまた、ますます地ちにみなぎり、天てんの下したの高たかい山々やまやまは皆みなおおわれた。 20水みずはその上うえ、さらに十五キュビトみなぎって、山々やまやまは全まったくおおわれた。 21地ちの上うえに動うごくすべて肉にくなるものは、鳥とりも家畜かちくも獣けものも、地ちに群むらがるすべての這はうものも、すべての人ひともみな滅ほろびた。 22すなわち鼻はなに命いのちの息いきのあるすべてのもの、陸りくにいたすべてのものは死しんだ。 23地ちのおもてにいたすべての生いき物ものは、人ひとも家畜かちくも、這はうものも、空そらの鳥とりもみな地ちからぬぐい去さられて、ただノアと、彼かれと共ともに箱舟はこぶねにいたものだけが残のこった。 24水みずは百五十日にちのあいだ地上ちじょうにみなぎった。
    

  


  


  
    第八章


    
      1神かみはノアと、箱舟はこぶねの中なかにいたすべての生いき物ものと、すべての家畜かちくとを心こころにとめられた。神かみが風かぜを地ちの上うえに吹ふかせられたので、水みずは退しりぞいた。 2また淵ふちの源みなもとと、天てんの窓まどとは閉とざされて、天てんから雨あめが降ふらなくなった。 3それで水みずはしだいに地ちの上うえから引ひいて、百五十日にちの後のちには水みずが減へり、 4箱舟はこぶねは七月がつ十七日にちにアララテの山やまにとどまった。 5水みずはしだいに減へって、十月がつになり、十月がつ一日にちに山々やまやまの頂いただきが現あらわれた。
    


    
      6四十日にちたって、ノアはその造つくった箱舟はこぶねの窓まどを開ひらいて、 7からすを放はなったところ、からすは地ちの上うえから水みずがかわききるまで、あちらこちらへ飛とびまわった。 8ノアはまた地ちのおもてから、水みずがひいたかどうかを見みようと、彼かれの所ところから、はとを放はなったが、 9はとは足あしの裏うらをとどめる所ところが見みつからなかったので、箱舟はこぶねのノアのもとに帰かえってきた。水みずがまだ全ぜん地ちのおもてにあったからである。彼かれは手てを伸のべて、これを捕とらえ、箱舟はこぶねの中なかの彼かれのもとに引ひき入いれた。 10それから七日なぬか待まって再ふたたびはとを箱舟はこぶねから放はなった。 11はとは夕方ゆうがたになって彼かれのもとに帰かえってきた。見みると、そのくちばしには、オリブの若葉わかばがあった。ノアは地ちから水みずがひいたのを知しった。 12さらに七日なぬか待まってまた、はとを放はなったところ、もはや彼かれのもとには帰かえってこなかった。
    


    
      13六百一歳さいの一月がつ一日にちになって、地ちの上うえの水みずはかれた。ノアが箱舟はこぶねのおおいを取とり除のぞいて見みると、土つちのおもては、かわいていた。 14二月がつ二十七日にちになって、地ちは全まったくかわいた。 15この時とき、神かみはノアに言いわれた、 16「あなたは妻つまと、子こらと、子こらの妻つまたちと共ともに箱舟はこぶねを出でなさい。 17あなたは、共ともにいる肉にくなるすべての生いき物もの、すなわち鳥とりと家畜かちくと、地ちのすべての這はうものとを連つれて出でて、これらのものが地ちに群むらがり、地ちの上うえにふえ広ひろがるようにしなさい」。 18ノアは共ともにいた子こらと、妻つまと、子こらの妻つまたちとを連つれて出でた。 19またすべての獣けもの、すべての這はうもの、すべての鳥とり、すべて地ちの上うえに動うごくものは皆みな、種類しゅるいにしたがって箱舟はこぶねを出でた。
    


    
      20ノアは主しゅに祭壇さいだんを築きずいて、すべての清きよい獣けものと、すべての清きよい鳥とりとのうちから取とって、燔祭はんさいを祭壇さいだんの上うえにささげた。 21主しゅはその香こうばしいかおりをかいで、心こころに言いわれた、「わたしはもはや二度どと人ひとのゆえに地ちをのろわない。人ひとが心こころに思おもい図はかることは、幼おさない時ときから悪わるいからである。わたしは、このたびしたように、もう二度どと、すべての生いきたものを滅ほろぼさない。 22地ちのある限かぎり、種たねまきの時ときも、刈入かりいれの時ときも、暑あつさ寒さむさも、夏なつ冬ふゆも、昼ひるも夜よるもやむことはないであろう」。
    

  


  


  
    第九章


    
      1神かみはノアとその子こらとを祝福しゅくふくして彼かれらに言いわれた、「生うめよ、ふえよ、地ちに満みちよ。 2地ちのすべての獣けもの、空そらのすべての鳥とり、地ちに這はうすべてのもの、海うみのすべての魚うおは恐おそれおののいて、あなたがたの支配しはいに服ふくし、 3すべて生いきて動うごくものはあなたがたの食物しょくもつとなるであろう。さきに青草あおくさをあなたがたに与あたえたように、わたしはこれらのものを皆みなあなたがたに与あたえる。 4しかし肉にくを、その命いのちである血ちのままで、食たべてはならない。 5あなたがたの命いのちの血ちを流ながすものには、わたしは必かならず報復ほうふくするであろう。いかなる獣けものにも報復ほうふくする。兄弟きょうだいである人ひとにも、わたしは人ひとの命いのちのために、報復ほうふくするであろう。

      
        6人ひとの血ちを流ながすものは、人ひとに血ちを流ながされる、

        神かみが自分じぶんのかたちに人ひとを造つくられたゆえに。

        7あなたがたは、生うめよ、ふえよ、

        地ちに群むらがり、地ちの上うえにふえよ」。

      

    


    
      8神かみはノアおよび共ともにいる子こらに言いわれた、 9「わたしはあなたがた及およびあなたがたの後のちの子孫しそんと契約けいやくを立たてる。 10またあなたがたと共ともにいるすべての生いき物もの、あなたがたと共ともにいる鳥とり、家畜かちく、地ちのすべての獣けもの、すなわち、すべて箱舟はこぶねから出でたものは、地ちのすべての獣けものにいたるまで、わたしはそれと契約けいやくを立たてよう。 11わたしがあなたがたと立たてるこの契約けいやくにより、すべて肉にくなる者ものは、もはや洪水こうずいによって滅ほろぼされることはなく、また地ちを滅ほろぼす洪水こうずいは、再ふたたび起おこらないであろう」。 12さらに神かみは言いわれた、「これはわたしと、あなたがた及およびあなたがたと共ともにいるすべての生いき物ものとの間あいだに代々よよかぎりなく、わたしが立たてる契約けいやくのしるしである。 13すなわち、わたしは雲くもの中なかに、にじを置おく。これがわたしと地ちとの間あいだの契約けいやくのしるしとなる。 14わたしが雲くもを地ちの上うえに起おこすとき、にじは雲くもの中なかに現あらわれる。 15こうして、わたしは、わたしとあなたがた、及およびすべて肉にくなるあらゆる生いき物ものとの間あいだに立たてた契約けいやくを思おもいおこすゆえ、水みずはふたたび、すべて肉にくなる者ものを滅ほろぼす洪水こうずいとはならない。 16にじが雲くもの中なかに現あらわれるとき、わたしはこれを見みて、神かみが地上ちじょうにあるすべて肉にくなるあらゆる生いき物ものとの間あいだに立たてた永遠えいえんの契約けいやくを思おもいおこすであろう」。 17そして神かみはノアに言いわれた、「これがわたしと地ちにあるすべて肉にくなるものとの間あいだに、わたしが立たてた契約けいやくのしるしである」。
    


    
      18箱舟はこぶねから出でたノアの子こらはセム、ハム、ヤペテであった。ハムはカナンの父ちちである。 19この三人にんはノアの子こらで、全ぜん地ちの民たみは彼かれらから出でて、広ひろがったのである。
    


    
      20さてノアは農夫のうふとなり、ぶどう畑はたけをつくり始はじめたが、 21彼かれはぶどう酒しゅを飲のんで酔よい、天幕てんまくの中なかで裸はだかになっていた。 22カナンの父ちちハムは父ちちの裸はだかを見みて、外そとにいるふたりの兄弟きょうだいに告つげた。 23セムとヤペテとは着物きものを取とって、肩かたにかけ、うしろ向むきに歩あゆみ寄よって、父ちちの裸はだかをおおい、顔かおをそむけて父ちちの裸はだかを見みなかった。 24やがてノアは酔よいがさめて、末すえの子こが彼かれにした事ことを知しったとき、 25彼かれは言いった、

      
        「カナンはのろわれよ。

        彼かれはしもべのしもべとなって、

        その兄弟きょうだいたちに仕つかえる」。

      
26また言いった、

      
        「セムの神かみ、主しゅはほむべきかな、

        カナンはそのしもべとなれ。

        27神かみはヤペテを大おおいならしめ、

        セムの天幕てんまくに彼かれを住すまわせられるように。

        カナンはそのしもべとなれ」。

      

    


    
      28ノアは洪水こうずいの後のち、なお三百五十年ねん生いきた。 29ノアの年としは合あわせて九百五十歳さいであった。そして彼かれは死しんだ。
    

  


  


  
    第十章


    
      1ノアの子こセム、ハム、ヤペテの系図けいずは次つぎのとおりである。洪水こうずいの後のち、彼かれらに子こが生うまれた。 2ヤペテの子孫しそんはゴメル、マゴグ、マダイ、ヤワン、トバル、メセク、テラスであった。　　 3ゴメルの子孫しそんはアシケナズ、リパテ、トガルマ。 4ヤワンの子孫しそんはエリシャ、タルシシ、キッテム、ドダニムであった。 5これらから海沿うみぞいの地ちの国民こくみんが分わかれて、おのおのその土地とちにおり、その言語げんごにしたがい、その氏族しぞくにしたがって、その国々くにぐにに住すんだ。
    


    
      6ハムの子孫しそんはクシ、ミツライム、プテ、カナンであった。 7クシの子孫しそんはセバ、ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカであり、ラアマの子孫しそんはシバとデダンであった。 8クシの子こはニムロデであって、このニムロデは世よの権力者けんりょくしゃとなった最初さいしょの人ひとである。 9彼かれは主しゅの前まえに力ちからある狩猟者しゅりょうしゃであった。これから「主しゅの前まえに力ちからある狩猟者しゅりょうしゃニムロデのごとし」ということわざが起たった。 10彼かれの国くには最初さいしょシナルの地ちにあるバベル、エレク、アカデ、カルネであった。 11彼かれはその地ちからアッスリヤに出でて、ニネベ、レホボテイリ、カラ、 12およびニネベとカラとの間あいだにある大おおいなる町まちレセンを建たてた。 13ミツライムからルデ族ぞく、アナミ族ぞく、レハビ族ぞく、ナフト族ぞく、 14パテロス族ぞく、カスル族ぞく、カフトリ族ぞくが出でた。カフトリ族ぞくからペリシテ族ぞくが出でた。
    


    
      15カナンからその長子ちょうしシドンが出でて、またヘテが出でた。 16その他たエブスびと、アモリびと、ギルガシびと、 17ヒビびと、アルキびと、セニびと、 18アルワデびと、ゼマリびと、ハマテびとが出でた。後のちになってカナンびとの氏族しぞくがひろがった。 19カナンびとの境さかいはシドンからゲラルを経へてガザに至いたり、ソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボイムを経へて、レシャに及およんだ。 20これらはハムの子孫しそんであって、その氏族しぞくとその言語げんごとにしたがって、その土地とちと、その国々くにぐににいた。
    


    
      21セムにも子こが生うまれた。セムはエベルのすべての子孫しそんの先祖せんぞであって、ヤペテの兄あにであった。 22セムの子孫しそんはエラム、アシュル、アルパクサデ、ルデ、アラムであった。 23アラムの子孫しそんはウヅ、ホル、ゲテル、マシであった。 24アルパクサデの子こはシラ、シラの子こはエベルである。 25エベルにふたりの子こが生うまれた。そのひとりの名なをペレグといった。これは彼かれの代よに地ちの民たみが分わかれたからである。その弟おとうとの名なをヨクタンといった。 26ヨクタンにアルモダデ、シャレフ、ハザルマウテ、エラ、 27ハドラム、ウザル、デクラ、 28オバル、アビマエル、シバ、 29オフル、ハビラ、ヨバブが生うまれた。これらは皆みなヨクタンの子こであった。 30彼かれらが住すんだ所ところはメシャから東ひがしの山地さんちセパルに及およんだ。 31これらはセムの子孫しそんであって、その氏族しぞくとその言語げんごとにしたがって、その土地とちと、その国々くにぐににいた。
    


    
      32これらはノアの子こらの氏族しぞくであって、血統けっとうにしたがって国々くにぐにに住すんでいたが、洪水こうずいの後のち、これらから地上ちじょうの諸しょ国民こくみんが分わかれたのである。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1全ぜん地ちは同おなじ発音はつおん、同おなじ言葉ことばであった。 2時ときに人々ひとびとは東ひがしに移うつり、シナルの地ちに平野へいやを得えて、そこに住すんだ。 3彼かれらは互たがいに言いった、「さあ、れんがを造つくって、よく焼やこう」。こうして彼かれらは石いしの代かわりに、れんがを得え、しっくいの代かわりに、アスファルトを得えた。 4彼かれらはまた言いった、「さあ、町まちと塔とうとを建たてて、その頂いただきを天てんに届とどかせよう。そしてわれわれは名なを上あげて、全ぜん地ちのおもてに散ちるのを免まぬかれよう」。 5時ときに主しゅは下くだって、人ひとの子こたちの建たてる町まちと塔とうとを見みて、 6言いわれた、「民たみは一つで、みな同おなじ言葉ことばである。彼かれらはすでにこの事ことをしはじめた。彼かれらがしようとする事ことは、もはや何事なにごともとどめ得えないであろう。 7さあ、われわれは下くだって行いって、そこで彼かれらの言葉ことばを乱みだし、互たがいに言葉ことばが通つうじないようにしよう」。 8こうして主しゅが彼かれらをそこから全ぜん地ちのおもてに散ちらされたので、彼かれらは町まちを建たてるのをやめた。 9これによってその町まちの名なはバベルと呼よばれた。主しゅがそこで全ぜん地ちの言葉ことばを乱みだされたからである。主しゅはそこから彼かれらを全ぜん地ちのおもてに散ちらされた。
    


    
      10セムの系図けいずは次つぎのとおりである。セムは百歳さいになって洪水こうずいの二年ねんの後のちにアルパクサデを生うんだ。 11セムはアルパクサデを生うんで後のち、五百年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      12アルパクサデは三十五歳さいになってシラを生うんだ。 13アルパクサデはシラを生うんで後のち、四百三年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      14シラは三十歳さいになってエベルを生うんだ。 15シラはエベルを生うんで後のち、四百三年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      16エベルは三十四歳さいになってペレグを生うんだ。 17エベルはペレグを生うんで後のち、四百三十年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      18ペレグは三十歳さいになってリウを生うんだ。 19ペレグはリウを生うんで後のち、二百九年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      20リウは三十二歳さいになってセルグを生うんだ。 21リウはセルグを生うんで後のち、二百七年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      22セルグは三十歳さいになってナホルを生うんだ。 23セルグはナホルを生うんで後のち、二百年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      24ナホルは二十九歳さいになってテラを生うんだ。 25ナホルはテラを生うんで後のち、百十九年ねん生いきて、男子だんしと女子じょしを生うんだ。
    


    
      26テラは七十歳さいになってアブラム、ナホルおよびハランを生うんだ。
    


    
      27テラの系図けいずは次つぎのとおりである。テラはアブラム、ナホルおよびハランを生うみ、ハランはロトを生うんだ。 28ハランは父ちちテラにさきだって、その生うまれた地ち、カルデヤのウルで死しんだ。 29アブラムとナホルは妻つまをめとった。アブラムの妻つまの名なはサライといい、ナホルの妻つまの名なはミルカといってハランの娘むすめである。ハランはミルカの父ちち、またイスカの父ちちである。 30サライはうまずめで、子こがなかった。
    


    
      31テラはその子こアブラムと、ハランの子こである孫まごロトと、子こアブラムの妻つまである嫁よめサライとを連つれて、カナンの地ちへ行いこうとカルデヤのウルを出でたが、ハランに着ついてそこに住すんだ。 32テラの年としは二百五歳さいであった。テラはハランで死しんだ。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1時ときに主しゅはアブラムに言いわれた、「あなたは国くにを出でて、親族しんぞくに別わかれ、父ちちの家いえを離はなれ、わたしが示しめす地ちに行いきなさい。 2わたしはあなたを大おおいなる国民こくみんとし、あなたを祝福しゅくふくし、あなたの名なを大おおきくしよう。あなたは祝福しゅくふくの基もといとなるであろう。

      
        3あなたを祝福しゅくふくする者ものをわたしは祝福しゅくふくし、

        あなたをのろう者ものをわたしはのろう。

        地ちのすべてのやからは、

        あなたによって祝福しゅくふくされる」。

      

    


    
      4アブラムは主しゅが言いわれたようにいで立たった。ロトも彼かれと共ともに行いった。アブラムはハランを出でたとき七十五歳さいであった。 5アブラムは妻つまサライと、弟おとうとの子こロトと、集あつめたすべての財産ざいさんと、ハランで獲えた人々ひとびととを携たずさえてカナンに行いこうとしていで立たち、カナンの地ちにきた。 6アブラムはその地ちを通とおってシケムの所ところ、モレのテレビンの木きのもとに着ついた。そのころカナンびとがその地ちにいた。 7時ときに主しゅはアブラムに現あらわれて言いわれた、「わたしはあなたの子孫しそんにこの地ちを与あたえます」。アブラムは彼かれに現あらわれた主しゅのために、そこに祭壇さいだんを築きずいた。 8彼かれはそこからベテルの東ひがしの山やまに移うつって天幕てんまくを張はった。西にしにはベテル、東ひがしにはアイがあった。そこに彼かれは主しゅのために祭壇さいだんを築きずいて、主しゅの名なを呼よんだ。 9アブラムはなお進すすんでネゲブに移うつった。
    


    
      10さて、その地ちにききんがあったのでアブラムはエジプトに寄留きりゅうしようと、そこに下くだった。ききんがその地ちに激はげしかったからである。 11エジプトにはいろうとして、そこに近ちかづいたとき、彼かれは妻つまサライに言いった、「わたしはあなたが美うつくしい女おんなであるのを知しっています。 12それでエジプトびとがあなたを見みる時とき、これは彼かれの妻つまであると言いってわたしを殺ころし、あなたを生いかしておくでしょう。 13どうかあなたは、わたしの妹いもうとだと言いってください。そうすればわたしはあなたのおかげで無事ぶじであり、わたしの命いのちはあなたによって助たすかるでしょう」。 14アブラムがエジプトにはいった時ときエジプトびとはこの女おんなを見みて、たいそう美うつくしい人ひとであるとし、 15またパロの高官こうかんたちも彼女かのじょを見みてパロの前まえでほめたので、女おんなはパロの家いえに召めし入いれられた。 16パロは彼女かのじょのゆえにアブラムを厚あつくもてなしたので、アブラムは多おおくの羊ひつじ、牛うし、雌雄しゆうのろば、男女だんじょの奴隷どれいおよび、らくだを得えた。
    


    
      17ところで主しゅはアブラムの妻つまサライのゆえに、激はげしい疫病えきびょうをパロとその家いえに下くだされた。 18パロはアブラムを召めし寄よせて言いった、「あなたはわたしになんという事ことをしたのですか。なぜ彼女かのじょが妻つまであるのをわたしに告つげなかったのですか。 19あなたはなぜ、彼女かのじょはわたしの妹いもうとですと言いったのですか。わたしは彼女かのじょを妻つまにしようとしていました。さあ、あなたの妻つまはここにいます。連つれて行いってください」。 20パロは彼かれの事ことについて人々ひとびとに命めいじ、彼かれとその妻つまおよびそのすべての持もち物ものを送おくり去さらせた。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1アブラムは妻つまとすべての持もち物ものを携たずさえ、エジプトを出でて、ネゲブに上のぼった。ロトも彼かれと共ともに上のぼった。
    


    
      2アブラムは家畜かちくと金銀きんぎんに非常ひじょうに富とんでいた。 3彼かれはネゲブから旅路たびじを進すすめてベテルに向むかい、ベテルとアイの間あいだの、さきに天幕てんまくを張はった所ところに行いった。 4すなわち彼かれが初はじめに築きずいた祭壇さいだんの所ところに行いき、その所ところでアブラムは主しゅの名なを呼よんだ。 5アブラムと共ともに行いったロトも羊ひつじ、牛うしおよび天幕てんまくを持もっていた。 6その地ちは彼かれらをささえて共ともに住すませることができなかった。彼かれらの財産ざいさんが多おおかったため、共ともに住すめなかったのである。 7アブラムの家畜かちくの牧者ぼくしゃたちとロトの家畜かちくの牧者ぼくしゃたちの間あいだに争あらそいがあった。そのころカナンびととペリジびとがその地ちに住すんでいた。
    


    
      8アブラムはロトに言いった、「わたしたちは身内みうちの者ものです。わたしとあなたの間あいだにも、わたしの牧者ぼくしゃたちとあなたの牧者ぼくしゃたちの間あいだにも争あらそいがないようにしましょう。 9全ぜん地ちはあなたの前まえにあるではありませんか。どうかわたしと別わかれてください。あなたが左ひだりに行いけばわたしは右みぎに行いきます。あなたが右みぎに行いけばわたしは左ひだりに行いきましょう」。 10ロトが目めを上あげてヨルダンの低地ていちをあまねく見みわたすと、主しゅがソドムとゴモラを滅ほろぼされる前まえであったから、ゾアルまで主しゅの園そののように、またエジプトの地ちのように、すみずみまでよく潤うるおっていた。 11そこでロトはヨルダンの低地ていちをことごとく選えらびとって東ひがしに移うつった。こうして彼かれらは互たがいに別わかれた。 12アブラムはカナンの地ちに住すんだが、ロトは低地ていちの町々まちまちに住すみ、天幕てんまくをソドムに移うつした。 13ソドムの人々ひとびとはわるく、主しゅに対たいして、はなはだしい罪つみびとであった。
    


    
      14ロトがアブラムに別わかれた後のちに、主しゅはアブラムに言いわれた、「目めをあげてあなたのいる所ところから北きた、南みなみ、東ひがし、西にしを見みわたしなさい。 15すべてあなたが見みわたす地ちは、永久えいきゅうにあなたとあなたの子孫しそんに与あたえます。 16わたしはあなたの子孫しそんを地ちのちりのように多おおくします。もし人ひとが地ちのちりを数かぞえることができるなら、あなたの子孫しそんも数かぞえられることができましょう。 17あなたは立たって、その地ちをたてよこに行いき巡めぐりなさい。わたしはそれをあなたに与あたえます」。 18アブラムは天幕てんまくを移うつしてヘブロンにあるマムレのテレビンの木きのかたわらに住すみ、その所ところで主しゅに祭壇さいだんを築きずいた。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1シナルの王おうアムラペル、エラサルの王おうアリオク、エラムの王おうケダラオメルおよびゴイムの王おうテダルの世よに、 2これらの王おうはソドムの王おうベラ、ゴモラの王おうビルシャ、アデマの王おうシナブ、ゼボイムの王おうセメベル、およびベラすなわちゾアルの王おうと戦たたかった。 3これら五人にんの王おうはみな同盟どうめいしてシデムの谷たに、すなわち塩しおの海うみに向むかって行いった。 4すなわち彼かれらは十二年ねんの間あいだケダラオメルに仕つかえたが、十三年ねん目めにそむいたので、 5十四年ねん目めにケダラオメルは彼かれと連合れんごうした王おうたちと共ともにきて、アシタロテ・カルナイムでレパイムびとを、ハムでズジびとを、シャベ・キリアタイムでエミびとを撃うち、 6セイルの山地さんちでホリびとを撃うって、荒野あらののほとりにあるエル・パランに及およんだ。 7彼かれらは引ひき返かえしてエン・ミシパテすなわちカデシへ行いって、アマレクびとの国くにをことごとく撃うち、またハザゾン・タマルに住すむアモリびとをも撃うった。 8そこでソドムの王おう、ゴモラの王おう、アデマの王おう、ゼボイムの王おうおよびベラすなわちゾアルの王おうは出でてシデムの谷たにで彼かれらに向むかい、戦たたかいの陣じんをしいた。 9すなわちエラムの王おうケダラオメル、ゴイムの王おうテダル、シナルの王おうアムラペル、エラサルの王おうアリオクの四人にんの王おうに対たいする五人にんの王おうであった。 10シデムの谷たににはアスファルトの穴あなが多おおかったので、ソドムの王おうとゴモラの王おうは逃にげてそこに落おちたが、残のこりの者ものは山やまにのがれた。 11そこで彼かれらはソドムとゴモラの財産ざいさんと食料しょくりょうとをことごとく奪うばって去さり、 12またソドムに住すんでいたアブラムの弟おとうとの子こロトとその財産ざいさんを奪うばって去さった。
    


    
      13時ときに、ひとりの人ひとがのがれてきて、ヘブルびとアブラムに告つげた。この時ときアブラムはエシコルの兄弟きょうだい、またアネルの兄弟きょうだいであるアモリびとマムレのテレビンの木きのかたわらに住すんでいた。彼かれらはアブラムと同盟どうめいしていた。 14アブラムは身内みうちの者ものが捕虜ほりょになったのを聞きき、訓練くんれんした家いえの子こ三百十八人にんを引ひき連つれてダンまで追おって行いき、 15そのしもべたちを分わけて、夜よるかれらを攻せめ、これを撃うってダマスコの北きた、ホバまで彼かれらを追おった。 16そして彼かれはすべての財産ざいさんを取とり返かえし、また身内みうちの者ものロトとその財産ざいさんおよび女おんなたちと民たみとを取とり返かえした。
    


    
      17アブラムがケダラオメルとその連合れんごうの王おうたちを撃うち破やぶって帰かえった時とき、ソドムの王おうはシャベの谷たに、すなわち王おうの谷たにに出でて彼かれを迎むかえた。 18その時とき、サレムの王おうメルキゼデクはパンとぶどう酒しゅとを持もってきた。彼かれはいと高たかき神かみの祭司さいしである。 19彼かれはアブラムを祝福しゅくふくして言いった、

      
        「願ねがわくは天地てんちの主しゅなるいと高たかき神かみが、

        アブラムを祝福しゅくふくされるように。

        20願ねがわくはあなたの敵てきをあなたの手てに渡わたされた

        いと高たかき神かみがあがめられるように」。

      
アブラムは彼かれにすべての物ものの十分ぶんの一を贈おくった。 21時ときにソドムの王おうはアブラムに言いった、「わたしには人ひとをください。財産ざいさんはあなたが取とりなさい」。 22アブラムはソドムの王おうに言いった、「天地てんちの主しゅなるいと高たかき神かみ、主しゅに手てをあげて、わたしは誓ちかいます。 23わたしは糸いと一本ぽんでも、くつひも一本ぽんでも、あなたのものは何なににも受うけません。アブラムを富とませたのはわたしだと、あなたが言いわないように。 24ただし若者わかものたちがすでに食たべた物ものは別べつです。そしてわたしと共ともに行いった人々ひとびとアネルとエシコルとマムレとにはその分ぶんを取とらせなさい」。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1これらの事ことの後のち、主しゅの言葉ことばが幻まぼろしのうちにアブラムに臨のぞんだ、

      
        「アブラムよ恐おそれてはならない、

        わたしはあなたの盾たてである。

        あなたの受うける報むくいは、

        はなはだ大おおきいであろう」。

      
2アブラムは言いった、「主しゅなる神かみよ、わたしには子こがなく、わたしの家いえを継つぐ者ものはダマスコのエリエゼルであるのに、あなたはわたしに何なにをくださろうとするのですか」。 3アブラムはまた言いった、「あなたはわたしに子こを賜たまわらないので、わたしの家いえに生うまれたしもべが、あとつぎとなるでしょう」。 4この時とき、主しゅの言葉ことばが彼かれに臨のぞんだ、「この者ものはあなたのあとつぎとなるべきではありません。あなたの身みから出でる者ものがあとつぎとなるべきです」。 5そして主しゅは彼かれを外そとに連つれ出だして言いわれた、「天てんを仰あおいで、星ほしを数かぞえることができるなら、数かぞえてみなさい」。また彼かれに言いわれた、「あなたの子孫しそんはあのようになるでしょう」。 6アブラムは主しゅを信しんじた。主しゅはこれを彼かれの義ぎと認みとめられた。
    


    
      7また主しゅは彼かれに言いわれた、「わたしはこの地ちをあなたに与あたえて、これを継つがせようと、あなたをカルデヤのウルから導みちびき出だした主しゅです」。 8彼かれは言いった、「主しゅなる神かみよ、わたしがこれを継つぐのをどうして知しることができますか」。 9主しゅは彼かれに言いわれた、「三歳さいの雌牛めうしと、三歳さいの雌めやぎと、三歳さいの雄羊おひつじと、山やまばとと、家いえばとのひなとをわたしの所ところに連つれてきなさい」。 10彼かれはこれらをみな連つれてきて、二つに裂さき、裂さいたものを互たがいに向むかい合あわせて置おいた。ただし、鳥とりは裂さかなかった。　　 11荒あらい鳥とりが死体したいの上うえに降おりるとき、アブラムはこれを追おい払はらった。
    


    
      12日ひの入いるころ、アブラムが深ふかい眠ねむりにおそわれた時とき、大おおきな恐おそろしい暗くらやみが彼かれに臨のぞんだ。 13時ときに主しゅはアブラムに言いわれた、「あなたはよく心こころにとめておきなさい。あなたの子孫しそんは他たの国くにに旅たびびととなって、その人々ひとびとに仕つかえ、その人々ひとびとは彼かれらを四百年ねんの間あいだ、悩なやますでしょう。 14しかし、わたしは彼かれらが仕つかえたその国民こくみんをさばきます。その後のちかれらは多おおくの財産ざいさんを携たずさえて出でて来くるでしょう。 15あなたは安やすらかに先祖せんぞのもとに行いきます。そして高齢こうれいに達たっして葬ほうむられるでしょう。 16四代だい目めになって彼かれらはここに帰かえって来くるでしょう。アモリびとの悪あくがまだ満みちないからです」。
    


    
      17やがて日ひは入いり、暗くらやみになった時とき、煙けむりの立たつかまど、炎ほのおの出でるたいまつが、裂さいたものの間あいだを通とおり過すぎた。 18その日ひ、主しゅはアブラムと契約けいやくを結むすんで言いわれた、

      
        「わたしはこの地ちをあなたの子孫しそんに与あたえる。

        エジプトの川かわから、かの大川おおかわユフラテまで。

      
19すなわちケニびと、ケニジびと、カドモニびと、 20ヘテびと、ペリジびと、レパイムびと、 21アモリびと、カナンびと、ギルガシびと、エブスびとの地ちを与あたえる」。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1アブラムの妻つまサライは子こを産うまなかった。彼女かのじょにひとりのつかえめがあった。エジプトの女おんなで名なをハガルといった。 2サライはアブラムに言いった、「主しゅはわたしに子こをお授さづけになりません。どうぞ、わたしのつかえめの所ところにおはいりください。彼女かのじょによってわたしは子こをもつことになるでしょう」。アブラムはサライの言葉ことばを聞ききいれた。 3アブラムの妻つまサライはそのつかえめエジプトの女おんなハガルをとって、夫おっとアブラムに妻つまとして与あたえた。これはアブラムがカナンの地ちに十年ねん住すんだ後のちであった。 4彼かれはハガルの所ところにはいり、ハガルは子こをはらんだ。彼女かのじょは自分じぶんのはらんだのを見みて、女おんな主人しゅじんを見下みさげるようになった。 5そこでサライはアブラムに言いった、「わたしが受うけた害がいはあなたの責任せきにんです。わたしのつかえめをあなたのふところに与あたえたのに、彼女かのじょは自分じぶんのはらんだのを見みて、わたしを見下みさげます。どうか、主しゅがあなたとわたしの間あいだをおさばきになるように」。 6アブラムはサライに言いった、「あなたのつかえめはあなたの手てのうちにある。あなたの好すきなように彼女かのじょにしなさい」。そしてサライが彼女かのじょを苦くるしめたので、彼女かのじょはサライの顔かおを避さけて逃にげた。
    


    
      7主しゅの使つかいは荒野あらのにある泉いずみのほとり、すなわちシュルの道みちにある泉いずみのほとりで、彼女かのじょに会あい、 8そして言いった、「サライのつかえめハガルよ、あなたはどこからきたのですか、またどこへ行いくのですか」。彼女かのじょは言いった、「わたしは女おんな主人しゅじんサライの顔かおを避さけて逃にげているのです」。 9主しゅの使つかいは彼女かのじょに言いった、「あなたは女おんな主人しゅじんのもとに帰かえって、その手てに身みを任まかせなさい」。 10主しゅの使つかいはまた彼女かのじょに言いった、「わたしは大おおいにあなたの子孫しそんを増まして、数かぞえきれないほどに多おおくしましょう」。 11主しゅの使つかいはまた彼女かのじょに言いった、「あなたは、みごもっています。あなたは男おとこの子こを産うむでしょう。名なをイシマエルと名なづけなさい。主しゅがあなたの苦くるしみを聞きかれたのです。 12彼かれは野のろばのような人ひととなり、その手てはすべての人ひとに逆さからい、すべての人ひとの手ては彼かれに逆さからい、彼かれはすべての兄弟きょうだいに敵てきして住すむでしょう」。 13そこで、ハガルは自分じぶんに語かたられた主しゅの名なを呼よんで、「あなたはエル・ロイです」と言いった。彼女かのじょが「ここでも、わたしを見みていられるかたのうしろを拝おがめたのか」と言いったことによる。 14それでその井戸いどは「ベエル・ラハイ・ロイ」と呼よばれた。これはカデシとベレデの間あいだにある。
    


    
      15ハガルはアブラムに男おとこの子こを産うんだ。アブラムはハガルが産うんだ子この名なをイシマエルと名なづけた。 16ハガルがイシマエルをアブラムに産うんだ時とき、アブラムは八十六歳さいであった。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1アブラムの九十九歳さいの時とき、主しゅはアブラムに現あらわれて言いわれた、

      
        「わたしは全能ぜんのうの神かみである。

        あなたはわたしの前まえに歩あゆみ、全まったき者ものであれ。

        2わたしはあなたと契約けいやくを結むすび、

        大おおいにあなたの子孫しそんを増ますであろう」。

      
3アブラムは、ひれ伏ふした。神かみはまた彼かれに言いわれた、

      
        4「わたしはあなたと契約けいやくを結むすぶ。

        あなたは多おおくの国民こくみんの父ちちとなるであろう。

        5あなたの名なは、もはやアブラムとは言いわれず、

        あなたの名なはアブラハムと呼よばれるであろう。

        わたしはあなたを多おおくの国民こくみんの

        父ちちとするからである。

      
6わたしはあなたに多おおくの子孫しそんを得えさせ、国々くにぐにの民たみをあなたから起おこそう。また、王おうたちもあなたから出でるであろう。 7わたしはあなた及および後のちの代々よよの子孫しそんと契約けいやくを立たてて、永遠えいえんの契約けいやくとし、あなたと後のちの子孫しそんとの神かみとなるであろう。 8わたしはあなたと後のちの子孫しそんとにあなたの宿やどっているこの地ち、すなわちカナンの全ぜん地ちを永久えいきゅうの所有しょゆうとして与あたえる。そしてわたしは彼かれらの神かみとなるであろう」。
    


    
      9神かみはまたアブラハムに言いわれた、「あなたと後のちの子孫しそんとは共ともに代々よよわたしの契約けいやくを守まもらなければならない。あなたがたのうち 10男子だんしはみな割礼かつれいをうけなければならない。これはわたしとあなたがた及および後のちの子孫しそんとの間あいだのわたしの契約けいやくであって、あなたがたの守まもるべきものである。 11あなたがたは前まえの皮かわに割礼かつれいを受うけなければならない。それがわたしとあなたがたとの間あいだの契約けいやくのしるしとなるであろう。 12あなたがたのうちの男子だんしはみな代々よよ、家いえに生うまれた者ものも、また異邦人いほうじんから銀ぎんで買かい取とった、あなたの子孫しそんでない者ものも、生うまれて八日か目めに割礼かつれいを受うけなければならない。 13あなたの家いえに生うまれた者ものも、あなたが銀ぎんで買かい取とった者ものも必かならず割礼かつれいを受うけなければならない。こうしてわたしの契約けいやくはあなたがたの身みにあって永遠えいえんの契約けいやくとなるであろう。 14割礼かつれいを受うけない男子だんし、すなわち前まえの皮かわを切きらない者ものはわたしの契約けいやくを破やぶるゆえ、その人ひとは民たみのうちから断たたれるであろう」。
    


    
      15神かみはまたアブラハムに言いわれた、「あなたの妻つまサライは、もはや名なをサライといわず、名なをサラと言いいなさい。 16わたしは彼女かのじょを祝福しゅくふくし、また彼女かのじょによって、あなたにひとりの男おとこの子こを授さづけよう。わたしは彼女かのじょを祝福しゅくふくし、彼女かのじょを国々くにぐにの民たみの母ははとしよう。彼女かのじょから、もろもろの民たみの王おうたちが出でるであろう」。 17アブラハムはひれ伏ふして笑わらい、心こころの中なかで言いった、「百歳さいの者ものにどうして子こが生うまれよう。サラはまた九十歳さいにもなって、どうして産うむことができようか」。 18そしてアブラハムは神かみに言いった、「どうかイシマエルがあなたの前まえに生いきながらえますように」。 19神かみは言いわれた、「いや、あなたの妻つまサラはあなたに男おとこの子こを産うむでしょう。名なをイサクと名なづけなさい。わたしは彼かれと契約けいやくを立たてて、後のちの子孫しそんのために永遠えいえんの契約けいやくとしよう。 20またイシマエルについてはあなたの願ねがいを聞きいた。わたしは彼かれを祝福しゅくふくして多おおくの子孫しそんを得えさせ、大おおいにそれを増ますであろう。彼かれは十二人にんの君きみたちを生うむであろう。わたしは彼かれを大おおいなる国民こくみんとしよう。 21しかしわたしは来年らいねんの今いまごろサラがあなたに産うむイサクと、わたしの契約けいやくを立たてるであろう」。
    


    
      22神かみはアブラハムと語かたり終おえ、彼かれを離はなれて、のぼられた。 23アブラハムは神かみが自分じぶんに言いわれたように、この日ひその子こイシマエルと、すべて家いえに生うまれた者ものおよびすべて銀ぎんで買かい取とった者もの、すなわちアブラハムの家いえの人々ひとびとのうち、すべての男子だんしを連つれてきて、前まえの皮かわに割礼かつれいを施ほどこした。 24アブラハムが前まえの皮かわに割礼かつれいを受うけた時ときは九十九歳さい、 25その子こイシマエルが前まえの皮かわに割礼かつれいを受うけた時ときは十三歳さいであった。 26この日ひアブラハムとその子こイシマエルは割礼かつれいを受うけた。 27またその家いえの人々ひとびとは家いえに生うまれた者ものも、銀ぎんで異邦人いほうじんから買かい取とった者ものも皆みな、彼かれと共ともに割礼かつれいを受うけた。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1主しゅはマムレのテレビンの木きのかたわらでアブラハムに現あらわれられた。それは昼ひるの暑あついころで、彼かれは天幕てんまくの入口いりぐちにすわっていたが、 2目めを上あげて見みると、三人にんの人ひとが彼かれに向むかって立たっていた。彼かれはこれを見みて、天幕てんまくの入口いりぐちから走はしって行いって彼かれらを迎むかえ、地ちに身みをかがめて、 3言いった、「わが主しゅよ、もしわたしがあなたの前まえに恵めぐみを得えているなら、どうぞしもべを通とおり過すごさないでください。 4水みずをすこし取とってこさせますから、あなたがたは足あしを洗あらって、この木きの下したでお休やすみください。 5わたしは一口ひとくちのパンを取とってきます。元気げんきをつけて、それからお出でかけください。せっかくしもべの所ところにおいでになったのですから」。彼かれらは言いった、「お言葉ことばどおりにしてください」。 6そこでアブラハムは急いそいで天幕てんまくに入いり、サラの所ところに行いって言いった、「急いそいで細こまかい麦粉むぎこ三セヤをとり、こねてパンを造つくりなさい」。 7アブラハムは牛うしの群むれに走はしって行いき、柔やわらかな良よい子こ牛うしを取とって若者わかものに渡わたしたので、急いそいで調理ちょうりした。 8そしてアブラハムは凝乳ぎょうにゅうと牛乳ぎゅうにゅうおよび子こ牛うしの調理ちょうりしたものを取とって、彼かれらの前まえに供そなえ、木きの下したで彼かれらのかたわらに立たって給仕きゅうじし、彼かれらは食事しょくじした。
    


    
      9彼かれらはアブラハムに言いった、「あなたの妻つまサラはどこにおられますか」。彼かれは言いった、「天幕てんまくの中なかです」。 10そのひとりが言いった、「来年らいねんの春はる、わたしはかならずあなたの所ところに帰かえってきましょう。その時とき、あなたの妻つまサラには男おとこの子こが生うまれているでしょう」。サラはうしろの方ほうの天幕てんまくの入口いりぐちで聞きいていた。 11さてアブラハムとサラとは年としがすすみ、老人ろうじんとなり、サラは女おんなの月つきのものが、すでに止とまっていた。 12それでサラは心こころの中なかで笑わらって言いった、「わたしは衰おとろえ、主人しゅじんもまた老人ろうじんであるのに、わたしに楽たのしみなどありえようか」。 13主しゅはアブラハムに言いわれた、「なぜサラは、わたしは老人ろうじんであるのに、どうして子こを産うむことができようかと言いって笑わらったのか。 14主しゅにとって不可能ふかのうなことがありましょうか。来年らいねんの春はる、定さだめの時ときに、わたしはあなたの所ところに帰かえってきます。そのときサラには男おとこの子こが生うまれているでしょう」。 15サラは恐おそれたので、これを打うち消けして言いった、「わたしは笑わらいません」。主しゅは言いわれた、「いや、あなたは笑わらいました」。
    


    
      16その人々ひとびとはそこを立たってソドムの方ほうに向むかったので、アブラハムは彼かれらを見送みおくって共ともに行いった。 17時ときに主しゅは言いわれた、「わたしのしようとする事ことをアブラハムに隠かくしてよいであろうか。 18アブラハムは必かならず大おおきな強つよい国民こくみんとなって、地ちのすべての民たみがみな、彼かれによって祝福しゅくふくを受うけるのではないか。 19わたしは彼かれが後のちの子こらと家族かぞくとに命めいじて主しゅの道みちを守まもらせ、正義せいぎと公道こうどうとを行おこなわせるために彼かれを知しったのである。これは主しゅがかつてアブラハムについて言いった事ことを彼かれの上うえに臨のぞませるためである」。 20主しゅはまた言いわれた、「ソドムとゴモラの叫さけびは大おおきく、またその罪つみは非常ひじょうに重おもいので、 21わたしはいま下くだって、わたしに届とどいた叫さけびのとおりに、すべて彼かれらがおこなっているかどうかを見みて、それを知しろう」。
    


    
      22その人々ひとびとはそこから身みを巡めぐらしてソドムの方ほうに行いったが、アブラハムはなお、主しゅの前まえに立たっていた。 23アブラハムは近寄ちかよって言いった、「まことにあなたは正ただしい者ものを、悪わるい者ものと一緒いっしょに滅ほろぼされるのですか。 24たとい、あの町まちに五十人にんの正ただしい者ものがあっても、あなたはなお、その所ところを滅ほろぼし、その中なかにいる五十人にんの正ただしい者もののためにこれをゆるされないのですか。 25正ただしい者ものと悪わるい者ものとを一緒いっしょに殺ころすようなことを、あなたは決けっしてなさらないでしょう。正ただしい者ものと悪わるい者ものとを同おなじようにすることも、あなたは決けっしてなさらないでしょう。全ぜん地ちをさばく者ものは公義こうぎを行おこなうべきではありませんか」。 26主しゅは言いわれた、「もしソドムで町まちの中なかに五十人にんの正ただしい者ものがあったら、その人々ひとびとのためにその所ところをすべてゆるそう」。 27アブラハムは答こたえて言いった、「わたしはちり灰はいに過すぎませんが、あえてわが主しゅに申もうします。 28もし五十人にんの正ただしい者もののうち五人にん欠かけたなら、その五人にん欠かけたために町まちを全まったく滅ほろぼされますか」。主しゅは言いわれた、「もしそこに四十五人にんいたら、滅ほろぼさないであろう」。 29アブラハムはまた重かさねて主しゅに言いった、「もしそこに四十人にんいたら」。主しゅは言いわれた、「その四十人にんのために、これをしないであろう」。 30アブラハムは言いった、「わが主しゅよ、どうかお怒いかりにならぬよう。わたしは申もうします。もしそこに三十人にんいたら」。主しゅは言いわれた、「そこに三十人にんいたら、これをしないであろう」。 31アブラハムは言いった、「いまわたしはあえてわが主しゅに申もうします。もしそこに二十人にんいたら」。主しゅは言いわれた、「わたしはその二十人にんのために滅ほろぼさないであろう」。 32アブラハムは言いった、「わが主しゅよ、どうかお怒いかりにならぬよう。わたしはいま一度ど申もうします、もしそこに十人にんいたら」。主しゅは言いわれた、「わたしはその十人にんのために滅ほろぼさないであろう」。 33主しゅはアブラハムと語かたり終おわり、去さって行いかれた。アブラハムは自分じぶんの所ところに帰かえった。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1そのふたりのみ使つかいは夕暮ゆうぐれにソドムに着ついた。そのときロトはソドムの門もんにすわっていた。ロトは彼かれらを見みて、立たって迎むかえ、地ちに伏ふして、 2言いった、「わが主しゅよ、どうぞしもべの家いえに立寄たちよって足あしを洗あらい、お泊とまりください。そして朝あさ早はやく起おきてお立たちください」。彼かれらは言いった、「いや、われわれは広場ひろばで夜よを過すごします」。 3しかしロトがしいて勧すすめたので、彼かれらはついに彼かれの所ところに寄より、家いえにはいった。ロトは彼かれらのためにふるまいを設もうけ、種たね入いれぬパンを焼やいて食たべさせた。 4ところが彼かれらの寝ねないうちに、ソドムの町まちの人々ひとびとは、若わかい者ものも老人ろうじんも、民たみがみな四方しほうからきて、その家いえを囲かこみ、 5ロトに叫さけんで言いった、「今夜こんやおまえの所ところにきた人々ひとびとはどこにいるか。それをここに出だしなさい。われわれは彼かれらを知しるであろう」。 6ロトは入口いりぐちにおる彼かれらの所ところに出でて行いき、うしろの戸とを閉とじて、 7言いった、「兄弟きょうだいたちよ、どうか悪わるい事ことはしないでください。 8わたしにまだ男おとこを知しらない娘むすめがふたりあります。わたしはこれをあなたがたに、さし出だしますから、好すきなようにしてください。ただ、わたしの屋根やねの下したにはいったこの人ひとたちには、何なにもしないでください」。 9彼かれらは言いった、「退しりぞけ」。また言いった、「この男おとこは渡わたってきたよそ者ものであるのに、いつも、さばきびとになろうとする。それで、われわれは彼かれらに加くわえるよりも、おまえに多おおくの害がいを加くわえよう」。彼かれらはロトの身みに激はげしく迫せまり、進すすみ寄よって戸とを破やぶろうとした。 10その時とき、かのふたりは手てを伸のべてロトを家いえの内うちに引ひき入いれ、戸とを閉とじた。 11そして家いえの入口いりぐちにおる人々ひとびとを、老若ろうにゃくの別べつなく打うって目めをくらましたので、彼かれらは入口いりぐちを捜さがすのに疲つかれた。
    


    
      12ふたりはロトに言いった、「ほかにあなたの身内みうちの者ものがここにおりますか。あなたのむこ、むすこ、娘むすめおよびこの町まちにおるあなたの身内みうちの者ものを、皆みなここから連つれ出だしなさい。 13われわれがこの所ところを滅ほろぼそうとしているからです。人々ひとびとの叫さけびが主しゅの前まえに大おおきくなり、主しゅはこの所ところを滅ほろぼすために、われわれをつかわされたのです」。 14そこでロトは出でて行いって、その娘むすめたちをめとるむこたちに告つげて言いった、「立たってこの所ところから出でなさい。主しゅがこの町まちを滅ほろぼされます」。しかしそれはむこたちには戯たわむむれごとに思おもえた。
    


    
      15夜よが明あけて、み使つかいたちはロトを促うながして言いった　　「立たって、ここにいるあなたの妻つまとふたりの娘むすめとを連つれ出だしなさい。そうしなければ、あなたもこの町まちの不義ふぎのために滅ほろぼされるでしょう」。 16彼かれはためらっていたが、主しゅは彼かれにあわれみを施ほどこされたので、かのふたりは彼かれの手てと、その妻つまの手てと、ふたりの娘むすめの手てを取とって連つれ出だし、町まちの外そとに置おいた。 17彼かれらを外そとに連つれ出だした時ときそのひとりは言いった、「のがれて、自分じぶんの命いのちを救すくいなさい。うしろをふりかえって見みてはならない。低地ていちにはどこにも立たち止どまってはならない。山やまにのがれなさい。そうしなければ、あなたは滅ほろびます」。 18ロトは彼かれらに言いった、「わが主しゅよ、どうか、そうさせないでください。 19しもべはすでにあなたの前まえに恵めぐみを得えました。あなたはわたしの命いのちを救すくって、大おおいなるいつくしみを施ほどこされました。しかしわたしは山やままではのがれる事ことができません。災わざわいが身みに追おい迫せまってわたしは死しぬでしょう。 20あの町まちをごらんなさい。逃にげていくのに近ちかく、また小ちいさい町まちです。どうかわたしをそこにのがれさせてください。それは小ちいさいではありませんか。そうすればわたしの命いのちは助たすかるでしょう」。 21み使つかいは彼かれに言いった、「わたしはこの事ことでもあなたの願ねがいをいれて、あなたの言いうその町まちは滅ほろぼしません。 22急いそいでそこへのがれなさい。あなたがそこに着つくまでは、わたしは何事なにごともすることができません」。これによって、その町まちの名なはゾアルと呼よばれた。 23ロトがゾアルに着ついた時とき、日ひは地ちの上うえにのぼった。
    


    
      24主しゅは硫黄いおうと火ひとを主しゅの所ところすなわち天てんからソドムとゴモラの上うえに降ふらせて、 25これらの町まちと、すべての低地ていちと、その町々まちまちのすべての住民じゅうみんと、その地ちにはえている物ものを、ことごとく滅ほろぼされた。 26しかしロトの妻つまはうしろを顧かえりみたので塩しおの柱はしらになった。 27アブラハムは朝あさ早はやく起おき、さきに主しゅの前まえに立たった所ところに行いって、 28ソドムとゴモラの方ほう、および低地ていちの全面ぜんめんをながめると、その地ちの煙けむりが、かまどの煙けむりのように立たちのぼっていた。
    


    
      29こうして神かみが低地ていちの町々まちまちをこぼたれた時とき、すなわちロトの住すんでいた町々まちまちを滅ほろぼされた時とき、神かみはアブラハムを覚おぼえて、その滅ほろびの中なかからロトを救すくい出だされた。
    


    
      30ロトはゾアルを出でて上のぼり、ふたりの娘むすめと共ともに山やまに住すんだ。ゾアルに住すむのを恐おそれたからである。彼かれはふたりの娘むすめと共ともに、ほら穴あなの中なかに住すんだ。 31時ときに姉あねが妹いもうとに言いった、「わたしたちの父ちちは老おい、またこの地ちには世よのならわしのように、わたしたちの所ところに来くる男おとこはいません。 32さあ、父ちちに酒さけを飲のませ、共ともに寝ねて、父ちちによって子こを残のこしましょう」。 33彼女かのじょたちはその夜よ、父ちちに酒さけを飲のませ、姉あねがはいって父ちちと共ともに寝ねた。ロトは娘むすめが寝ねたのも、起おきたのも知しらなかった。 34あくる日ひ、姉あねは妹いもうとに言いった、「わたしは昨夜さくや、父ちちと寝ねました。わたしたちは今夜こんやもまた父ちちに酒さけを飲のませましょう。そしてあなたがはいって共ともに寝ねなさい。わたしたちは父ちちによって子こを残のこしましょう」。 35彼かれらはその夜よもまた父ちちに酒さけを飲のませ、妹いもうとが行いって父ちちと共ともに寝ねた。ロトは娘むすめの寝ねたのも、起おきたのも知しらなかった。 36こうしてロトのふたりの娘むすめたちは父ちちによってはらんだ。 37姉あね娘むすめは子こを産うみ、その名なをモアブと名なづけた。これは今いまのモアブびとの先祖せんぞである。 38妹いもうともまた子こを産うんで、その名なをベニアンミと名なづけた。これは今いまのアンモンびとの先祖せんぞである。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1アブラハムはそこからネゲブの地ちに移うつって、カデシとシュルの間あいだに住すんだ。彼かれがゲラルにとどまっていた時とき、 2アブラハムは妻つまサラのことを、「これはわたしの妹いもうとです」と言いったので、ゲラルの王おうアビメレクは、人ひとをつかわしてサラを召めし入いれた。 3ところが神かみは夜よの夢ゆめにアビメレクに臨のぞんで言いわれた、「あなたは召めし入いれたあの女おんなのゆえに死しなねばならない。彼女かのじょは夫おっとのある身みである」。 4アビメレクはまだ彼女かのじょに近ちかづいていなかったので言いった、「主しゅよ、あなたは正ただしい民たみでも殺ころされるのですか。 5彼かれはわたしに、これはわたしの妹いもうとですと言いったではありませんか。また彼女かのじょも自分じぶんで、彼かれはわたしの兄あにですと言いいました。わたしは心こころも清きよく、手てもいさぎよく、このことをしました」。 6神かみはまた夢ゆめで彼かれに言いわれた、「そうです、あなたが清きよい心こころをもってこのことをしたのを知しっていたから、わたしもあなたを守まもって、わたしに対たいして罪つみを犯おかさせず、彼女かのじょにふれることを許ゆるさなかったのです。 7いま彼かれの妻つまを返かえしなさい。彼かれは預言者よげんしゃですから、あなたのために祈いのって、命いのちを保たもたせるでしょう。もし返かえさないなら、あなたも身内みうちの者ものもみな必かならず死しぬと知しらなければなりません」。
    


    
      8そこでアビメレクは朝あさ早はやく起おき、しもべたちをことごとく召めし集あつめて、これらの事ことをみな語かたり聞きかせたので、人々ひとびとは非常ひじょうに恐おそれた。 9そしてアビメレクはアブラハムを召めして言いった、「あなたはわれわれに何なにをするのですか。あなたに対たいしてわたしがどんな罪つみを犯おかしたために、あなたはわたしとわたしの国くにとに、大おおきな罪つみを負おわせるのですか。あなたはしてはならぬことをわたしにしたのです」。 10アビメレクはまたアブラハムに言いった、「あなたはなんと思おもって、この事ことをしたのですか」。 11アブラハムは言いった、「この所ところには神かみを恐おそれるということが、まったくないので、わたしの妻つまのゆえに人々ひとびとがわたしを殺ころすと思おもったからです。 12また彼女かのじょはほんとうにわたしの妹いもうとなのです。わたしの父ちちの娘むすめですが、母ははの娘むすめではありません。そして、わたしの妻つまになったのです。 13神かみがわたしに父ちちの家いえを離はなれて、行いき巡めぐらせた時とき、わたしは彼女かのじょに、あなたはわたしたちの行いくさきざきでわたしを兄あにであると言いってください。これはあなたがわたしに施ほどこす恵めぐみであると言いいました」。 14そこでアビメレクは羊ひつじ、牛うしおよび男女だんじょの奴隷どれいを取とってアブラハムに与あたえ、その妻つまサラを彼かれに返かえした。 15そしてアビメレクは言いった、「わたしの地ちはあなたの前まえにあります。あなたの好すきな所ところに住すみなさい」。 16またサラに言いった、「わたしはあなたの兄あにに銀ぎん千せんシケルを与あたえました。これはあなたの身みに起たったすべての事ことについて、あなたに償つぐないをするものです。こうしてすべての人ひとにあなたは正ただしいと認みとめられます」。 17そこでアブラハムは神かみに祈いのった。神かみはアビメレクとその妻つまおよび、はしためたちをいやされたので、彼かれらは子こを産うむようになった。 18これは主しゅがさきにアブラハムの妻つまサラのゆえに、アビメレクの家いえのすべての者ものの胎たいを、かたく閉とざされたからである。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1主しゅは、さきに言いわれたようにサラを顧かえりみ、告つげられたようにサラに行おこなわれた。 2サラはみごもり、神かみがアブラハムに告つげられた時ときになって、年老としおいたアブラハムに男おとこの子こを産うんだ。 3アブラハムは生うまれた子こ、サラが産うんだ男おとこの子この名なをイサクと名なづけた。 4アブラハムは神かみが命めいじられたように八日か目めにその子こイサクに割礼かつれいを施ほどこした。 5アブラハムはその子こイサクが生うまれた時とき百歳さいであった。 6そしてサラは言いった、「神かみはわたしを笑わらわせてくださった。聞きく者ものは皆みなわたしのことで笑わらうでしょう」。 7また言いった、「サラが子こに乳ちちを飲のませるだろうと、だれがアブラハムに言いい得えたであろう。それなのに、わたしは彼かれが年としとってから、子こを産うんだ」。
    


    
      8さて、おさなごは育そだって乳離ちばなれした。イサクが乳離ちばなれした日ひにアブラハムは盛さかんなふるまいを設もうけた。 9サラはエジプトの女おんなハガルのアブラハムに産うんだ子こが、自分じぶんの子こイサクと遊あそぶのを見みて、 10アブラハムに言いった、「このはしためとその子こを追おい出だしてください。このはしための子こはわたしの子こイサクと共ともに、世継よつぎとなるべき者ものではありません」。 11この事ことで、アブラハムはその子このために非常ひじょうに心配しんぱいした。 12神かみはアブラハムに言いわれた、「あのわらべのため、またあなたのはしためのために心配しんぱいすることはない。サラがあなたに言いうことはすべて聞ききいれなさい。イサクに生うまれる者ものが、あなたの子孫しそんと唱となえられるからです。 13しかし、はしための子こもあなたの子こですから、これをも、一つの国民こくみんとします」。 14そこでアブラハムは明あくる朝あさはやく起おきて、パンと水みずの皮かわ袋ぶくろとを取とり、ハガルに与あたえて、肩かたに負おわせ、その子こを連つれて去さらせた。ハガルは去さってベエルシバの荒野あらのにさまよった。
    


    
      15やがて皮かわ袋ぶくろの水みずが尽つきたので、彼女かのじょはその子こを木きの下したにおき、 16「わたしはこの子この死しぬのを見みるに忍しのびない」と言いって、矢やの届とどくほど離はなれて行いき、子供こどもの方ほうに向むいてすわった。彼女かのじょが子供こどもの方ほうに向むいてすわったとき、子供こどもは声こえをあげて泣ないた。 17神かみはわらべの声こえを聞きかれ、神かみの使つかいは天てんからハガルを呼よんで言いった、「ハガルよ、どうしたのか。恐おそれてはいけない。神かみはあそこにいるわらべの声こえを聞きかれた。 18立たって行いき、わらべを取とり上あげてあなたの手てに抱だきなさい。わたしは彼かれを大おおいなる国民こくみんとするであろう」。 19神かみがハガルの目めを開ひらかれたので、彼女かのじょは水みずの井戸いどのあるのを見みた。彼女かのじょは行いって皮かわ袋ぶくろに水みずを満みたし、わらべに飲のませた。 20神かみはわらべと共ともにいまし、わらべは成長せいちょうした。彼かれは荒野あらのに住すんで弓ゆみを射いる者ものとなった。 21彼かれはパランの荒野あらのに住すんだ。母ははは彼かれのためにエジプトの国くにから妻つまを迎むかえた。
    


    
      22そのころアビメレクとその軍勢ぐんぜいの長ちょうピコルはアブラハムに言いった、「あなたが何事なにごとをなさっても、神かみはあなたと共ともにおられる。 23それゆえ、今いまここでわたしをも、わたしの子こをも、孫まごをも欺あざむかないと、神かみをさしてわたしに誓ちかってください。わたしがあなたに親切しんせつにしたように、あなたもわたしと、このあなたの寄留きりゅうの地ちとに、しなければなりません」。 24アブラハムは言いった、「わたしは誓ちかいます」。
    


    
      25アブラハムはアビメレクの家来けらいたちが、水みずの井戸いどを奪うばい取とったことについてアビメルクを責せめた。 26しかしアビメレクは言いった、「だれがこの事ことをしたかわたしは知しりません。あなたもわたしに告つげたことはなく、わたしもきょうまで聞ききませんでした」。 27そこでアブラハムは羊ひつじと牛うしとを取とってアビメレクに与あたえ、ふたりは契約けいやくを結むすんだ。 28アブラハムが雌めすの小羊こひつじ七頭とうを分わけて置おいたところ、 29アビメレクはアブラハムに言いった、「あなたがこれらの雌めすの小羊こひつじ七頭とうを分わけて置おいたのは、なんのためですか」。 30アブラハムは言いった、「あなたはわたしの手てからこれらの雌めすの小羊こひつじ七頭とうを受うけ取とって、わたしがこの井戸いどを掘ほったことの証拠しょうことしてください」。 31これによってその所ところをベエルシバと名なづけた。彼かれらがふたりそこで誓ちかいをしたからである。 32このように彼かれらはベエルシバで契約けいやくを結むすび、アビメレクとその軍勢ぐんぜいの長ちょうピコルは立たってペリシテの地ちに帰かえった。 33アブラハムはベエルシバに一本ぽんのぎょりゅうの木きを植うえ、その所ところで永遠えいえんの神かみ、主しゅの名なを呼よんだ。 34こうしてアブラハムは長ながい間あいだペリシテびとの地ちにとどまった。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1これらの事ことの後のち、神かみはアブラハムを試こころみて彼かれに言いわれた、「アブラハムよ」。彼かれは言いった、「ここにおります」。 2神かみは言いわれた、「あなたの子こ、あなたの愛あいするひとり子こイサクを連つれてモリヤの地ちに行いき、わたしが示しめす山やまで彼かれを燔祭はんさいとしてささげなさい」。 3アブラハムは朝あさはやく起おきて、ろばにくらを置おき、ふたりの若者わかものと、その子こイサクとを連つれ、また燔祭はんさいのたきぎを割わり、立たって神かみが示しめされた所ところに出でかけた。 4三日か目めに、アブラハムは目めをあげて、はるかにその場所ばしょを見みた。 5そこでアブラハムは若者わかものたちに言いった、「あなたがたは、ろばと一緒いっしょにここにいなさい。わたしとわらべは向むこうへ行いって礼拝れいはいし、そののち、あなたがたの所ところに帰かえってきます」。 6アブラハムは燔祭はんさいのたきぎを取とって、その子こイサクに負おわせ、手てに火ひと刃物はものとを執とって、ふたり一緒いっしょに行いった。 7やがてイサクは父ちちアブラハムに言いった、「父ちちよ」。彼かれは答こたえた、「子こよ、わたしはここにいます」。イサクは言いった、「火ひとたきぎとはありますが、燔祭はんさいの小羊こひつじはどこにありますか」。 8アブラハムは言いった、「子こよ、神かみみずから燔祭はんさいの小羊こひつじを備そなえてくださるであろう」。こうしてふたりは一緒いっしょに行いった。
    


    
      9彼かれらが神かみの示しめされた場所ばしょにきたとき、アブラハムはそこに祭壇さいだんを築きずき、たきぎを並ならべ、その子こイサクを縛しばって祭壇さいだんのたきぎの上うえに載のせた。 10そしてアブラハムが手てを差さし伸のべ、刃物はものを執とってその子こを殺ころそうとした時とき、 11主しゅの使つかいが天てんから彼かれを呼よんで言いった、「アブラハムよ、アブラハムよ」。彼かれは答こたえた、「はい、ここにおります」。 12み使つかいが言いった、「わらべを手てにかけてはならない。また何なにも彼かれにしてはならない。あなたの子こ、あなたのひとり子こをさえ、わたしのために惜おしまないので、あなたが神かみを恐おそれる者ものであることをわたしは今いま知しった」。 13この時ときアブラハムが目めをあげて見みると、うしろに、角つのをやぶに掛かけている一頭とうの雄羊おひつじがいた。アブラハムは行いってその雄羊おひつじを捕とらえ、それをその子このかわりに燔祭はんさいとしてささげた。 14それでアブラハムはその所ところの名なをアドナイ・エレと呼よんだ。これにより、人々ひとびとは今日こんにちもなお「主しゅの山やまに備そなえあり」と言いう。
    


    
      15主しゅの使つかいは再ふたたび天てんからアブラハムを呼よんで、 16言いった、「主しゅは言いわれた、『わたしは自分じぶんをさして誓ちかう。あなたがこの事ことをし、あなたの子こ、あなたのひとり子こをも惜おしまなかったので、 17わたしは大おおいにあなたを祝福しゅくふくし、大おおいにあなたの子孫しそんをふやして、天てんの星ほしのように、浜はまべの砂すなのようにする。あなたの子孫しそんは敵てきの門もんを打うち取とり、 18また地ちのもろもろの国民こくみんはあなたの子孫しそんによって祝福しゅくふくを得えるであろう。あなたがわたしの言葉ことばに従したがったからである』」。 19アブラハムは若者わかものたちの所ところに帰かえり、みな立たって、共ともにベエルシバへ行いった。そしてアブラハムはベエルシバに住すんだ。
    


    
      20これらの事ことの後のち、ある人ひとがアブラハムに告つげて言いった、「ミルカもまたあなたの兄弟きょうだいナホルに子こどもを産うみました。 21長男ちょうなんはウヅ、弟おとうとはブズ、次つぎはアラムの父ちちケムエル、 22次つぎはケセデ、ハゾ、ピルダシ、エデラフ、ベトエルです」。 23ベトエルの子こはリベカであって、これら八人にんはミルカがアブラハムの兄弟きょうだいナホルに産うんだのである。 24ナホルのそばめで、名なをルマという女おんなもまたテバ、ガハム、タハシおよびマアカを産うんだ。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1サラの一生いっしょうは百二十七年ねんであった。これがサラの生いきながらえた年としである。 2サラはカナンの地ちのキリアテ・アルバすなわちヘブロンで死しんだ。アブラハムは中なかにはいってサラのために悲かなしみ泣ないた。 3アブラハムは死人しにんのそばから立たって、ヘテの人々ひとびとに言いった、 4「わたしはあなたがたのうちの旅たびの者もので寄留者きりゅうしゃですが、わたしの死人しにんを出だして葬ほうむるため、あなたがたのうちにわたしの所有しょゆうとして一つの墓地ぼちをください」。 5ヘテの人々ひとびとはアブラハムに答こたえて言いった、 6「わが主しゅよ、お聞ききなさい。あなたはわれわれのうちにおられて、神かみのような主君しゅくんです。われわれの墓地ぼちの最もっとも良よい所ところにあなたの死人しにんを葬ほうむりなさい。その墓地ぼちを拒こばんで、あなたにその死人しにんを葬ほうむらせない者ものはわれわれのうちには、ひとりもないでしょう」。 7アブラハムは立たちあがり、その地ちの民たみヘテの人々ひとびとに礼れいをして、 8彼かれらに言いった、「もしわたしの死人しにんを葬ほうむるのに同意どういされるなら、わたしの願ねがいをいれて、わたしのためにゾハルの子こエフロンに頼たのみ、 9彼かれが持もっている畑はたけの端はしのマクペラのほら穴あなをじゅうぶんな代価だいかでわたしに与あたえ、あなたがたのうちに墓地ぼちを持もたせてください」。 10時ときにエフロンはヘテの人々ひとびとのうちにすわっていた。そこでヘテびとエフロンはヘテの人々ひとびと、すなわちすべてその町まちの門もんにはいる人々ひとびとの聞きいているところで、アブラハムに答こたえて言いった、 11「いいえ、わが主しゅよ、お聞ききなさい。わたしはあの畑はたけをあなたにさしあげます。またその中なかにあるほら穴あなもさしあげます。わたしの民たみの人々ひとびとの前まえで、それをさしあげます。あなたの死人しにんを葬ほうむりなさい」。 12アブラハムはその地ちの民たみの前まえで礼れいをし、 13その地ちの民たみの聞きいているところでエフロンに言いった、「あなたがそれを承諾しょうだくされるなら、お聞ききなさい。わたしはその畑はたけの代価だいかを払はらいます。お受うけ取とりください。わたしの死人しにんをそこに葬ほうむりましょう」。 14エフロンはアブラハムに答こたえて言いった、 15「わが主しゅよ、お聞ききなさい。あの地ちは銀ぎん四百シケルですが、これはわたしとあなたの間あいだで、なにほどのことでしょう。あなたの死人しにんを葬ほうむりなさい」。 16そこでアブラハムはエフロンの言葉ことばにしたがい、エフロンがヘテの人々ひとびとの聞きいているところで言いった銀ぎん、すなわち商人しょうにんの通用つうよう銀ぎん四百シケルを量はかってエフロンに与あたえた。
    


    
      17こうしてマムレの前まえのマクペラにあるエフロンの畑はたけは、畑はたけも、その中なかのほら穴あなも、畑はたけの中なかおよびその周囲しゅういの境さかいにあるすべての木きも皆みな、 18ヘテの人々ひとびとの前まえ、すなわちその町まちの門もんにはいるすべての人々ひとびとの前まえで、アブラハムの所有しょゆうと決きまった。 19その後のち、アブラハムはその妻つまサラをカナンの地ちにあるマムレ、すなわちヘブロンの前まえのマクペラの畑はたけのほら穴あなに葬ほうむった。 20このように畑はたけとその中なかにあるほら穴あなとはヘテの人々ひとびとによってアブラハムの所有しょゆうの墓地ぼちと定さだめられた。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1アブラハムは年としが進すすんで老人ろうじんとなった。主しゅはすべての事ことにアブラハムを恵めぐまれた。 2さてアブラハムは所有しょゆうのすべてを管理かんりさせていた家いえの年長ねんちょうのしもべに言いった、「あなたの手てをわたしのももの下したに入いれなさい。 3わたしはあなたに天地てんちの神かみ、主しゅをさして誓ちかわせる。あなたはわたしが今いま一緒いっしょに住すんでいるカナンびとのうちから、娘むすめをわたしの子この妻つまにめとってはならない。 4あなたはわたしの国くにへ行いき、親族しんぞくの所ところへ行いって、わたしの子こイサクのために妻つまをめとらなければならない」。 5しもべは彼かれに言いった、「もしその女おんながわたしについてこの地ちに来くることを好このまない時ときは、わたしはあなたの子こをあなたの出身しゅっしん地ちに連つれ帰かえるべきでしょうか」。 6アブラハムは彼かれに言いった、「わたしの子こは決けっして向むこうへ連つれ帰かえってはならない。 7天てんの神かみ、主しゅはわたしを父ちちの家いえ、親族しんぞくの地ちから導みちびき出だしてわたしに語かたり、わたしに誓ちかって、おまえの子孫しそんにこの地ちを与あたえると言いわれた。主しゅは、み使つかいをあなたの前まえにつかわされるであろう。あなたはあそこからわたしの子こに妻つまをめとらねばならない。 8けれどもその女おんながあなたについて来くることを好このまないなら、あなたはこの誓ちかいを解とかれる。ただわたしの子こを向むこうへ連つれ帰かえってはならない」。 9そこでしもべは手てを主人しゅじんアブラハムのももの下したに入いれ、この事ことについて彼かれに誓ちかった。
    


    
      10しもべは主人しゅじんのらくだのうちから十頭とうのらくだを取とって出でかけた。すなわち主人しゅじんのさまざまの良よい物ものを携たずさえ、立たってアラム・ナハライムにむかい、ナホルの町まちへ行いった。 11彼かれはらくだを町まちの外そとの、水みずの井戸いどのそばに伏ふさせた。時ときは夕暮ゆうぐれで、女おんなたちが水みずをくみに出でる時刻じこくであった。 12彼かれは言いった、「主人しゅじんアブラハムの神かみ、主しゅよ、どうか、きょう、わたしにしあわせを授さづけ、主人しゅじんアブラハムに恵めぐみを施ほどこしてください。 13わたしは泉いずみのそばに立たっています。町まちの人々ひとびとの娘むすめたちが水みずをくみに出でてきたとき、 14娘むすめに向むかって『お願ねがいです、あなたの水みずがめを傾かたむけてわたしに飲のませてください』と言いい、娘むすめが答こたえて、『お飲のみください。あなたのらくだにも飲のませましょう』と言いったなら、その者ものこそ、あなたがしもべイサクのために定さだめられた者ものということにしてください。わたしはこれによって、あなたがわたしの主人しゅじんに恵めぐみを施ほどこされることを知しりましょう」。
    


    
      15彼かれがまだ言いい終おわらないうちに、アブラハムの兄弟きょうだいナホルの妻つまミルカの子こベトエルの娘むすめリベカが、水みずがめを肩かたに載のせて出でてきた。 16その娘むすめは非常ひじょうに美うつくしく、男おとこを知しらぬ処女しょじょであった。彼女かのじょが泉いずみに降ふりて、水みずがめを満みたし、上あがってきた時とき、 17しもべは走はしり寄よって、彼女かのじょに会あって言いった、「お願ねがいです。あなたの水みずがめの水みずを少すこし飲のませてください」。 18すると彼女かのじょは「わが主しゅよ、お飲のみください」と言いって、急いそいで水みずがめを自分じぶんの手てに取とりおろして彼かれに飲のませた。 19飲のませ終おわって、彼女かのじょは言いった、「あなたのらくだもみな飲のみ終おわるまで、わたしは水みずをくみましょう」。 20彼女かのじょは急いそいでかめの水みずを水みずぶねにあけ、再ふたたび水みずをくみに井戸いどに走はしって行いって、すべてのらくだのために水みずをくんだ。 21その間かんその人ひとは主しゅが彼かれの旅たびの祝福しゅくふくされるか、どうかを知しろうと、黙だまって彼女かのじょを見みつめていた。
    


    
      22らくだが飲のみ終おわったとき、その人ひとは重おもさ半はんシケルの金きんの鼻輪はなわ一つと、重おもさ十シケルの金きんの腕輪うでわ二つを取とって、 23言いった、「あなたはだれの娘むすめか、わたしに話はなしてください。あなたの父ちちの家いえにわたしどもの泊とまる場所ばしょがありましょうか」。 24彼女かのじょは彼かれに言いった、「わたしはナホルの妻つまミルカの子こベトエルの娘むすめです」。 25また彼かれに言いった、「わたしどもには、わらも、飼葉かいばもたくさんあります。また泊とまる場所ばしょもあります」。 26その人ひとは頭とうを下さげ、主しゅを拝はいして、 27言いった、「主人しゅじんアブラハムの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅはわたしの主人しゅじんにいつくしみと、まこととを惜おしまれなかった。そして主しゅは旅たびにあるわたしを主人しゅじんの兄弟きょうだいの家いえに導みちびかれた」。
    


    
      28娘むすめは走はしって行いって、母ははの家いえのものにこれらの事ことを告つげた。 29リベカにひとりの兄あにがあって、名なをラバンといった。ラバンは泉いずみのそばにいるその人ひとの所ところへ走はしって行いった。 30彼かれは鼻輪はなわと妹いもうとの手てにある腕輪うでわとを見み、また妹いもうとリベカが「その人ひとはわたしにこう言いった」というのを聞きいて、その人ひとの所ところへ行いってみると、その人ひとは泉いずみのほとりで、らくだのそばに立たっていた。 31そこでその人ひとに言いった、「主しゅに祝福しゅくふくされた人ひとよ、おはいりください。なぜ外そとに立たっておられますか。わたしは家いえを準備じゅんびし、らくだのためにも場所ばしょを準備じゅんびしておきました」。 32その人ひとは家いえにはいった。ラバンはらくだの荷にを解といて、わらと飼葉かいばをらくだに与あたえ、また水みずを与あたえてその人ひとの足あしと、その従者じゅうしゃたちの足あしを洗あらわせた。 33そして彼かれの前まえに食物しょくもつを供そなえたが、彼かれは言いった、「わたしは用向ようむきを話はなすまでは食たべません」。ラバンは言いった、「お話はなしください」。
    


    
      34そこで彼かれは言いった、「わたしはアブラハムのしもべです。 35主しゅはわたしの主人しゅじんを大おおいに祝福しゅくふくして、大おおいなる者ものとされました。主しゅはまた彼かれに羊ひつじ、牛うし、銀ぎん、金きん、男女だんじょの奴隷どれい、らくだ、ろばを与あたえられました。 36主人しゅじんの妻つまサラは年老としおいてから、主人しゅじんに男おとこの子こを産うみました。主人しゅじんはその所有しょゆうを皆みなこれに与あたえました。 37ところで主人しゅじんはわたしに誓ちかわせて言いいました、『わたしの住すんでいる地ちのカナンびとの娘むすめを、わたしの子この妻つまにめとってはならない。 38おまえはわたしの父ちちの家いえ、親族しんぞくの所ところへ行いって、わたしの子こに妻つまをめとらなければならない』。 39わたしは主人しゅじんに言いいました、『もしその女おんながわたしについてこない時ときはどういたしましょうか』。 40主人しゅじんはわたしに言いいました、『わたしの仕つかえている主しゅは、み使つかいをおまえと一緒いっしょにつかわして、おまえの旅たびにさいわいを与あたえられるであろう。おまえはわたしの親族しんぞく、わたしの父ちちの家いえからわたしの子こに妻つまをめとらなければならない。 41そのとき、おまえはわたしにした誓ちかいから解とかれるであろう。またおまえがわたしの親族しんぞくに行いく時とき、彼かれらがおまえにその娘むすめを与あたえないなら、おまえはわたしにした誓ちかいから解とかれるであろう』。
    


    
      42わたしはきょう、泉いずみのところにきて言いいました、『主人しゅじんアブラハムの神かみ、主しゅよ、どうか今いまわたしのゆく道みちにさいわいを与あたえてください。 43わたしはこの泉いずみのそばに立たっていますが、水みずをくみに出でてくる娘むすめに向むかって、「お願ねがいです。あなたの水みずがめの水みずを少すこし飲のませてください」と言いい、 44「お飲のみください。あなたのらくだのためにも、くみましょう」とわたしに言いうなら、その娘むすめこそ、主しゅがわたしの主人しゅじんの子このために定さだめられた女おんなということにしてください』。
    


    
      45わたしが心こころのうちでそう言いい終おわらないうちに、リベカが水みずがめを肩かたに載のせて出でてきて、水みずをくみに泉いずみに降ふりたので、わたしは『お願ねがいです、飲のませてください』と言いいますと、 46彼女かのじょは急いそいで水みずがめを肩かたからおろし、『お飲のみください。わたしはあなたのらくだにも飲のませましょう』と言いいました。それでわたしは飲のみましたが、彼女かのじょはらくだにも飲のませました。 47わたしは彼女かのじょに尋たずねて、『あなたはだれの娘むすめですか』と言いいますと、『ナホルとその妻つまミルカの子こベトエルの娘むすめです』と答こたえました。そこでわたしは彼女かのじょの鼻はなに鼻輪はなわをつけ、手てに腕輪うでわをつけました。 48そしてわたしは頭あたまをさげて主しゅを拝はいし、主人しゅじんアブラハムの神かみ、主しゅをほめたたえました。主しゅは主人しゅじんの兄弟きょうだいの娘むすめを子こにめとらせようと、わたしを正ただしい道みちに導みちびかれたからです。 49あなたがたが、もしわたしの主人しゅじんにいつくしみと、まことを尽つくそうと思おもわれるなら、そうとわたしにお話はなしください。そうでなければ、そうでないとお話はなしください。それによってわたしは右みぎか左ひだりに決きめましょう」。
    


    
      50ラバンとベトエルは答こたえて言いった、「この事ことは主しゅから出でたことですから、わたしどもはあなたによしあしを言いうことができません。 51リベカがここにおりますから連つれて行いって、主しゅが言いわれたように、あなたの主人しゅじんの子この妻つまにしてください」。
    


    
      52アブラハムのしもべは彼かれらの言葉ことばを聞きいて、地ちに伏ふし、主しゅを拝はいした。 53そしてしもべは銀ぎんの飾かざりと、金きんの飾かざり、および衣服いふくを取とり出だしてリベカに与あたえ、その兄あにと母ははとにも価あたいの高たかい品々しなじなを与あたえた。 54彼かれと従者じゅうしゃたちは飲のみ食くいして宿やどったが、あくる朝あさ彼かれらが起おきた時とき、しもべは言いった、「わたしを主人しゅじんのもとに帰かえらせてください」。 55リベカの兄あにと母ははとは言いった、「娘むすめは数日すうじつ、少すくなくとも十日か、わたしどもと共ともにいて、それから行いかせましょう」。 56しもべは彼かれらに言いった、「主しゅはわたしの道みちにさいわいを与あたえられましたから、わたしを引ひきとめずに、主人しゅじんのもとに帰かえらせてください」。 57彼かれらは言いった、「娘むすめを呼よんで聞きいてみましょう」。 58彼かれらはリベカを呼よんで言いった、「あなたはこの人ひとと一緒いっしょに行いきますか」。彼女かのじょは言いった、「行いきます」。 59そこで彼かれらは妹いもうとリベカと、そのうばと、アブラハムのしもべと、その従者じゅうしゃとを送おくり去さらせた。 60彼かれらはリベカを祝福しゅくふくして彼女かのじょに言いった、

      
        「妹いもうとよ、あなたは、ちよろずの人ひとの母ははとなれ。

        あなたの子孫しそんはその敵てきの門もんを打うち取とれ」。

      
61リベカは立たって侍女じじょたちと共ともにらくだに乗のり、その人ひとに従したがって行いった。しもべはリベカを連つれて立たち去さった。
    


    
      62さてイサクはベエル・ラハイ・ロイからきて、ネゲブの地ちに住すんでいた。 63イサクは夕暮ゆうぐれ、野のに出でて歩あるいていたが、目めをあげて、らくだの来くるのを見みた。 64リベカは目めをあげてイサクを見み、らくだからおりて、 65しもべに言いった、「わたしたちに向むかって、野のを歩あるいて来くるあの人ひとはだれでしょう」。しもべは言いった、「あれはわたしの主人しゅじんです」。するとリベカは、被衣かずきで身みをおおった。 66しもべは自分じぶんがしたことのすべてをイサクに話はなした。 67イサクはリベカを天幕てんまくに連つれて行いき、リベカをめとって妻つまとし、彼女かのじょを愛あいした。こうしてイサクは母ははの死後しご、慰なぐさめを得えた。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1アブラハムは再ふたたび妻つまをめとった。名なをケトラという。 2彼女かのじょはジムラン、ヨクシャン、メダン、ミデアン、イシバクおよびシュワを産うんだ。 3ヨクシャンの子こはシバとデダン。デダンの子孫しそんはアシュリびと、レトシびと、レウミびとである。 4ミデアンの子孫しそんはエパ、エペル、ヘノク、アビダ、エルダアであって、これらは皆みなケトラの子孫しそんであった。 5アブラハムはその所有しょゆうをことごとくイサクに与あたえた。 6またそのそばめたちの子こらにもアブラハムは物ものを与あたえ、なお生いきている間あいだに彼かれらをその子こイサクから離はなして、東ひがしの方ほう、東ひがしの国くにに移うつらせた。
    


    
      7アブラハムの生いきながらえた年としは百七十五年ねんである。 8アブラハムは高齢こうれいに達たっし、老人ろうじんとなり、年としが満みちて息いき絶たえ、死しんでその民たみに加くわえられた。 9その子こイサクとイシマエルは彼かれをヘテびとゾハルの子こエフロンの畑はたけにあるマクペラのほら穴あなに葬ほうむった。これはマムレの向むかいにあり、 10アブラハムがヘテの人々ひとびとから、買かい取とった畑はたけであって、そこにアブラハムとその妻つまサラが葬ほうむられた。 11アブラハムが死しんだ後のち、神かみはその子こイサクを祝福しゅくふくされた。イサクはベエル・ラハイ・ロイのほとりに住すんだ。
    


    
      12サラのつかえめエジプトびとハガルがアブラハムに産うんだアブラハムの子こイシマエルの系図けいずは次つぎのとおりである。 13イシマエルの子こらの名なを世代せだいにしたがって、その名なをいえば次つぎのとおりである。すなわちイシマエルの長子ちょうしはネバヨテ、次つぎはケダル、アデビエル、ミブサム、 14ミシマ、ドマ、マッサ、 15ハダデ、テマ、エトル、ネフシ、ケデマ。 16これはイシマエルの子こらであり、村むらと宿営しゅくえいとによる名なであって、その氏族しぞくによる十二人にんの君きみたちである。 17イシマエルのよわいは百三十七年ねんである。彼かれは息いき絶たえて死しに、その民たみに加くわえられた。 18イシマエルの子こらはハビラからエジプトの東ひがし、シュルまでの間あいだに住すんで、アシュルに及およんだ。イシマエルはすべての兄弟きょうだいの東ひがしに住すんだ。
    


    
      19アブラハムの子こイサクの系図けいずは次つぎのとおりである。アブラハムの子こはイサクであって、 20イサクは四十歳さいの時とき、パダンアラムのアラムびとベトエルの娘むすめで、アラムびとラバンの妹いもうとリベカを妻つまにめとった。 21イサクは妻つまが子こを産うまなかったので、妻つまのために主しゅに祈いのり願ねがった。主しゅはその願ねがいを聞きかれ、妻つまリベカはみごもった。 22ところがその子こらが胎内たいないで押おし合あったので、リベカは言いった、「こんなことでは、わたしはどうなるでしょう」。彼女かのじょは行いって主しゅに尋たずねた。 23主しゅは彼女かのじょに言いわれた、

      
        「二つの国民こくみんがあなたの胎内たいないにあり、

        二つの民たみがあなたの腹はらから別わかれて出でる。

        一つの民たみは他たの民たみよりも強つよく、

        兄あには弟おとうとに仕つかえるであろう」。

      
24彼女かのじょの出産しゅっさんの日ひがきたとき、胎内たいないにはふたごがあった。 25さきに出でたのは赤あかくて全身ぜんしん毛けごろものようであった。それで名なをエサウと名なづけた。 26その後のちに弟おとうとが出でた。その手てはエサウのかかとをつかんでいた。それで名なをヤコブと名なづけた。リベカが彼かれらを産うんだ時とき、イサクは六十歳さいであった。
    


    
      27さてその子こらは成長せいちょうし、エサウは巧たくみな狩猟者しゅりょうしゃとなり、野のの人ひととなったが、ヤコブは穏おだやかな人ひとで、天幕てんまくに住すんでいた。 28イサクは、しかの肉にくが好すきだったので、エサウを愛あいしたが、リベカはヤコブを愛あいした。
    


    
      29ある日ひヤコブが、あつものを煮にていた時とき、エサウは飢うえ疲つかれて野のから帰かえってきた。 30エサウはヤコブに言いった、「わたしは飢うえ疲つかれた。お願ねがいだ。赤あかいもの、その赤あかいものをわたしに食たべさせてくれ」。彼かれが名なをエドムと呼よばれたのはこのためである。 31ヤコブは言いった、「まずあなたの長子ちょうしの特権とっけんをわたしに売うりなさい」。 32エサウは言いった、「わたしは死しにそうだ。長子ちょうしの特権とっけんなどわたしに何なにになろう」。 33ヤコブはまた言いった、「まずわたしに誓ちかいなさい」。彼かれは誓ちかって長子ちょうしの特権とっけんをヤコブに売うった。 34そこでヤコブはパンとレンズ豆まめのあつものとをエサウに与あたえたので、彼かれは飲のみ食くいして、立たち去さった。このようにしてエサウは長子ちょうしの特権とっけんを軽かろんじた。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1アブラハムの時ときにあった初はじめのききんのほか、またききんがその国くににあったので、イサクはゲラルにいるペリシテびとの王おうアビメレクの所ところへ行いった。 2その時とき、主しゅは彼かれに現あらわれて言いわれた、「エジプトへ下くだってはならない。わたしがあなたに示しめす地ちにとどまりなさい。 3あなたがこの地ちにとどまるなら、わたしはあなたと共ともにいて、あなたを祝福しゅくふくし、これらの国くにをことごとくあなたと、あなたの子孫しそんとに与あたえ、わたしがあなたの父ちちアブラハムに誓ちかった誓ちかいを果はたそう。 4またわたしはあなたの子孫しそんを増まして天てんの星ほしのようにし、あなたの子孫しそんにこれらの地ちをみな与あたえよう。そして地ちのすべての国民こくみんはあなたの子孫しそんによって祝福しゅくふくをえるであろう。 5アブラハムがわたしの言葉ことばにしたがってわたしのさとしと、いましめと、さだめと、おきてとを守まもったからである」。
    


    
      6こうしてイサクはゲラルに住すんだ。 7その所ところの人々ひとびとが彼かれの妻つまのことを尋たずねたとき、「彼女かのじょはわたしの妹いもうとです」と彼かれは言いった。リベカは美うつくしかったので、その所ところの人々ひとびとがリベカのゆえに自分じぶんを殺ころすかもしれないと思おもって、「わたしの妻つまです」と言いうのを恐おそれたからである。 8イサクは長ながらくそこにいたが、ある日ひペリシテびとの王おうアビメレクは窓まどから外そとをながめていて、イサクがその妻つまリベカと戯たわむれているのを見みた。 9そこでアビメレクはイサクを召めして言いった、「彼女かのじょは確たしかにあなたの妻つまです。あなたはどうして『彼女かのじょはわたしの妹いもうとです』と言いわれたのですか」。イサクは彼かれに言いった、「わたしは彼女かのじょのゆえに殺ころされるかもしれないと思おもったからです」。 10アビメレクは言いった、「あなたはどうしてこんな事ことをわれわれにされたのですか。民たみのひとりが軽々かるがるしくあなたの妻つまと寝ねるような事ことがあれば、その時ときあなたはわれわれに罪つみを負おわせるでしょう」。 11それでアビメレクはすべての民たみに命めいじて言いった、「この人ひと、またはその妻つまにさわる者ものは必かならず死しななければならない」。
    


    
      12イサクはその地ちに種たねをまいて、その年としに百倍ばいの収穫しゅうかくを得えた。このように主しゅが彼かれを祝福しゅくふくされたので、 13彼かれは富とみ、またますます栄さかえて非常ひじょうに裕福ゆうふくになり、 14羊ひつじの群むれ、牛うしの群むれ及および多おおくのしもべを持もつようになったので、ペリシテびとは彼かれをねたんだ。 15またペリシテびとは彼かれの父ちちアブラハムの時ときに、父ちちのしもべたちが掘ほったすべての井戸いどをふさぎ、土つちで埋うめた。 16アビメレクはイサクに言いった、「あなたはわれわれよりも、はるかに強つよくなられたから、われわれの所ところを去さってください」。
    


    
      17イサクはそこを去さり、ゲラルの谷たにに天幕てんまくを張はってその所ところに住すんだ。 18そしてイサクは父ちちアブラハムの時ときに人々ひとびとの掘ほった水みずの井戸いどを再ふたたび掘ほった。アブラハムの死後しご、ペリシテびとがふさいだからである。イサクは父ちちがつけた名なにしたがってそれらに名なをつけた。 19しかしイサクのしもべたちが谷たにの中なかを掘ほって、そこにわき出でる水みずの井戸いどを見みつけたとき、 20ゲラルの羊飼ひつじかいたちは、「この水みずはわれわれのものだ」と言いって、イサクの羊飼ひつじかいたちと争あらそったので、イサクはその井戸いどの名なをエセクと名なづけた。彼かれらが彼かれと争あらそったからである。 21彼かれらはまた一つの井戸いどを掘ほったが、これをも争あらそったので、名なをシテナと名なづけた。 22イサクはそこから移うつってまた一つの井戸いどを掘ほったが、彼かれらはこれを争あらそわなかったので、その名なをレホボテと名なづけて言いった、「いま主しゅがわれわれの場所ばしょを広ひろげられたから、われわれはこの地ちにふえるであろう」。
    


    
      23彼かれはそこからベエルシバに上のぼった。 24その夜よ、主しゅは彼かれに現あらわれて言いわれた、「わたしはあなたの父ちちアブラハムの神かみである。あなたは恐おそれてはならない。わたしはあなたと共ともにおって、あなたを祝福しゅくふくし、わたしのしもべアブラハムのゆえにあなたの子孫しそんを増ますであろう」。 25それで彼かれはその所ところに祭壇さいだんを築きずいて、主しゅの名なを呼よび、そこに天幕てんまくを張はった。またイサクのしもべたちはそこに一つの井戸いどを掘ほった。
    


    
      26時ときにアビメレクがその友ともアホザテと、軍勢ぐんぜいの長ちょうピコルと共ともにゲラルからイサクのもとにきたので、 27イサクは彼かれらに言いった、「あなたがたはわたしを憎にくんで、あなたがたの中なかからわたしを追おい出だされたのに、どうしてわたしの所ところにこられたのですか」。 28彼かれらは言いった、「われわれは主しゅがあなたと共ともにおられるのを、はっきり見みましたので、いまわれわれの間あいだ、すなわちわれわれとあなたとの間あいだに一つの誓ちかいを立たてて、あなたと契約けいやくを結ぼむすぼうと思おもいます。 29われわれはあなたに害がいを加くわえたことはなく、ただ良よい事ことだけをして、安やすらかに去さらせたのですから、あなたはわれわれに悪わるい事ことをしてはなりません。まことにあなたは主しゅに祝福しゅくふくされたかたです」。 30そこでイサクは彼かれらのためにふるまいを設もうけた。彼かれらは飲のみ食くいし、 31あくる朝あさ、はやく起おきて互たがいに誓ちかった。こうしてイサクは彼かれらを去さらせたので、彼かれらはイサクのもとから穏おだやかに去さった。 32その日ひ、イサクのしもべたちがきて、自分じぶんたちが掘ほった井戸いどについて彼かれに告つげて言いった、「わたしたちは水みずを見みつけました」。 33イサクはそれをシバと名なづけた。これによってその町まちの名なは今日こんにちにいたるまでベエルシバといわれている。
    


    
      34エサウは四十歳さいの時とき、ヘテびとベエリの娘むすめユデテとヘテびとエロンの娘むすめバスマテとを妻つまにめとった。 35彼女かのじょたちはイサクとリベカにとって心こころの痛いたみとなった。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1イサクは年老としおい、目めがかすんで見みえなくなった時とき、長子ちょうしエサウを呼よんで言いった、「子こよ」。彼かれは答こたえて言いった、「ここにおります」。 2イサクは言いった。「わたしは年老としおいて、いつ死しぬかも知しれない。 3それであなたの武器ぶき、弓矢ゆみやをもって野のに出でかけ、わたしのために、しかの肉にくをとってきて、 4わたしの好すきなおいしい食たべ物ものを作つくり、持もってきて食たべさせよ。わたしは死しぬ前まえにあなたを祝福しゅくふくしよう」。
    


    
      5イサクがその子こエサウに語かたるのをリベカは聞きいていた。やがてエサウが、しかの肉にくを獲えようと野のに出でかけたとき、 6リベカはその子こヤコブに言いった、「わたしは聞きいていましたが、父ちちは兄あにエサウに、 7『わたしのために、しかの肉にくをとってきて、おいしい食たべ物ものを作つくり、わたしに食たべさせよ。わたしは死しぬ前まえに、主しゅの前まえであなたを祝福しゅくふくしよう』と言いいました。 8それで、子こよ、わたしの言葉ことばにしたがい、わたしの言いうとおりにしなさい。 9群むれの所ところへ行いって、そこからやぎの子この良よいのを二頭とうわたしの所ところに取とってきなさい。わたしはそれで父ちちのために、父ちちの好すきなおいしい食たべ物ものを作つくりましょう。 10あなたはそれを持もって行いって父ちちに食たべさせなさい。父ちちは死しぬ前まえにあなたを祝福しゅくふくするでしょう」。 11ヤコブは母ははリベカに言いった、「兄あにエサウは毛深けぶかい人ひとですが、わたしはなめらかです。 12おそらく父ちちはわたしにさわってみるでしょう。そうすればわたしは父ちちを欺あざむく者ものと思おもわれ、祝福しゅくふくを受うけず、かえってのろいを受うけるでしょう」。 13母ははは彼かれに言いった、「子こよ、あなたがうけるのろいはわたしが受うけます。ただ、わたしの言葉ことばに従したがい、行いって取とってきなさい」。 14そこで彼かれは行いってやぎの子こを取とり、母ははの所ところに持もってきたので、母ははは父ちちの好すきなおいしい食たべ物ものを作つくった。 15リベカは家いえにあった長子ちょうしエサウの晴着はれぎを取とって、弟おとうとヤコブに着きせ、 16また子こやぎの皮かわを手てと首くびのなめらかな所ところとにつけさせ、 17彼女かのじょが作つくったおいしい食たべ物ものとパンとをその子こヤコブの手てにわたした。
    


    
      18そこでヤコブは父ちちの所ところへ行いって言いった、「父ちちよ」。すると父ちちは言いった、「わたしはここにいる。子こよ、あなたはだれか」。 19ヤコブは父ちちに言いった、「長子ちょうしエサウです。あなたがわたしに言いわれたとおりにいたしました。どうぞ起おきて、すわってわたしのしかの肉にくを食たべ、あなたみずからわたしを祝福しゅくふくしてください」。 20イサクはその子こに言いった、「子こよ、どうしてあなたはこんなに早はやく手てに入いれたのか」。彼かれは言いった、「あなたの神かみ、主しゅがわたしにしあわせを授さづけられたからです」。 21イサクはヤコブに言いった、「子こよ、近寄ちかよりなさい。わたしは、さわってみて、あなたが確たしかにわが子こエサウであるかどうかをみよう」。 22ヤコブが、父ちちイサクに近寄ちかよったので、イサクは彼かれにさわってみて言いった、「声こえはヤコブの声こえだが、手てはエサウの手てだ」。 23ヤコブの手てが兄あにエサウの手てのように毛深けぶかかったため、イサクはヤコブを見みわけることができなかったので、彼かれを祝福しゅくふくした。 24イサクは言いった、「あなたは確たしかにわが子こエサウですか」。彼かれは言いった、「そうです」。 25イサクは言いった、「わたしの所ところへ持もってきなさい。わが子このしかの肉にくを食たべて、わたしみずから、あなたを祝福しゅくふくしよう」。ヤコブがそれを彼かれの所ところに持もってきたので、彼かれは食たべた。またぶどう酒しゅを持もってきたので、彼かれは飲のんだ。 26そして父ちちイサクは彼かれに言いった、「子こよ、さあ、近寄ちかよってわたしに口くちづけしなさい」。 27彼かれが近寄ちかよって口くちづけした時とき、イサクはその着物きもののかおりをかぎ、彼かれを祝福しゅくふくして言いった、

      
        「ああ、わが子このかおりは、

        主しゅが祝福しゅくふくされた野ののかおりのようだ。

        28どうか神かみが、天てんの露つゆと、

        地ちの肥こえたところと、多おおくの穀物こくもつと、

        新あたらしいぶどう酒しゅとをあなたに賜たまわるように。

        29もろもろの民たみはあなたに仕つかえ、

        もろもろの国くにはあなたに身みをかがめる。

        あなたは兄弟きょうだいたちの主しゅとなり、

        あなたの母ははの子こらは、

        あなたに身みをかがめるであろう。

        あなたをのろう者ものはのろわれ、

        あなたを祝福しゅくふくする者ものは祝福しゅくふくされる」。

      

    


    
      30イサクがヤコブを祝福しゅくふくし終おわって、ヤコブが父ちちイサクの前まえから出でて行いくとすぐ、兄あにエサウが狩かりから帰かえってきた。 31彼かれもまたおいしい食たべ物ものを作つくって、父ちちの所ところに持もってきて、言いった、「父ちちよ、起おきてあなたの子このしかの肉にくを食たべ、あなたみずから、わたしを祝福しゅくふくしてください」。 32父ちちイサクは彼かれに言いった、「あなたは、だれか」。彼かれは言いった、「わたしはあなたの子こ、長子ちょうしエサウです」。 33イサクは激はげしくふるえて言いった、「それでは、あのしかの肉にくを取とって、わたしに持もってきた者ものはだれか。わたしはあなたが来くる前まえに、みんな食たべて彼かれを祝福しゅくふくした。ゆえに彼かれが祝福しゅくふくを得えるであろう」。 34エサウは父ちちの言葉ことばを聞きいた時とき、大声おおごえをあげ、激はげしく叫さけんで、父ちちに言いった、「父ちちよ、わたしを、わたしをも祝福しゅくふくしてください」。 35イサクは言いった、「あなたの弟おとうとが偽いつわってやってきて、あなたの祝福しゅくふくを奪うばってしまった」。 36エサウは言いった、「よくもヤコブと名なづけたものだ。彼かれは二度どまでもわたしをおしのけた。さきには、わたしの長子ちょうしの特権とっけんを奪うばい、こんどはわたしの祝福しゅくふくを奪うばった」。また言いった、「あなたはわたしのために祝福しゅくふくを残のこしておかれませんでしたか」。 37イサクは答こたえてエサウに言いった、「わたしは彼かれをあなたの主人しゅじんとし、兄弟きょうだいたちを皆みなしもべとして彼かれに与あたえ、また穀物こくもつとぶどう酒しゅを彼かれに授さづけた。わが子こよ、今いまとなっては、あなたのために何なにができようか」。 38エサウは父ちちに言いった、「父ちちよ、あなたの祝福しゅくふくはただ一つだけですか。父ちちよ、わたしを、わたしをも祝福しゅくふくしてください」。エサウは声こえをあげて泣ないた。
    


    
      39父ちちイサクは答こたえて彼かれに言いった、

      
        「あなたのすみかは地ちの肥こえた所ところから離はなれ、

        また上うえなる天てんの露つゆから離はなれるであろう。

        40あなたはつるぎをもって世よを渡わたり、

        あなたの弟おとうとに仕つかえるであろう。

        しかし、あなたが勇いさみ立たつ時とき、

        首くびから、そのくびきを振ふり落おとすであろう」。

      

    


    
      41こうしてエサウは父ちちがヤコブに与あたえた祝福しゅくふくのゆえにヤコブを憎にくんだ。エサウは心こころの内うちで言いった、「父ちちの喪もの日ひも遠とおくはないであろう。その時とき、弟おとうとヤコブを殺ころそう」。 42しかしリベカは長子ちょうしエサウのこの言葉ことばを人ひとづてに聞きいたので、人ひとをやり、弟おとうとヤコブを呼よんで言いった、「兄あにエサウはあなたを殺ころそうと考かんがえて、みずから慰なぐさめています。 43子こよ、今いまわたしの言葉ことばに従したがって、すぐハランにいるわたしの兄あにラバンのもとにのがれ、 44あなたの兄あにの怒いかりが解とけるまで、しばらく彼かれの所ところにいなさい。 45兄あにの憤いきどおりが解とけて、あなたのした事ことを兄あにが忘わすれるようになったならば、わたしは人ひとをやって、あなたをそこから迎むかえましょう。どうして、わたしは一日にちのうちにあなたがたふたりを失うしなってよいでしょうか」。
    


    
      46リベカはイサクに言いった、「わたしはヘテびとの娘むすめどものことで、生いきているのがいやになりました。もしヤコブがこの地ちの、あの娘むすめどものようなヘテびとの娘むすめを妻つまにめとるなら、わたしは生いきていて、何なにになりましょう」。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1イサクはヤコブを呼よんで、これを祝福しゅくふくし、命めいじて言いった、「あなたはカナンの娘むすめを妻つまにめとってはならない。 2立たってパダンアラムへ行いき、あなたの母ははの父ちちベトエルの家いえに行いって、そこであなたの母ははの兄あにラバンの娘むすめを妻つまにめとりなさい。 3全能ぜんのうの神かみが、あなたを祝福しゅくふくし、多おおくの子こを得えさせ、かつふえさせて、多おおくの国民こくみんとし、 4またアブラハムの祝福しゅくふくをあなたと子孫しそんとに与あたえて、神かみがアブラハムに授さづけられたあなたの寄留きりゅうの地ちを継つがせてくださるように」。 5こうしてイサクはヤコブを送おくり出だした。ヤコブはパダンアラムに向むかい、アラムびとベトエルの子こで、ヤコブとエサウとの母ははリベカの兄あにラバンのもとへ行いった。
    


    
      6さてエサウは、イサクがヤコブを祝福しゅくふくして、パダンアラムにつかわし、そこから妻つまをめとらせようとしたこと、彼かれを祝福しゅくふくし、命めいじて「あなたはカナンの娘むすめを妻つまにめとってはならない」と言いったこと、 7そしてヤコブが父母ふぼの言葉ことばに従したがって、パダンアラムへ行いったことを知しったとき、 8彼かれはカナンの娘むすめが父ちちイサクの心こころにかなわないのを見みた。 9そこでエサウはイシマエルの所ところに行いき、すでにある妻つまたちのほかにアブラハムの子こイシマエルの娘むすめで、ネバヨテの妹いもうとマハラテを妻つまにめとった。
    


    
      10さてヤコブはベエルシバを立たって、ハランへ向むかったが、 11一つの所ところに着ついた時とき、日ひが暮くれたので、そこに一夜やを過すごし、その所ところの石いしを取とってまくらとし、そこに伏ふして寝ねた。 12時ときに彼かれは夢ゆめをみた。一つのはしごが地ちの上うえに立たっていて、その頂いただきは天てんに達たっし、神かみの使つかいたちがそれを上のぼり下くだりしているのを見みた。 13そして主しゅは彼かれのそばに立たって言いわれた、「わたしはあなたの父ちちアブラハムの神かみ、イサクの神かみ、主しゅである。あなたが伏ふしている地ちを、あなたと子孫しそんとに与あたえよう。 14あなたの子孫しそんは地ちのちりのように多おおくなって、西にし、東ひがし、北きた、南みなみにひろがり、地ちの諸しょ族ぞくはあなたと子孫しそんとによって祝福しゅくふくをうけるであろう。 15わたしはあなたと共ともにいて、あなたがどこへ行いくにもあなたを守まもり、あなたをこの地ちに連つれ帰かえるであろう。わたしは決けっしてあなたを捨すてず、あなたに語かたった事ことを行おこなうであろう」。 16ヤコブは眠ねむりからさめて言いった、「まことに主しゅがこの所ところにおられるのに、わたしは知しらなかった」。 17そして彼かれは恐おそれて言いった、「これはなんという恐おそるべき所ところだろう。これは神かみの家いえである。これは天てんの門もんだ」。
    


    
      18ヤコブは朝あさはやく起おきて、まくらとしていた石いしを取とり、それを立たてて柱はしらとし、その頂いただきに油あぶらを注そそいで、 19その所ところの名なをベテルと名なづけた。その町まちの名なは初はじめはルズといった。 20ヤコブは誓ちかいを立たてて言いった、「神かみがわたしと共ともにいまし、わたしの行いくこの道みちでわたしを守まもり、食たべるパンと着きる着物きものを賜たまい、 21安やすらかに父ちちの家いえに帰かえらせてくださるなら、主しゅをわたしの神かみといたしましょう。 22またわたしが柱はしらに立たてたこの石いしを神かみの家いえといたしましょう。そしてあなたがくださるすべての物ものの十分ぶんの一を、わたしは必かならずあなたにささげます」。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1ヤコブはその旅たびを続つづけて東ひがしの民たみの地ちへ行いった。 2見みると野のに一つの井戸いどがあって、そのかたわらに羊ひつじの三つの群むれが伏ふしていた。人々ひとびとはその井戸いどから群むれに水みずを飲のませるのであったが、井戸いどの口くちには大おおきな石いしがあった。 3群むれが皆みなそこに集あつまると、人々ひとびとは井戸いどの口くちから石いしをころがして羊ひつじに水みずを飲のませ、その石いしをまた井戸いどの口くちの元もとのところに返かえしておくのである。
    


    
      4ヤコブは人々ひとびとに言いった、「兄弟きょうだいたちよ、あなたがたはどこからこられたのですか」。彼かれらは言いった、「わたしたちはハランからです」。 5ヤコブは彼かれらに言いった、「あなたがたはナホルの子こラバンを知しっていますか」。彼かれらは言いった、「知しっています」。 6ヤコブはまた彼かれらに言いった、「彼かれは無事ぶじですか」。彼かれらは言いった、「無事ぶじです。御覧ごらんなさい。彼かれの娘むすめラケルはいま羊ひつじと一緒いっしょにここへきます」。 7ヤコブは言いった、「日ひはまだ高たかいし、家畜かちくを集あつめる時ときでもない。あなたがたは羊ひつじに水みずを飲のませてから、また行いって飼かいなさい」。 8彼かれらは言いった、「わたしたちはそれはできないのです。群むれがみな集あつまった上うえで、井戸いどの口くちから石いしをころがし、それから羊ひつじに水みずを飲のませるのです」。
    


    
      9ヤコブがなお彼かれらと語かたっている時ときに、ラケルは父ちちの羊ひつじと一緒いっしょにきた。彼女かのじょは羊ひつじを飼かっていたからである。 10ヤコブは母ははの兄あにラバンの娘むすめラケルと母ははの兄あにラバンの羊ひつじとを見みた。そしてヤコブは進すすみ寄よって井戸いどの口くちから石いしをころがし、母ははの兄あにラバンの羊ひつじに水みずを飲のませた。 11ヤコブはラケルに口くちづけし、声こえをあげて泣ないた。 12ヤコブはラケルに、自分じぶんがラケルの父ちちのおいであり、リベカの子こであることを告つげたので、彼女かのじょは走はしって行いって父ちちに話はなした。
    


    
      13ラバンは妹いもうとの子こヤコブがきたという知しらせを聞きくとすぐ、走はしって行いってヤコブを迎むかえ、これを抱だいて口くちづけし、家いえに連つれてきた。そこでヤコブはすべての事ことをラバンに話はなした。 14ラバンは彼かれに言いった、「あなたはほんとうにわたしの骨肉こつにくです」。ヤコブは一か月げつの間あいだ彼かれと共ともにいた。
    


    
      15時ときにラバンはヤコブに言いった、「あなたはわたしのおいだからといって、ただでわたしのために働はたらくこともないでしょう。どんな報酬ほうしゅうを望のぞみますか、わたしに言いってください」。 16さてラバンにはふたりの娘むすめがあった。姉あねの名なはレアといい、妹いもうとの名なはラケルといった。 17レアは目めが弱よわかったが、ラケルは美うつくしくて愛あいらしかった。 18ヤコブはラケルを愛あいしたので、「わたしは、あなたの妹いもうと娘むすめラケルのために七年ねんあなたに仕つかえましょう」と言いった。 19ラバンは言いった、「彼女かのじょを他人たにんにやるよりもあなたにやる方ほうがよい。わたしと一緒いっしょにいなさい」。 20こうして、ヤコブは七年ねんの間あいだラケルのために働はたらいたが、彼女かのじょを愛あいしたので、ただ数日すうじつのように思おもわれた。
    


    
      21ヤコブはラバンに言いった、「期日きじつが満みちたから、わたしの妻つまを与あたえて、妻つまの所ところにはいらせてください」。 22そこでラバンはその所ところの人々ひとびとをみな集あつめて、ふるまいを設もうけた。 23夕暮ゆうぐれとなったとき、娘むすめレアをヤコブのもとに連つれてきたので、ヤコブは彼女かのじょの所ところにはいった。 24ラバンはまた自分じぶんのつかえめジルパを娘むすめレアにつかえめとして与あたえた。 25朝あさになって、見みると、それはレアであったので、ヤコブはラバンに言いった、「あなたはどうしてこんな事ことをわたしにされたのですか。わたしはラケルのために働はたらいたのではありませんか。どうしてあなたはわたしを欺あざむいたのですか」。 26ラバンは言いった、「妹いもうとを姉あねより先さきにとつがせる事ことはわれわれの国くにではしません。 27まずこの娘むすめのために一週しゅう間かんを過すごしなさい。そうすればあの娘むすめもあなたにあげよう。あなたは、そのため更さらに七年ねんわたしに仕つかえなければならない」。 28ヤコブはそのとおりにして、その一週しゅう間かんが終おわったので、ラバンは娘むすめラケルをも妻つまとして彼かれに与あたえた。 29ラバンはまた自分じぶんのつかえめビルハを娘むすめラケルにつかえめとして与あたえた。 30ヤコブはまたラケルの所ところにはいった。彼かれはレアよりもラケルを愛あいして、更さらに七年ねんラバンに仕つかえた。
    


    
      31主しゅはレアがきらわれるのを見みて、その胎たいを開ひらかれたが、ラケルは、みごもらなかった。 32レアは、みごもって子こを産うみ、名なをルベンと名なづけて、言いった、「主しゅがわたしの悩なやみを顧かえりみられたから、今いまは夫おっともわたしを愛あいするだろう」。 33彼女かのじょはまた、みごもって子こを産うみ、「主しゅはわたしが嫌きらわれるのをお聞ききになって、わたしにこの子こをも賜たまわった」と言いって、名なをシメオンと名なづけた。 34彼女かのじょはまた、みごもって子こを産うみ、「わたしは彼かれに三人にんの子こを産うんだから、こんどこそは夫おっともわたしに親したしむだろう」と言いって、名なをレビと名なづけた。 35彼女かのじょはまた、みごもって子こを産うみ、「わたしは今いま、主しゅをほめたたえる」と言いって名なをユダと名なづけた。そこで彼女かのじょの、子こを産うむことはやんだ。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1ラケルは自分じぶんがヤコブに子こを産うまないのを知しった時とき、姉あねをねたんでヤコブに言いった、「わたしに子こどもをください。さもないと、わたしは死しにます」。 2ヤコブはラケルに向むかい怒いかって言いった、「あなたの胎たいに子こどもをやどらせないのは神かみです。わたしが神かみに代かわることができようか」。 3ラケルは言いった、「わたしのつかえめビルハがいます。彼女かのじょの所ところにおはいりなさい。彼女かのじょが子こを産うんで、わたしのひざに置おきます。そうすれば、わたしもまた彼女かのじょによって子こを持もつでしょう」。 4ラケルはつかえめビルハを彼かれに与あたえて、妻つまとさせたので、ヤコブは彼女かのじょの所ところにはいった。 5ビルハは、みごもってヤコブに子こを産うんだ。 6そこでラケルは、「神かみはわたしの訴うったえに答こたえ、またわたしの声こえを聞きいて、わたしに子こを賜たまわった」と言いって、名なをダンと名なづけた。 7ラケルのつかえめビルハはまた、みごもって第だい二の子こをヤコブに産うんだ。 8そこでラケルは、「わたしは激はげしい争あらそいで、姉あねと争あらそって勝かった」と言いって、名なをナフタリと名なづけた。
    


    
      9さてレアは自分じぶんが子こを産うむことのやんだのを見みたとき、つかえめジルパを取とり、妻つまとしてヤコブに与あたえた。 10レアのつかえめジルパはヤコブに子こを産うんだ。 11そこでレアは、「幸運こううんがきた」と言いって、名なをガドと名なづけた。 12レアのつかえめジルパは第だい二の子こをヤコブに産うんだ。 13そこでレアは、「わたしは、しあわせです。娘むすめたちはわたしをしあわせな者ものと言いうでしょう」と言いって、名なをアセルと名なづけた。
    


    
      14さてルベンは麦むぎ刈かりの日ひに野のに出でて、野ので恋こいなすびを見みつけ、それを母ははレアのもとに持もってきた。ラケルはレアに言いった、「あなたの子この恋こいなすびをどうぞわたしにください」。 15レアはラケルに言いった、「あなたがわたしの夫おっとを取とったのは小ちいさな事ことでしょうか。その上うえ、あなたはまたわたしの子この恋こいなすびをも取とろうとするのですか」。ラケルは言いった、「それではあなたの子この恋こいなすびに換かえて、今夜こんや彼かれをあなたと共ともに寝ねさせましょう」。 16夕方ゆうがたになって、ヤコブが野のから帰かえってきたので、レアは彼かれを出迎でむかえて言いった、「わたしの子この恋こいなすびをもって、わたしがあなたを雇やとったのですから、あなたはわたしの所ところに、はいらなければなりません」。ヤコブはその夜よレアと共ともに寝ねた。 17神かみはレアの願ねがいを聞きかれたので、彼女かのじょはみごもって五番目ばんめの子こをヤコブに産うんだ。 18そこでレアは、「わたしがつかえめを夫おっとに与あたえたから、神かみがわたしにその価あたいを賜たまわったのです」と言いって、名なをイッサカルと名なづけた。 19レアはまた、みごもって六番目ばんめの子こをヤコブに産うんだ。 20そこでレアは、「神かみはわたしに良よい賜物たまものをたまわった。わたしは六人にんの子こを夫おっとに産うんだから、今いまこそ彼かれはわたしと一緒いっしょに住すむでしょう」と言いって、その名なをゼブルンと名なづけた。 21その後のち、彼女かのじょはひとりの娘むすめを産うんで、名なをデナと名なづけた。 22次つぎに神かみはラケルを心こころにとめられ、彼女かのじょの願ねがいを聞きき、その胎たいを開ひらかれたので、 23彼女かのじょは、みごもって男おとこの子こを産うみ、「神かみはわたしの恥はじをすすいでくださった」と言いって、 24名なをヨセフと名なづけ、「主しゅがわたしに、なおひとりの子こを加くわえられるように」と言いった。
    


    
      25ラケルがヨセフを産うんだ時とき、ヤコブはラバンに言いった、「わたしを去さらせて、わたしの故郷こきょう、わたしの国くにへ行いかせてください。 26あなたに仕つかえて得えたわたしの妻子さいしを、わたしに与あたえて行いかせてください。わたしがあなたのために働はたらいた骨折ほねおりは、あなたがごぞんじです」。 27ラバンは彼かれに言いった、「もし、あなたの心こころにかなうなら、とどまってください。わたしは主しゅがあなたのゆえに、わたしを恵めぐまれるしるしを見みました」。 28また言いった、「あなたの報酬ほうしゅうを申もうし出でてください。わたしはそれを払はらいます」。 29ヤコブは彼かれに言いった、「わたしがどのようにあなたに仕つかえたか、またどのようにあなたの家畜かちくを飼かったかは、あなたがごぞんじです。 30わたしが来くる前まえには、あなたの持もっておられたものはわずかでしたが、ふえて多おおくなりました。主しゅはわたしの行いく所ところどこでも、あなたを恵めぐまれました。しかし、いつになったらわたしも自分じぶんの家いえを成なすようになるでしょうか」。 31彼かれは言いった、「何なにをあなたにあげようか」。ヤコブは言いった、「なにもわたしにくださるに及およびません。もしあなたが、わたしのためにこの一つの事ことをしてくださるなら、わたしは今いま一度どあなたの群むれを飼かい、守まもりましょう。 32わたしはきょう、あなたの群むれをみな回まわってみて、その中なかからすべてぶちとまだらの羊ひつじ、およびすべて黒くろい小羊こひつじと、やぎの中なかのまだらのものと、ぶちのものとを移うつしますが、これをわたしの報酬ほうしゅうとしましょう。 33あとで、あなたがきて、あなたの前まえでわたしの報酬ほうしゅうをしらべる時とき、わたしの正ただしい事ことが証明しょうめいされるでしょう。もしも、やぎの中なかにぶちのないもの、まだらでないものがあったり、小羊こひつじの中なかに黒くろくないものがあれば、それはみなわたしが盗ぬすんだものとなるでしょう」。 34ラバンは言いった、「よろしい。あなたの言いわれるとおりにしましょう」。 35そこでラバンはその日ひ、雄おやぎのしまのあるもの、まだらのもの、すべて雌めやぎのぶちのもの、まだらのもの、すべて白しろみをおびているもの、またすべて小羊こひつじの中なかの黒くろいものを移うつして子こらの手てにわたし、 36ヤコブとの間あいだに三日か路じの隔へだたりを設もうけた。ヤコブはラバンの残のこりの群むれを飼かった。
    


    
      37ヤコブは、はこやなぎと、あめんどうと、すずかけの木きのなまの枝えだを取とり、皮かわをはいでそれに白しろい筋すじをつくり、枝えだの白しろい所ところを表あらわし、 38皮かわをはいだ枝えだを、群むれがきて水みずを飲のむ鉢はち、すなわち水みずぶねの中なかに、群むれに向むかわせて置おいた。群むれは水みずを飲のみにきた時ときに、はらんだ。 39すなわち群むれは枝えだの前まえで、はらんで、しまのあるもの、ぶちのもの、まだらのものを産うんだ。 40ヤコブはその小羊こひつじを別べつにおいた。彼かれはまた群むれの顔かおをラバンの群むれのしまのあるものと、すべて黒くろいものとに向むかわせた。そして自分じぶんの群むれを別べつにまとめておいて、ラバンの群むれには、入いれなかった。 41また群むれの強つよいものが発情はつじょうした時ときには、ヤコブは水みずぶねの中なかに、その群むれの目めの前まえに、かの枝えだを置おいて、枝えだの間あいだで、はらませた。 42けれども群むれの弱よわいものの時ときには、それを置おかなかった。こうして弱よわいものはラバンのものとなり、強つよいものはヤコブのものとなったので、 43この人ひとは大おおいに富とみ、多おおくの群むれと、男女だんじょの奴隷どれい、およびらくだ、ろばを持もつようになった。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1さてヤコブはラバンの子こらが、「ヤコブはわれわれの父ちちの物ものをことごとく奪うばい、父ちちの物ものによってあのすべての富とみを獲えたのだ」と言いっているのを聞きいた。 2またヤコブがラバンの顔かおを見みるのに、それは自分じぶんに対たいして以前いぜんのようではなかった。 3主しゅはヤコブに言いわれた、「あなたの先祖せんぞの国くにへ帰かえり、親族しんぞくのもとに行いきなさい。わたしはあなたと共ともにいるであろう」。 4そこでヤコブは人ひとをやって、ラケルとレアとを、野のにいる自分じぶんの群むれのところに招まねき、 5彼女かのじょらに言いった、「わたしがあなたがたの父ちちの顔かおを見みるのに、わたしに対たいして以前いぜんのようではない。しかし、わたしの父ちちの神かみはわたしと共ともにおられる。 6あなたがたが知しっているように、わたしは力ちからのかぎり、あなたがたの父ちちに仕つかえてきた。 7しかし、あなたがたの父ちちはわたしを欺あざむいて、十度どもわたしの報酬ほうしゅうを変かえた。けれども神かみは彼かれがわたしに害がいを加くわえることをお許ゆるしにならなかった。 8もし彼かれが、『ぶちのものはあなたの報酬ほうしゅうだ』と言いえば、群むれは皆みなぶちのものを産うんだ。もし彼かれが、『しまのあるものはあなたの報酬ほうしゅうだ』と言いえば、群むれは皆みなしまのあるものを産うんだ。 9こうして神かみはあなたがたの父ちちの家畜かちくをとってわたしに与あたえられた。 10また群むれが発情はつじょうした時とき、わたしが夢ゆめに目めをあげて見みると、群むれの上うえに乗のっている雄おやぎは皆みなしまのあるもの、ぶちのもの、霜しもふりのものであった。 11その時とき、神かみの使つかいが夢ゆめの中なかでわたしに言いった、『ヤコブよ』。わたしは答こたえた、『ここにおります』。 12神かみの使つかいは言いった、『目めを上あげて見みてごらん。群むれの上うえに乗のっている雄おやぎは皆みなしまのあるもの、ぶちのもの、霜しもふりのものです。わたしはラバンがあなたにしたことをみな見みています。 13わたしはベテルの神かみです。かつてあなたはあそこで柱はしらに油あぶらを注そそいで、わたしに誓ちかいを立たてましたが、いま立たってこの地ちを出でて、あなたの生うまれた国くにへ帰かえりなさい』」。 14ラケルとレアは答こたえて言いった、「わたしたちの父ちちの家いえに、なおわたしたちの受うくべき分ぶん、また嗣し業ぎょうがありましょうか。 15わたしたちは父ちちに他人たにんのように思おもわれているではありませんか。彼かれはわたしたちを売うったばかりでなく、わたしたちのその金かねをさえ使つかい果はたしたのです。 16神かみがわたしたちの父ちちから取とりあげられた富とみは、みなわたしたちとわたしたちの子こどものものです。だから何事なにごとでも神かみがあなたにお告つげになった事ことをしてください」。
    


    
      17そこでヤコブは立たって、子こらと妻つまたちをらくだに乗のせ、 18またすべての家畜かちく、すなわち彼かれがパダンアラムで獲えた家畜かちくと、すべての財産ざいさんを携たずさえて、カナンの地ちにおる父ちちイサクのもとへ赴おもむいた。 19その時ときラバンは羊ひつじの毛けを切きるために出でていたので、ラケルは父ちちの所有しょゆうのテラピムを盗ぬすみ出だした。 20またヤコブはアラムびとラバンを欺あざむき、自分じぶんの逃にげ去さるのを彼かれに告つげなかった。 21こうして彼かれはすべての持もち物ものを携たずさえて逃にげ、立たって川かわを渡わたり、ギレアデの山地さんちへ向むかった。
    


    
      22三日か目めになって、ヤコブの逃にげ去さったことが、ラバンに聞きこえたので、 23彼かれは一族いちぞくを率ひきいて、七日なぬかの間あいだそのあとを追おい、ギレアデの山地さんちで追おいついた。 24しかし、神かみは夜よの夢ゆめにアラムびとラバンに現あらわれて言いわれた、「あなたは心こころしてヤコブに、よしあしを言いってはなりません」。
    


    
      25ラバンはついにヤコブに追おいついたが、ヤコブが山やまに天幕てんまくを張はっていたので、ラバンも一族いちぞくと共ともにギレアデの山やまに天幕てんまくを張はった。 26ラバンはヤコブに言いった、「あなたはなんという事ことをしたのですか。あなたはわたしを欺あざむいてわたしの娘むすめたちをいくさのとりこのように引ひいて行いきました。 27なぜあなたはわたしに告つげずに、ひそかに逃にげ去さってわたしを欺あざむいたのですか。わたしは手て鼓つづみや琴ことで喜よろこび歌うたってあなたを送おくりだそうとしていたのに。 28なぜわたしの孫まごや娘むすめにわたしが口くちづけするのを許ゆるさなかったのですか。あなたは愚おろかな事ことをしました。 29わたしはあなたがたに害がいを加くわえる力ちからをもっているが、あなたがたの父ちちの神かみが昨夜さくやわたしに告つげて、『おまえは心こころして、ヤコブによしあしを言いうな』と言いわれました。 30今いまあなたが逃にげ出だしたのは父ちちの家いえが非常ひじょうに恋こいしくなったからでしょうが、なぜあなたはわたしの神かみを盗ぬすんだのですか」。 31ヤコブはラバンに答こたえた、「たぶんあなたが娘むすめたちをわたしから奪うばいとるだろうと思おもってわたしは恐おそれたからです。 32だれの所ところにでもあなたの神かみが見みつかったら、その者ものを生いかしてはおきません。何なにかあなたの物ものがわたしのところにあるか、われわれの一族いちぞくの前まえで、調しらべてみて、それをお取とりください」。ラケルが神かみを盗ぬすんだことをヤコブは知しらなかったからである。
    


    
      33そこでラバンはヤコブの天幕てんまくにはいり、またレアの天幕てんまくにはいり、更さらにふたりのはしための天幕てんまくにはいってみたが、見みつからなかったので、レアの天幕てんまくを出でてラケルの天幕てんまくにはいった。 34しかし、ラケルはすでにテラピムを取とって、らくだのくらの下したに入いれ、その上うえにすわっていたので、ラバンは、くまなく天幕てんまくの中なかを捜さがしたが、見みつからなかった。 35その時ときラケルは父ちちに言いった、「わたしは女おんなの常つねのことがあって、あなたの前まえに立たち上あがることができません。わが主しゅよ、どうかお怒いかりにならぬよう」。彼かれは捜さがしたがテラピムは見みつからなかった。
    


    
      36そこでヤコブは怒いかってラバンを責せめた。そしてヤコブはラバンに言いった、「わたしにどんなあやまちがあり、どんな罪つみがあって、あなたはわたしのあとを激はげしく追おったのですか。 37あなたはわたしの物ものをことごとく探さぐられたが、何なにかあなたの家いえの物ものが見みつかりましたか。それを、ここに、わたしの一族いちぞくと、あなたの一族いちぞくの前まえに置おいて、われわれふたりの間あいだをさばかせましょう。 38わたしはこの二十年ねん、あなたと一緒いっしょにいましたが、その間かんあなたの雌め羊ひつじも雌めやぎも子こを産うみそこねたことはなく、またわたしはあなたの群むれの雄羊おひつじを食たべたこともありませんでした。 39また野獣やじゅうが、かみ裂さいたものは、あなたのもとに持もってこないで、自分じぶんでそれを償つぐないました。また昼ひる盗ぬすまれたものも、夜よる盗ぬすまれたものも、あなたはわたしにその償つぐないを求もとめられました。 40わたしのことを言いえば、昼ひるは暑あつさに、夜よるは寒さむさに悩なやまされて、眠ねむることもできませんでした。 41わたしはこの二十年ねんあなたの家族かぞくのひとりでありました。わたしはあなたのふたりの娘むすめのために十四年ねん、またあなたの群むれのために六年ねん、あなたに仕つかえましたが、あなたは十じゅう度どもわたしの報酬ほうしゅうを変かえられました。 42もし、わたしの父ちちの神かみ、アブラハムの神かみ、イサクのかしこむ者ものがわたしと共ともにおられなかったなら、あなたはきっとわたしを、から手てで去さらせたでしょう。神かみはわたしの悩なやみと、わたしの労苦ろうくとを顧かえりみられて昨夜さくやあなたを戒いましめられたのです」。
    


    
      43ラバンは答こたえてヤコブに言いった、「娘むすめたちはわたしの娘むすめ、子こどもたちはわたしの孫まごです。また群むれはわたしの群むれ、あなたの見みるものはみなわたしのものです。これらのわたしの娘むすめたちのため、また彼かれらが産うんだ子こどもたちのため、きょうわたしは何なにをすることができましょうか。 44さあ、それではわたしとあなたと契約けいやくを結むすんで、これをわたしとあなたとの間あいだの証拠しょうことしましょう」。 45そこでヤコブは石いしを取とり、それを立たてて柱はしらとした。 46ヤコブはまた一族いちぞくの者ものに言いった、「石いしを集あつめてください」。彼かれらは石いしを取とって、一つの石塚いしづかを造つくった。こうして彼かれらはその石塚いしづかのかたわらで食事しょくじをした。 47ラバンはこれをエガル・サハドタと名なづけ、ヤコブはこれをガルエドと名なづけた。 48そしてラバンは言いった、「この石塚いしづかはきょうわたしとあなたとの間あいだの証拠しょうことなります」。それでその名なはガルエドと呼よばれた。 49またミズパとも呼よばれた。彼かれがこう言いったからである、「われわれが互たがいに別わかれたのちも、どうか主しゅがわたしとあなたとの間あいだを見守みまもられるように。 50もしあなたがわたしの娘むすめを虐待ぎゃくたいしたり、わたしの娘むすめのほかに妻つまをめとることがあれば、たといそこにだれひとりいなくても、神かみはわたしとあなたとの間あいだの証人しょうにんでいらせられる」。
    


    
      51更さらにラバンはヤコブに言いった、「あなたとわたしとの間あいだにわたしが建たてたこの石塚いしづかをごらんなさい、この柱はしらをごらんなさい。 52この石塚いしづかを越こえてわたしがあなたに害がいを加くわえず、またこの石塚いしづかとこの柱はしらを越こえてあなたがわたしに害がいを加くわえないように、どうかこの石塚いしづかがあかしとなり、この柱はしらがあかしとなるように。 53どうかアブラハムの神かみ、ナホルの神かみ、彼かれらの父ちちの神かみがわれわれの間あいだをさばかれるように」。ヤコブは父ちちイサクのかしこむ者ものによって誓ちかった。 54そしてヤコブは山やまで犠牲ぎせいをささげ、一族いちぞくを招まねいて、食事しょくじをした。彼かれらは食事しょくじをして山やまに宿やどった。
    


    
      55あくる朝あさラバンは早はやく起おき、孫まごと娘むすめたちに口くちづけして彼かれらを祝福しゅくふくし、去さって家いえに帰かえった。
    

  


  


  
    第三十二章


    
      1さて、ヤコブが旅路たびじに進すすんだとき、神かみの使つかいたちが彼かれに会あった。 2ヤコブは彼かれらを見みて、「これは神かみの陣営じんえいです」と言いって、その所ところの名なをマハナイムと名なづけた。
    


    
      3ヤコブはセイルの地ち、エドムの野のに住すむ兄あにエサウのもとに、さきだって使者ししゃをつかわした。 4すなわちそれに命めいじて言いった、「あなたがたはわたしの主人しゅじんエサウにこう言いいなさい、『あなたのしもべヤコブはこう言いいました。わたしはラバンのもとに寄留きりゅうして今いままでとどまりました。 5わたしは牛うし、ろば、羊ひつじ、男女だんじょの奴隷どれいを持もっています。それでわが主しゅに申もうし上あげて、あなたの前まえに恵めぐみを得えようと人ひとをつかわしたのです』」。
    


    
      6使者ししゃはヤコブのもとに帰かえって言いった、「わたしたちはあなたの兄あにエサウのもとへ行いきました。彼かれもまたあなたを迎むかえようと四百人にんを率ひきいてきます」。 7そこでヤコブは大おおいに恐おそれ、苦くるしみ、共ともにいる民たみおよび羊ひつじ、牛うし、らくだを二つの組くみに分わけて、 8言いった、「たとい、エサウがきて、一つの組くみを撃うっても、残のこりの組くみはのがれるであろう」。
    


    
      9ヤコブはまた言いった、「父ちちアブラハムの神かみ、父ちちイサクの神かみよ、かつてわたしに『おまえの国くにへ帰かえり、おまえの親族しんぞくに行いけ。わたしはおまえを恵めぐもう』と言いわれた主しゅよ、 10あなたがしもべに施ほどこされたすべての恵めぐみとまことをわたしは受うけるに足たりない者ものです。わたしは、つえのほか何なにも持もたないでこのヨルダンを渡わたりましたが、今いまは二つの組くみにもなりました。 11どうぞ、兄あにエサウの手てからわたしをお救すくいください。わたしは彼かれがきて、わたしを撃うち、母ははや子供こどもたちにまで及およぶのを恐おそれます。 12あなたは、かつて、『わたしは必かならずおまえを恵めぐみ、おまえの子孫しそんを海うみの砂すなの数かぞえがたいほど多おおくしよう』と言いわれました」。
    


    
      13彼かれはその夜よそこに宿やどり、持もち物もののうちから兄あにエサウへの贈おくり物ものを選えらんだ。 14すなわち雌めやぎ二百、雄おやぎ二十、雌め羊ひつじ二百、雄羊おひつじ二十、 15乳ちちらくだ三十とその子こ、雌牛めうし四十、雄牛おうし十、雌めろば二十、雄おろば十。 16彼かれはこれらをそれぞれの群むれに分わけて、しもべたちの手てにわたし、しもべたちに言いった、「あなたがたはわたしの先さきに進すすみなさい、そして群むれと群むれとの間あいだには隔へだたりをおきなさい」。 17また先頭せんとうの者ものに命めいじて言いった、「もし、兄あにエサウがあなたに会あって『だれのしもべで、どこへ行いくのか。あなたの前まえにあるこれらのものはだれの物ものか』と尋たずねたら、 18『あなたのしもべヤコブの物もので、わが主しゅエサウにおくる贈おくり物ものです。彼かれもわたしたちのうしろにおります』と言いいなさい」。 19彼かれは第だい二の者ものにも、第だい三の者ものにも、また群むれ群むれについて行いくすべての者ものにも命めいじて言いった、「あなたがたがエサウに会あうときは、同おなじように彼かれに告つげて、 20『あなたのしもべヤコブもわれわれのうしろにおります』と言いいなさい」。ヤコブは、「わたしがさきに送おくる贈おくり物ものをもってまず彼かれをなだめ、それから、彼かれの顔かおを見みよう。そうすれば、彼かれはわたしを迎むかえてくれるであろう」と思おもったからである。 21こうして贈おくり物ものは彼かれに先立さきだって渡わたり、彼かれはその夜よ、宿営しゅくえいにやどった。
    


    
      22彼かれはその夜よ起おきて、ふたりの妻つまとふたりのつかえめと十一人にんの子こどもとを連つれてヤボクの渡わたしをわたった。 23すなわち彼かれらを導みちびいて川かわを渡わたらせ、また彼かれの持もち物ものを渡わたらせた。 24ヤコブはひとりあとに残のこったが、ひとりの人ひとが、夜明よあけまで彼かれと組打くみうちした。 25ところでその人ひとはヤコブに勝かてないのを見みて、ヤコブのもものつがいにさわったので、ヤコブのもものつがいが、その人ひとと組打くみうちするあいだにはずれた。 26その人ひとは言いった、「夜よが明あけるからわたしを去さらせてください」。ヤコブは答こたえた、「わたしを祝福しゅくふくしてくださらないなら、あなたを去さらせません」。 27その人ひとは彼かれに言いった、「あなたの名なはなんと言いいますか」。彼かれは答こたえた、「ヤコブです」。 28その人ひとは言いった、「あなたはもはや名なをヤコブと言いわず、イスラエルと言いいなさい。あなたが神かみと人ひととに、力ちからを争あらそって勝かったからです」。 29ヤコブは尋たずねて言いった、「どうかわたしにあなたの名なを知しらせてください」。するとその人ひとは、「なぜあなたはわたしの名なをきくのですか」と言いったが、その所ところで彼かれを祝福しゅくふくした。 30そこでヤコブはその所ところの名なをペニエルと名なづけて言いった、「わたしは顔かおと顔かおをあわせて神かみを見みたが、なお生いきている」。 31こうして彼かれがペニエルを過すぎる時とき、日ひは彼かれの上うえにのぼったが、彼かれはそのもものゆえにびっこを引ひいていた。 32そのため、イスラエルの子こらは今日こんにちまで、もものつがいの上うえにある腰こしの筋すじを食たべない。かの人ひとがヤコブのもものつがい、すなわち腰こしの筋すじにさわったからである。
    

  


  


  
    第三十三章


    
      1さてヤコブは目めをあげ、エサウが四百人にんを率ひきいて来くるのを見みた。そこで彼かれは子供こどもたちを分わけてレアとラケルとふたりのつかえめとにわたし、 2つかえめとその子こ供ともたちをまっ先さきに置おき、レアとその子こ供ともたちを次つぎに置おき、ラケルとヨセフを最後さいごに置おいて、 3みずから彼かれらの前まえに進すすみ、七たび身みを地ちにかがめて、兄あにに近ちかづいた。
    


    
      4するとエサウは走はしってきて迎むかえ、彼かれを抱だき、そのくびをかかえて口くちづけし、共ともに泣ないた。 5エサウは目めをあげて女おんなと子供こどもたちを見みて言いった、「あなたと一緒いっしょにいるこれらの者ものはだれですか」。ヤコブは言いった、「神かみがしもべに授さづけられた子供こどもたちです」。 6そこでつかえめたちはその子こ供ともたちと共ともに近寄ちかよってお辞儀じぎした。 7レアもまたその子こ供ともたちと共ともに近寄ちかよってお辞儀じぎし、それからヨセフとラケルが近寄ちかよってお辞儀じぎした。 8するとエサウは言いった、「わたしが出会であったあのすべての群むれはどうしたのですか」。ヤコブは言いった、「わが主しゅの前まえに恵めぐみを得えるためです」。 9エサウは言いった、「弟おとうとよ、わたしはじゅうぶんもっている。あなたの物ものはあなたのものにしなさい」。 10ヤコブは言いった、「いいえ、もしわたしがあなたの前まえに恵めぐみを得えるなら、どうか、わたしの手てから贈おくり物ものを受うけてください。あなたが喜よろこんでわたしを迎むかえてくださるので、あなたの顔かおを見みて、神かみの顔かおを見みるように思おもいます。 11どうかわたしが持もってきた贈おくり物ものを受うけてください。神かみがわたしを恵めぐまれたので、わたしはじゅうぶんもっていますから」。こうして彼かれがしいたので、彼かれは受うけ取とった。
    


    
      12そしてエサウは言いった、「さあ、立たって行いこう。わたしが先さきに行いく」。 13ヤコブは彼かれに言いった、「ごぞんじのように、子供こどもたちは、かよわく、また乳ちちを飲のませている羊ひつじや牛うしをわたしが世話せわをしています。もし一日にちでも歩あるかせ過すぎたら群むれはみな死しんでしまいます。 14わが主しゅよ、どうか、しもべの先さきにおいでください。わたしはわたしの前まえにいる家畜かちくと子供こどもたちの歩あゆみに合あわせて、ゆっくり歩あるいて行いき、セイルでわが主しゅと一緒いっしょになりましょう」。
    


    
      15エサウは言いった、「それならわたしが連つれている者ものどものうち幾いく人ひとかをあなたのもとに残のこしましょう」。ヤコブは言いった、「いいえ、それには及およびません。わが主しゅの前まえに恵めぐみを得えさせてください」。 16その日ひエサウはセイルへの帰途きとについた。 17ヤコブは立たってスコテに行いき、自分じぶんのために家いえを建たて、また家畜かちくのために小屋こやを造つくった。これによってその所ところの名なはスコテと呼よばれている。
    


    
      18こうしてヤコブはパダンアラムからきて、無事ぶじカナンの地ちのシケムの町まちに着つき、町まちの前まえに宿営しゅくえいした。 19彼かれは天幕てんまくを張はった野のの一部いちぶをシケムの父ちちハモルの子こらの手てから百ケシタで買かい取とり、 20そこに祭壇さいだんを建たてて、これをエル・エロヘ・イスラエルと名なづけた。
    

  


  


  
    第三十四章


    
      1レアがヤコブに産うんだ娘むすめデナはその地ちの女おんなたちに会あおうと出でかけて行いったが、 2その地ちのつかさ、ヒビびとハモルの子こシケムが彼女かのじょを見みて、引ひき入いれ、これと寝ねてはずかしめた。 3彼かれは深ふかくヤコブの娘むすめデナを慕したい、この娘むすめを愛あいして、ねんごろに娘むすめに語かたった。 4シケムは父ちちハモルに言いった、「この娘むすめをわたしの妻つまにめとってください」。 5さてヤコブはシケムが、娘むすめデナを汚けがしたことを聞きいたけれども、その子こらが家畜かちくを連つれて野のにいたので、彼かれらの帰かえるまで黙だまっていた。 6シケムの父ちちハモルはヤコブと話はなし合あおうと、ヤコブの所ところに出でてきた。 7ヤコブの子こらは野のから帰かえり、この事ことを聞きいて、悲かなしみ、かつ非常ひじょうに怒いかった。シケムがヤコブの娘むすめと寝ねて、イスラエルに愚おろかなことをしたためで、こんなことは、してはならぬ事ことだからである。
    


    
      8ハモルは彼かれらと語かたって言いった、「わたしの子こシケムはあなたがたの娘むすめを心こころに慕したっています。どうか彼女かのじょを彼かれの妻つまにください。 9あなたがたはわたしたちと婚姻こんいんし、あなたがたの娘むすめをわたしたちに与あたえ、わたしたちの娘むすめをあなたがたにめとってください。 10こうしてあなたがたとわたしたちとは一緒いっしょに住すみましょう。地ちはあなたがたの前まえにあります。ここに住すんで取引とりひきし、ここで財産ざいさんを獲えなさい」。 11シケムはまたデナの父ちちと兄弟きょうだいたちとに言いった、「あなたがたの前まえに恵めぐみを得えさせてください。あなたがたがわたしに言いわれるものは、なんでもさしあげましょう。 12たくさんの結納ゆいのう金きんと贈おくり物ものとをお求もとめになっても、あなたがたの言いわれるとおりさしあげます。ただこの娘むすめはわたしの妻つまにください」。
    


    
      13しかし、ヤコブの子こらはシケムが彼かれらの妹いもうとデナを汚けがしたので、シケムとその父ちちハモルに偽いつわって答こたえ、 14彼かれらに言いった、「われわれは割礼かつれいを受うけない者ものに妹いもうとをやる事ことはできません。それはわれわれの恥はじとするところですから。 15ただ、こうなさればわれわれはあなたがたに同意どういします。もしあなたがたのうち男子だんしがみな割礼かつれいを受うけて、われわれのようになるなら、 16われわれの娘むすめをあなたがたに与あたえ、あなたがたの娘むすめをわれわれにめとりましょう。そしてわれわれはあなたがたと一緒いっしょに住すんで一つの民たみとなりましょう。 17けれども、もしあなたがたがわれわれに聞きかず、割礼かつれいを受うけないなら、われわれは娘むすめを連つれて行いきます」。
    


    
      18彼かれらの言葉ことばがハモルとハモルの子こシケムとの心こころにかなったので、 19若者わかものは、ためらわずにこの事ことをした。彼かれがヤコブの娘むすめを愛あいしたからである。また彼かれは父ちちの家いえのうちで一番ばん重おもんじられた者ものであった。 20そこでハモルとその子こシケムとは町まちの門もんに行いき、町まちの人々ひとびとに語かたって言いった、 21「この人々ひとびとはわれわれと親したしいから、この地ちに住すまわせて、ここで取引とりひきをさせよう。地ちは広ひろく、彼かれらをいれるにじゅうぶんである。そしてわれわれは彼かれらの娘むすめを妻つまにめとり、われわれの娘むすめを彼かれらに与あたえよう。 22彼かれらが割礼かつれいを受うけているように、もしわれわれのうちの男子だんしが皆みな、割礼かつれいを受うけるなら、ただこの事ことだけで、この人々ひとびとはわれわれに同意どういし、われわれと一緒いっしょに住すんで一つの民たみとなるのだ。 23そうすれば彼かれらの家畜かちくと財産ざいさんとすべての獣けものとは、われわれのものとなるではないか。ただわれわれが彼かれらに同意どういすれば、彼かれらはわれわれと一緒いっしょに住すむであろう」。 24そこで町まちの門もんに出入でいりする者ものはみなハモルとその子こシケムとに聞きき従したがって、町まちの門もんに出入でいりするすべての男子だんしは割礼かつれいを受うけた。
    


    
      25三日か目めになって彼かれらが痛いたみを覚おぼえている時とき、ヤコブのふたりの子こ、すなわちデナの兄弟きょうだいシメオンとレビとは、おのおのつるぎを取とって、不意ふいに町まちを襲おそい、男子だんしをことごとく殺ころし、 26またつるぎの刃はにかけてハモルとその子こシケムとを殺ころし、シケムの家いえからデナを連つれ出だした。 27そしてヤコブの子こらは殺ころされた人々ひとびとをはぎ、町まちをかすめた。彼かれらが妹いもうとを汚けがしたからである。 28すなわち羊ひつじ、牛うし、ろば及および町まちにあるものと、野のにあるもの、 29並ならびにすべての貨か財ざいを奪うばい、その子こ女おんなと妻つまたちを皆みなとりこにし、家いえの中なかにある物ものをことごとくかすめた。 30そこでヤコブはシメオンとレビとに言いった、「あなたがたはわたしをこの地ちの住民じゅうみん、カナンびととペリジびとに忌いみきらわせ、わたしに迷惑めいわくをかけた。わたしは、人数にんずうが少すくないから、彼かれらが集あつまってわたしを攻せめ撃うつならば、わたしも家族かぞくも滅ほろぼされるであろう」。 31彼かれらは言いった、「わたしたちの妹いもうとを遊女ゆうじょのように彼かれが扱あつかってよいのですか」。
    

  


  


  
    第三十五章


    
      1ときに神かみはヤコブに言いわれた、「あなたは立たってベテルに上のぼり、そこに住すんで、あなたがさきに兄あにエサウの顔かおを避さけてのがれる時とき、あなたに現あらわれた神かみに祭壇さいだんを造つくりなさい」。 2ヤコブは、その家族かぞくおよび共ともにいるすべての者ものに言いった、「あなたがたのうちにある異ことなる神々かみがみを捨すて、身みを清きよめて着物きものを着替きがえなさい。 3われわれは立たってベテルに上のぼり、その所ところでわたしの苦難くなんの日ひにわたしにこたえ、かつわたしの行いく道みちで共ともにおられた神かみに祭壇さいだんを造つくろう」。 4そこで彼かれらは持もっている異ことなる神々かみがみと、耳みみにつけている耳輪みみわをことごとくヤコブに与あたえたので、ヤコブはこれをシケムのほとりにあるテレビンの木きの下したに埋うめた。
    


    
      5そして彼かれらは、いで立たったが、大おおいなる恐おそれが周囲しゅういの町々まちまちに起たったので、ヤコブの子こらのあとを追おう者ものはなかった。 6こうしてヤコブは共ともにいたすべての人々ひとびとと一緒いっしょにカナンの地ちにあるルズ、すなわちベテルにきた。 7彼かれはそこに祭壇さいだんを築きずき、その所ところをエル・ベテルと名なづけた。彼かれが兄あにの顔かおを避さけてのがれる時とき、神かみがそこで彼かれに現あらわれたからである。 8時ときにリベカのうばデボラが死しんで、ベテルのしもの、かしの木きの下したに葬ほうむられた。これによってその木きの名なをアロン・バクテと呼よばれた。
    


    
      9さてヤコブがパダンアラムから帰かえってきた時とき、神かみは再ふたたび彼かれに現あらわれて彼かれを祝福しゅくふくされた。 10神かみは彼かれに言いわれた、「あなたの名なはヤコブである。しかしあなたの名なをもはやヤコブと呼よんではならない。あなたの名なをイスラエルとしなさい」。こうして彼かれをイスラエルと名なづけられた。 11神かみはまた彼かれに言いわれた、

      
        「わたしは全能ぜんのうの神かみである。

        あなたは生うめよ、またふえよ。

        一つの国民こくみん、また多おおくの国民こくみんがあなたから出でて、

        王おうたちがあなたの身みから出でるであろう。

        12わたしはアブラハムとイサクとに与あたえた地ちを、

        あなたに与あたえよう。

        またあなたの後のちの子孫しそんにその地ちを与あたえよう」。

      
13神かみは彼かれと語かたっておられたその場所ばしょから彼かれを離はなれてのぼられた。 14そこでヤコブは神かみが自分じぶんと語かたられたその場所ばしょに、一本ぽんの石いしの柱はしらを立たて、その上うえに灌祭かんさいをささげ、また油あぶらを注そそいだ。 15そしてヤコブは神かみが自分じぶんと語かたられたその場所ばしょをベテルと名なづけた。
    


    
      16こうして彼かれらはベテルを立たったが、エフラタに行いき着つくまでに、なお隔へだたりのある所ところでラケルは産気さんけづき、その産さんは重おもかった。 17その難産なんざんに当あたって、産婆さんばは彼女かのじょに言いった、「心配しんぱいすることはありません。今度こんども男おとこの子こです」。 18彼女かのじょは死しにのぞみ、魂たましいの去さろうとする時とき、子この名なをベノニと呼よんだ。しかし、父ちちはこれをベニヤミンと名なづけた。 19ラケルは死しんでエフラタ、すなわちベツレヘムの道みちに葬ほうむられた。 20ヤコブはその墓はかに柱はしらを立たてた。これはラケルの墓はかの柱はしらであって、今日こんにちに至いたっている。 21イスラエルはまた、いで立たってミグダル・エダルの向むこうに天幕てんまくを張はった。
    


    
      22イスラエルがその地ちに住すんでいた時とき、ルベンは父ちちのそばめビルハのところへ行いって、これと寝ねた。イスラエルはこれを聞きいた。
    


    
      さてヤコブの子こらは十二人にんであった。 23すなわちレアの子こらはヤコブの長子ちょうしルベンとシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン。 24ラケルの子こらはヨセフとベニヤミン。 25ラケルのつかえめビルハの子こらはダンとナフタリ。 26レアのつかえめジルパの子こらはガドとアセル。これらはヤコブの子こらであって、パダンアラムで彼かれに生うまれた者ものである。
    


    
      27ヤコブはキリアテ・アルバ、すなわちヘブロンのマムレにいる父ちちイサクのもとへ行いった。ここはアブラハムとイサクとが寄留きりゅうした所ところである。 28イサクの年としは百八十歳さいであった。 29イサクは年老としおい、日ひ満みちて息いき絶たえ、死しんで、その民たみに加くわえられた。その子こエサウとヤコブとは、これを葬ほうむった。
    

  


  


  
    第三十六章


    
      1エサウ、すなわちエドムの系図けいずは次つぎのとおりである。 2エサウはカナンの娘むすめたちのうちから妻つまをめとった。すなわちヘテびとエロンの娘むすめアダと、ヒビびとヂベオンの子こアナの娘むすめアホリバマとである。 3また、イシマエルの娘むすめネバヨテの妹いもうとバスマテをめとった。 4アダはエリパズをエサウに産うみ、バスマテはリウエルを産うみ、 5アホリバマはエウシ、ヤラム、コラを産うんだ。これらはエサウの子こであって、カナンの地ちで彼かれに生うまれた者ものである。
    


    
      6エサウは妻つまと子こと娘むすめと家いえのすべての人ひと、家畜かちくとすべての獣けもの、またカナンの地ちで獲えたすべての財産ざいさんを携たずさえ、兄弟きょうだいヤコブを離はなれてほかの地ちへ行いった。 7彼かれらの財産ざいさんが多おおくて、一緒いっしょにいることができなかったからである。すなわち彼かれらが寄留きりゅうした地ちは彼かれらの家畜かちくのゆえに、彼かれらをささえることができなかったのである。 8こうしてエサウはセイルの山地さんちに住すんだ。エサウはすなわちエドムである。
    


    
      9セイルの山地さんちにおったエドムびとの先祖せんぞエサウの系図けいずは次つぎのとおりである。 10エサウの子こらの名なは次つぎのとおりである。すなわちエサウの妻つまアダの子こはエリパズ。エサウの妻つまバスマテの子こはリウエル。 11エリパズの子こらはテマン、オマル、ゼポ、ガタム、ケナズである。 12テムナはエサウの子こエリパズのそばめで、アマレクをエリパズに産うんだ。これらはエサウの妻つまアダの子こらである。 13リウエルの子こらは次つぎのとおりである。すなわちナハテ、ゼラ、シャンマ、ミザであって、これらはエサウの妻つまバスマテの子こらである。 14ヂベオンの子こアナの娘むすめで、エサウの妻つまアホリバマの子こらは次つぎのとおりである。すなわち彼女かのじょはエウシ、ヤラム、コラをエサウに産うんだ。
    


    
      15エサウの子こらの中なかで、族ぞく長ちょうたる者ものは次つぎのとおりである。すなわちエサウの長子ちょうしエリパズの子こらはテマンの族長ぞくちょう、オマルの族長ぞくちょう、ゼポの族長ぞくちょう、ケナズの族長ぞくちょう、 16コラの族長ぞくちょう、ガタムの族長ぞくちょう、アマレクの族長ぞくちょうである。これらはエリパズから出でた族長ぞくちょうで、エドムの地ちにおった。これらはアダの子こらである。 17エサウの子こリウエルの子こらは次つぎのとおりである。すなわちナハテの族長ぞくちょう、ゼラの族長ぞくちょう、シャンマの族長ぞくちょう、ミザの族長ぞくちょう。これらはリウエルから出でた族長ぞくちょうで、エドムの地ちにおった。これらはエサウの妻つまバスマテの子こらである。 18エサウの妻つまアホリバマの子こらは次つぎのとおりである。すなわちエウシの族長ぞくちょう、ヤラムの族長ぞくちょう、コラの族長ぞくちょう。これらはアナの娘むすめで、エサウの妻つまアホリバマから出でた族長ぞくちょうである。 19これらはエサウすなわちエドムの子こらで、族ぞく長ちょうたる者ものである。
    


    
      20この地ちの住民じゅうみんホリびとセイルの子こらは次つぎのとおりである。すなわちロタン、ショバル、ヂベオン、アナ、 21デション、エゼル、デシャン。これらはセイルの子こホリびとから出でた族長ぞくちょうで、エドムの地ちにおった。 22ロタンの子こらはホリ、ヘマムであり、ロタンの妹いもうとはテムナであった。 23ショバルの子こらは次つぎのとおりである。すなわちアルワン、マナハテ、エバル、シポ、オナム。 24ヂベオンの子こらは次つぎのとおりである。すなわちアヤとアナ。このアナは父ちちヂベオンのろばを飼かっていた時とき、荒野あらので温泉おんせんを発見はっけんした者ものである。 25アナの子こらは次つぎのとおりである。すなわちデションとアホリバマ。アホリバマはアナの娘むすめである。 26デションの子こらは次つぎのとおりである。すなわちヘムダン、エシバン、イテラン、ケラン。 27エゼルの子こらは次つぎのとおりである。すなわちビルハン、ザワン、アカン。 28デシャンの子こらは次つぎのとおりである。すなわちウズとアラン。 29ホリびとから出でた族長ぞくちょうは次つぎのとおりである。すなわちロタンの族長ぞくちょう、ショバルの族長ぞくちょう、ヂベオンの族長ぞくちょう、アナの族長ぞくちょう、 30デションの族長ぞくちょう、エゼルの族長ぞくちょう、デシャンの族長ぞくちょう。これらはホリびとから出でた族長ぞくちょうであって、その氏族しぞくに従したがってセイルの地ちにおった者ものである。
    


    
      31イスラエルの人々ひとびとを治おさめる王おうがまだなかった時とき、エドムの地ちを治おさめた王おうたちは次つぎのとおりである。 32ベオルの子こベラはエドムを治おさめ、その都みやこの名なはデナバであった。 33ベラが死しんで、ボズラのゼラの子こヨバブがこれに代かわって王おうとなった。 34ヨバブが死しんで、テマンびとの地ちのホシャムがこれに代かわって王おうとなった。 35ホシャムが死しんで、ベダデの子こハダデがこれに代かわって王おうとなった。彼かれはモアブの野のでミデアンを撃うった者ものである。その都みやこの名なはアビテであった。 36ハダデが死しんで、マスレカのサムラがこれに代かわって王おうとなった。 37サムラが死しんでユフラテ川かわのほとりにあるレホボテのサウルがこれに代かわって王おうとなった。 38サウルが死しんでアクボルの子こバアル・ハナンがこれに代かわって王おうとなった。 39アクボルの子こバアル・ハナンが死しんで、ハダルがこれに代かわって王おうとなった。その都みやこの名なはパウであった。その妻つまの名なはメヘタベルといって、メザハブの娘むすめマテレデの娘むすめであった。
    


    
      40エサウから出でた族長ぞくちょうの名なは、その氏族しぞくと住所じゅうしょと名なに従したがって言いえば次つぎのとおりである。すなわちテムナの族長ぞくちょう、アルワの族長ぞくちょう、エテテの族長ぞくちょう、 41アホリバマの族長ぞくちょう、エラの族長ぞくちょう、ピノンの族長ぞくちょう、 42ケナズの族長ぞくちょう、テマンの族長ぞくちょう、ミブザルの族長ぞくちょう、 43マグデエルの族長ぞくちょう、イラムの族長ぞくちょう。これらはエドムの族長ぞくちょうたちであって、その領地りょうち内うちの住所じゅうしょに従したがっていったものである。エドムびとの先祖せんぞはエサウである。
    

  


  


  
    第三十七章


    
      1ヤコブは父ちちの寄留きりゅうの地ち、すなわちカナンの地ちに住すんだ。 2ヤコブの子孫しそんは次つぎのとおりである。
    


    
      ヨセフは十七歳さいの時とき、兄弟きょうだいたちと共ともに羊ひつじの群むれを飼かっていた。彼かれはまだ子供こどもで、父ちちの妻つまたちビルハとジルパとの子こらと共ともにいたが、ヨセフは彼かれらの悪わるいうわさを父ちちに告つげた。 3ヨセフは年寄としより子こであったから、イスラエルは他たのどの子こよりも彼かれを愛あいして、彼かれのために長ながそでの着物きものをつくった。 4兄弟きょうだいたちは父ちちがどの兄弟きょうだいよりも彼かれを愛あいするのを見みて、彼かれを憎にくみ、穏おだやかに彼かれに語かたることができなかった。
    


    
      5ある時とき、ヨセフは夢ゆめを見みて、それを兄弟きょうだいたちに話はなしたので、彼かれらは、ますます彼かれを憎にくんだ。 6ヨセフは彼かれらに言いった、「どうぞわたしが見みた夢ゆめを聞きいてください。 7わたしたちが畑はたけの中なかで束たばを結ゆわえていたとき、わたしの束たばが起おきて立たつと、あなたがたの束たばがまわりにきて、わたしの束たばを拝おがみました」。 8すると兄弟きょうだいたちは彼かれに向むかって、「あなたはほんとうにわたしたちの王おうになるのか。あなたは実際じっさいわたしたちを治おさめるのか」と言いって、彼かれの夢ゆめとその言葉ことばのゆえにますます彼かれを憎にくんだ。 9ヨセフはまた一つの夢ゆめを見みて、それを兄弟きょうだいたちに語かたって言いった、「わたしはまた夢ゆめを見みました。日ひと月つきと十一の星ほしとがわたしを拝おがみました」。 10彼かれはこれを父ちちと兄弟きょうだいたちに語かたったので、父ちちは彼かれをとがめて言いった、「あなたが見みたその夢ゆめはどういうのか。ほんとうにわたしとあなたの母ははと、兄弟きょうだいたちとが行いって地ちに伏ふし、あなたを拝おがむのか」。 11兄弟きょうだいたちは彼かれをねたんだ。しかし父ちちはこの言葉ことばを心こころにとめた。
    


    
      12さて兄弟きょうだいたちがシケムに行いって、父ちちの羊ひつじの群むれを飼かっていたとき、 13イスラエルはヨセフに言いった、「あなたの兄弟きょうだいたちはシケムで羊ひつじを飼かっているではないか。さあ、あなたを彼かれらの所ところへつかわそう」。ヨセフは父ちちに言いった、「はい、行いきます」。 14父ちちは彼かれに言いった、「どうか、行いって、あなたの兄弟きょうだいたちは無事ぶじであるか、また群むれは無事ぶじであるか見みてきて、わたしに知しらせてください」。父ちちが彼かれをヘブロンの谷たにからつかわしたので、彼かれはシケムに行いった。 15ひとりの人ひとが彼かれに会あい、彼かれが野のをさまよっていたので、その人ひとは彼かれに尋たずねて言いった、「あなたは何なにを捜さがしているのですか」。 16彼かれは言いった、「兄弟きょうだいたちを捜さがしているのです。彼かれらが、どこで羊ひつじを飼かっているのか、どうぞわたしに知しらせてください」。 17その人ひとは言いった、「彼かれらはここを去さりました。彼かれらが『ドタンへ行いこう』と言いうのをわたしは聞ききました」。そこでヨセフは兄弟きょうだいたちのあとを追おって行いって、ドタンで彼かれらに会あった。 18ヨセフが彼かれらに近ちかづかないうちに、彼かれらははるかにヨセフを見みて、これを殺ころそうと計はかり、 19互たがいに言いった、「あの夢見ゆめみる者ものがやって来くる。 20さあ、彼かれを殺ころして穴あなに投なげ入いれ、悪わるい獣けものが彼かれを食くったと言いおう。そして彼かれの夢ゆめがどうなるか見みよう」。 21ルベンはこれを聞きいて、ヨセフを彼かれらの手てから救すくい出だそうとして言いった、「われわれは彼かれの命いのちを取とってはならない」。 22ルベンはまた彼かれらに言いった、「血ちを流ながしてはいけない。彼かれを荒野あらののこの穴あなに投なげ入いれよう。彼かれに手てをくだしてはならない」。これはヨセフを彼かれらの手てから救すくいだして父ちちに返かえすためであった。 23さて、ヨセフが兄弟きょうだいたちのもとへ行いくと、彼かれらはヨセフの着物きもの、彼かれが着きていた長ながそでの着物きものをはぎとり、 24彼かれを捕とらえて穴あなに投なげ入いれた。その穴あなはからで、その中なかに水みずはなかった。
    


    
      25こうして彼かれらはすわってパンを食たべた。時ときに彼かれらが目めをあげて見みると、イシマエルびとの隊商たいしょうが、らくだに香料こうりょうと、乳香にゅうこうと、もつやくとを負おわせてエジプトへ下くだり行いこうとギレアデからやってきた。　　 26そこでユダは兄弟きょうだいたちに言いった、「われわれが弟おとうとを殺ころし、その血ちを隠かくして何なにの益えきがあろう。 27さあ、われわれは彼かれをイシマエルびとに売うろう。彼かれはわれわれの兄弟きょうだい、われわれの肉にく身みだから、彼かれに手てを下くだしてはならない」。兄弟きょうだいたちはこれを聞きき入いれた。 28時ときにミデアンびとの商人しょうにんたちが通とおりかかったので、彼かれらはヨセフを穴あなから引ひき上あげ、銀ぎん二十シケルでヨセフをイシマエルびとに売うった。彼かれらはヨセフをエジプトへ連つれて行いった。
    


    
      29さてルベンは穴あなに帰かえって見みたが、ヨセフが穴あなの中なかにいなかったので、彼かれは衣服いふくを裂さき、 30兄弟きょうだいたちのもとに帰かえって言いった、「あの子こはいない。ああ、わたしはどこへ行いくことができよう」。 31彼かれらはヨセフの着物きものを取とり、雄おやぎを殺ころして、着物きものをその血ちに浸ひたし、 32その長ながそでの着物きものを父ちちに持もち帰かえって言いった、「わたしたちはこれを見みつけましたが、これはあなたの子この着物きものか、どうか見みさだめてください」。 33父ちちはこれを見みさだめて言いった、「わが子この着物きものだ。悪わるい獣けものが彼かれを食くったのだ。確たしかにヨセフはかみ裂さかれたのだ」。 34そこでヤコブは衣服いふくを裂さき、荒布あらぬのを腰こしにまとって、長ながい間あいだその子このために嘆なげいた。 35子こらと娘むすめらとは皆みな立たって彼かれを慰なぐさめようとしたが、彼かれは慰なぐさめられるのを拒こばんで言いった、「いや、わたしは嘆なげきながら陰府よみに下くだって、わが子このもとへ行いこう」。こうして父ちちは彼かれのために泣ないた。 36さて、かのミデアンびとらはエジプトでパロの役人やくにん、侍衛じえい長ちょうポテパルにヨセフを売うった。
    

  


  


  
    第三十八章


    
      1そのころユダは兄弟きょうだいたちを離はなれて下くだり、アドラムびとで、名なをヒラという者ものの所ところへ行いった。 2ユダはその所ところで、名なをシュアというカナンびとの娘むすめを見みて、これをめとり、その所ところにはいった。 3彼女かのじょはみごもって男おとこの子こを産うんだので、ユダは名なをエルと名なづけた。 4彼女かのじょは再ふたたびみごもって男おとこの子こを産うみ、名なをオナンと名なづけた。 5また重かさねて、男おとこの子こを産うみ、名なをシラと名なづけた。彼女かのじょはこの男おとこの子こを産うんだとき、クジブにおった。 6ユダは長子ちょうしエルのために、名なをタマルという妻つまを迎むかえた。 7しかしユダの長子ちょうしエルは主しゅの前まえに悪わるい者ものであったので、主しゅは彼かれを殺ころされた。 8そこでユダはオナンに言いった、「兄あにの妻つまの所ところにはいって、彼女かのじょをめとり、兄あにに子供こどもを得えさせなさい」。 9しかしオナンはその子こが自分じぶんのものとならないのを知しっていたので、兄あにの妻つまの所ところにはいった時とき、兄あにに子こを得えさせないために地ちに洩もらした。 10彼かれのした事ことは主しゅの前まえに悪わるかったので、主しゅは彼かれをも殺ころされた。 11そこでユダはその子この妻つまタマルに言いった、「わたしの子こシラが成人せいじんするまで、寡婦かふのままで、あなたの父ちちの家いえにいなさい」。彼かれは、シラもまた兄弟きょうだいたちのように死しぬかもしれないと、思おもったからである。それでタマルは行いって父ちちの家いえにおった。
    


    
      12日ひがたってシュアの娘むすめユダの妻つまは死しんだ。その後のち、ユダは喪もを終おわってその友ともアドラムびとヒラと共ともにテムナに上のぼり、自分じぶんの羊ひつじの毛けを切きる者もののところへ行いった。 13時ときに、ひとりの人ひとがタマルに告つげて、「あなたのしゅうとが羊ひつじの毛けを切きるためにテムナに上のぼって来くる」と言いったので、 14彼女かのじょは寡婦かふの衣服いふくを脱ぬぎすて、被衣かずきで身みをおおい隠かくして、テムナへ行いく道みちのかたわらにあるエナイムの入口いりぐちにすわっていた。彼女かのじょはシラが成人せいじんしたのに、自分じぶんがその妻つまにされないのを知しったからである。 15ユダは彼女かのじょを見みたとき、彼女かのじょが顔かおをおおっていたため、遊女ゆうじょだと思おもい、 16道みちのかたわらで彼女かのじょに向むかって言いった、「さあ、あなたの所ところにはいらせておくれ」。彼かれはこの女おんながわが子この妻つまであることを知しらなかったからである。彼女かのじょは言いった、「わたしの所ところにはいるため、何なにをくださいますか」。 17ユダは言いった、「群むれのうちのやぎの子こをあなたにあげよう」。彼女かのじょは言いった、「それをくださるまで、しるしをわたしにくださいますか」。 18ユダは言いった、「どんなしるしをあげようか」。彼女かのじょは言いった、「あなたの印いんと紐ひもと、あなたの手てにあるつえとを」。彼かれはこれらを与あたえて彼女かのじょの所ところにはいった。彼女かのじょはユダによってみごもった。 19彼女かのじょは起おきて去さり、被衣かずきを脱ぬいで寡婦かふの衣服いふくを着きた。
    


    
      20やがてユダはその女おんなからしるしを取とりもどそうと、その友ともアドラムびとに託たくしてやぎの子こを送おくったけれども、その女おんなを見みいだせなかった。 21そこで彼かれはその所ところの人々ひとびとに尋たずねて言いった、「エナイムで道みちのかたわらにいた遊女ゆうじょはどこにいますか」。彼かれらは言いった、「ここには遊女ゆうじょはいません」。 22彼かれはユダのもとに帰かえって言いった、「わたしは彼女かのじょを見みいだせませんでした。またその所ところの人々ひとびとは、『ここには遊女ゆうじょはいない』と言いいました」。 23そこでユダは言いった、「女おんなに持もたせておこう。わたしたちは恥はじをかくといけないから。とにかく、わたしはこのやぎの子こを送おくったが、あなたは彼女かのじょを見みいだせなかったのだ」。
    


    
      24ところが三月がつほどたって、ひとりの人ひとがユダに言いった、「あなたの嫁よめタマルは姦淫かんいんしました。そのうえ、彼女かのじょは姦淫かんいんによってみごもりました」。ユダは言いった、「彼女かのじょを引ひき出だして焼やいてしまえ」。 25彼女かのじょは引ひき出だされた時とき、そのしゅうとに人ひとをつかわして言いった、「わたしはこれをもっている人ひとによって、みごもりました」。彼女かのじょはまた言いった、「どうか、この印いんと、紐ひもと、つえとはだれのものか、見定みさだめてください」。 26ユダはこれを見定みさだめて言いった、「彼女かのじょはわたしよりも正ただしい。わたしが彼女かのじょをわが子こシラに与あたえなかったためである」。彼かれは再ふたたび彼女かのじょを知しらなかった。
    


    
      27さて彼女かのじょの出産しゅっさんの時ときがきたが、胎内たいないには、ふたごがあった。 28出産しゅっさんの時ときに、ひとりの子こが手てを出だしたので、産婆さんばは、「これがさきに出でた」と言いい、緋ひの糸いとを取とって、その手てに結むすんだ。 29そして、その子こが手てをひっこめると、その弟おとうとが出でたので、「どうしてあなたは自分じぶんで破やぶって出でるのか」と言いった。これによって名なはペレヅと呼よばれた。 30その後のち、手てに緋ひの糸いとのある兄あにが出でたので、名なはゼラと呼よばれた。
    

  


  


  
    第三十九章


    
      1さてヨセフは連つれられてエジプトに下くだったが、パロの役人やくにんで侍衛じえい長ちょうであったエジプトびとポテパルは、彼かれをそこに連つれ下くだったイシマエルびとらの手てから買かい取とった。 2主しゅがヨセフと共ともにおられたので、彼かれは幸運こううんな者ものとなり、その主人しゅじんエジプトびとの家いえにおった。 3その主人しゅじんは主しゅが彼かれとともにおられることと、主しゅが彼かれの手てのすることをすべて栄さかえさせられるのを見みた。 4そこで、ヨセフは彼かれの前まえに恵めぐみを得え、そのそば近ちかく仕つかえた。彼かれはヨセフに家いえをつかさどらせ、持もち物ものをみな彼かれの手てにゆだねた。 5彼かれがヨセフに家いえとすべての持もち物ものをつかさどらせた時ときから、主しゅはヨセフのゆえにそのエジプトびとの家いえを恵めぐまれたので、主しゅの恵めぐみは彼かれの家いえと畑はたけとにあるすべての持もち物ものに及およんだ。 6そこで彼かれは持もち物ものをみなヨセフの手てにゆだねて、自分じぶんが食たべる物もののほかは、何なにをも顧かえりみなかった。
    


    
      さてヨセフは姿すがたがよく、顔かおが美うつくしかった。 7これらの事ことの後のち、主人しゅじんの妻つまはヨセフに目めをつけて言いった、「わたしと寝ねなさい」。 8ヨセフは拒こばんで、主人しゅじんの妻つまに言いった、「御ご主人しゅじんはわたしがいるので家いえの中なかの何なにをも顧かえりみず、その持もち物ものをみなわたしの手てにゆだねられました。 9この家いえにはわたしよりも大おおいなる者ものはありません。また御ご主人しゅじんはあなたを除のぞいては、何なにをもわたしに禁きんじられませんでした。あなたが御ご主人しゅじんの妻つまであるからです。どうしてわたしはこの大おおきな悪あくをおこなって、神かみに罪つみを犯おかすことができましょう」。 10彼女かのじょは毎日まいにちヨセフに言いい寄よったけれども、ヨセフは聞ききいれず、彼女かのじょと寝ねなかった。また共ともにいなかった。 11ある日ひヨセフが務つとめをするために家いえにはいった時とき、家いえの者ものがひとりもそこにいなかったので、 12彼女かのじょはヨセフの着物きものを捕とらえて、「わたしと寝ねなさい」と言いった。ヨセフは着物きものを彼女かのじょの手てに残のこして外そとにのがれ出でた。 13彼女かのじょはヨセフが着物きものを自分じぶんの手てに残のこして外そとにのがれたのを見みて、 14その家いえの者ものどもを呼よび、彼かれらに告つげて言いった、「主人しゅじんがわたしたちの所ところに連つれてきたヘブルびとは、わたしたちに戯たわむれます。彼かれはわたしと寝ねようとして、わたしの所ところにはいったので、わたしは大声おおごえで叫さけびました。 15彼かれはわたしが声こえをあげて叫さけぶのを聞きくと、着物きものをわたしの所ところに残のこして外そとにのがれ出でました」。 16彼女かのじょはその着物きものをかたわらに置おいて、主人しゅじんの帰かえって来くるのを待まった。 17そして彼女かのじょは次つぎのように主人しゅじんに告つげた、「あなたがわたしたちに連つれてこられたヘブルのしもべはわたしに戯たわむれようとして、わたしの所ところにはいってきました。 18わたしが声こえをあげて叫さけんだので、彼かれは着物きものをわたしの所ところに残のこして外そとにのがれました」。
    


    
      19主人しゅじんはその妻つまが「あなたのしもべは、わたしにこんな事ことをした」と告つげる言葉ことばを聞きいて、激はげしく怒いかった。 20そしてヨセフの主人しゅじんは彼かれを捕とらえて、王おうの囚人しゅうじんをつなぐ獄屋ごくやに投なげ入いれた。こうしてヨセフは獄屋ごくやの中なかにおったが、 21主しゅはヨセフと共ともにおられて彼かれにいつくしみを垂たれ、獄屋ごくや番ばんの恵めぐみをうけさせられた。 22獄屋ごくや番ばんは獄屋ごくやにおるすべての囚人しゅうじんをヨセフの手てにゆだねたので、彼かれはそこでするすべての事ことをおこなった。 23獄屋ごくや番ばんは彼かれの手てにゆだねた事ことはいっさい顧かえりみなかった。主しゅがヨセフと共ともにおられたからである。主しゅは彼かれのなす事ことを栄さかえさせられた。
    

  


  


  
    第四十章


    
      1これらの事ことの後のち、エジプト王おうの給仕きゅうじ役やくと料理りょうり役やくとがその主君しゅくんエジプト王おうに罪つみを犯おかした。 2パロはふたりの役人やくにん、すなわち給仕きゅうじ役やくの長ちょうと料理りょうり役やくの長ちょうに向むかって憤いきどおり、 3侍衛じえい長ちょうの家いえの監禁所かんきんじょ、すなわちヨセフがつながれている獄屋ごくやに入いれた。 4侍衛じえい長ちょうはヨセフに命めいじて彼かれらと共ともにおらせたので、ヨセフは彼かれらに仕つかえた。こうして彼かれらは監禁所かんきんじょで幾日いくにちかを過すごした。 5さて獄屋ごくやにつながれたエジプト王おうの給仕きゅうじ役やくと料理りょうり役やくのふたりは一夜いちやのうちにそれぞれ意味いみのある夢ゆめを見みた。 6ヨセフが朝あさ、彼かれらのところへ行いって見みると、彼かれらは悲かなしみに沈しずんでいた。 7そこでヨセフは自分じぶんと一緒いっしょに主人しゅじんの家いえの監禁所かんきんじょにいるパロの役人やくにんたちに尋たずねて言いった、「どうして、きょう、あなたがたの顔色かおいろが悪わるいのですか」。 8彼かれらは言いった、「わたしたちは夢ゆめを見みましたが、解といてくれる者ものがいません」。ヨセフは彼かれらに言いった、「解とくことは神かみによるのではありませんか。どうぞ、わたしに話はなしてください」。
    


    
      9給仕きゅうじ役やくの長ちょうはその夢ゆめをヨセフに話はなして言いった、「わたしが見みた夢ゆめで、わたしの前まえに一本ぽんのぶどうの木きがありました。 10そのぶどうの木きに三つの枝えだがあって、芽めを出だし、花はなが咲さき、ぶどうのふさが熟じゅくしました。 11時ときにわたしの手てに、パロの杯さかずきがあって、わたしはそのぶどうを取とり、それをパロの杯さかずきにしぼり、その杯さかずきをパロの手てにささげました」。 12ヨセフは言いった、「その解とき明あかしはこうです。三つの枝えだは三日かです。 13今いまから三日かのうちにパロはあなたの頭あたまを上あげて、あなたを元もとの役目やくめに返かえすでしょう。あなたはさきに給仕きゅうじ役やくだった時ときにされたように、パロの手てに杯さかずきをささげられるでしょう。 14それで、あなたがしあわせになられたら、わたしを覚おぼえていて、どうかわたしに恵めぐみを施ほどこし、わたしの事ことをパロに話はなして、この家いえからわたしを出だしてください。 15わたしは、実みはヘブルびとの地ちからさらわれてきた者ものです。またここでもわたしは地下ちかの獄屋ごくやに入いれられるような事ことはしなかったのです」。
    


    
      16料理りょうり役やくの長ちょうはその解とき明あかしの良よかったのを見みて、ヨセフに言いった、「わたしも夢ゆめを見みたが、白しろいパンのかごが三つ、わたしの頭あたまの上うえにあった。 17一番ばん上うえのかごには料理りょうり役やくがパロのために作つくったさまざまの食物しょくもつがあったが、鳥とりがわたしの頭あたまの上うえのかごからそれを食たべていた」。 18ヨセフは答こたえて言いった、「その解とき明あかしはこうです。三つのかごは三日かです。 19今いまから三日かのうちにパロはあなたの頭あたまを上あげ離はなして、あなたを木きに掛かけるでしょう。そして鳥とりがあなたの肉にくを食くい取とるでしょう」。
    


    
      20さて三日か目めはパロの誕生たんじょう日ひであったので、パロはすべての家来けらいのためにふるまいを設もうけ、家来けらいのうちの給仕きゅうじ役やくの長ちょうの頭あたまと、料理りょうり役やくの長ちょうの頭あたまを上あげた。 21すなわちパロは給仕きゅうじ役やくの長ちょうを給仕きゅうじ役やくの職しょくに返かえしたので、彼かれはパロの手てに杯さかずきをささげた。 22しかしパロは料理りょうり役やくの長ちょうを木きに掛かけた。ヨセフが彼かれらに解とき明あかしたとおりである。 23ところが、給仕きゅうじ役やくの長ちょうはヨセフを思おもい出ださず、忘わすれてしまった。
    

  


  


  
    第四十一章


    
      1二年ねんの後のちパロは夢ゆめを見みた。夢ゆめに、彼かれはナイル川かわのほとりに立たっていた。 2すると、その川かわから美うつくしい、肥こえ太ふとった七頭とうの雌牛めうしが上あがってきて葦あしを食くっていた。 3その後のち、また醜みにくい、やせ細ほそった他たの七頭とうの雌牛めうしが川かわから上あがってきて、川かわの岸きしにいた雌牛めうしのそばに立たち、 4その醜みにくい、やせ細ほそった雌牛めうしが、あの美うつくしい、肥こえた七頭とうの雌牛めうしを食くいつくした。ここでパロは目めが覚さめた。 5彼かれはまた眠ねむって、再ふたたび夢ゆめを見みた。夢ゆめに、一本ぽんの茎くきに太ふとった良よい七つの穂ほが出でてきた。 6その後のちまた、やせて、東風ひがしかぜに焼やけた七つの穂ほが出でてきて、 7そのやせた穂ほが、あの太ふとって実みのった七つの穂ほをのみつくした。ここでパロは目めが覚さめたが、それは夢ゆめであった。 8朝あさになって、パロは心こころが騒さわぎ、人ひとをつかわして、エジプトのすべての魔術まじゅつ師しとすべての知者ちしゃとを呼よび寄よせ、彼かれらに夢ゆめを告つげたが、これをパロに解とき明あかしうる者ものがなかった。
    


    
      9そのとき給仕きゅうじ役やくの長ちょうはパロに告つげて言いった、「わたしはきょう、自分じぶんのあやまちを思おもい出だしました。 10かつてパロがしもべらに向むかって憤いきどおり、わたしと料理りょうり役やくの長ちょうとを侍衛じえい長ちょうの家いえの監禁所かんきんじょにお入いれになった時とき、 11わたしも彼かれも一夜いちやのうちに夢ゆめを見み、それぞれ意味いみのある夢ゆめを見みましたが、 12そこに侍衛じえい長ちょうのしもべで、ひとりの若わかいヘブルびとがわれわれと共ともにいたので、彼かれに話はなしたところ、彼かれはわれわれの夢ゆめを解とき明あかし、その夢ゆめによって、それぞれ解とき明あかしをしました。 13そして彼かれが解とき明あかしたとおりになって、パロはわたしを職しょくに返かえし、彼かれを木きに掛かけられました」。
    


    
      14そこでパロは人ひとをつかわしてヨセフを呼よんだ。人々ひとびとは急いそいで彼かれを地下ちかの獄屋ごくやから出だした。ヨセフは、ひげをそり、着物きものを着替きがえてパロのもとに行いった。 15パロはヨセフに言いった、「わたしは夢ゆめを見みたが、これを解とき明あかす者ものがない。聞きくところによると、あなたは夢ゆめを聞きいて、解とき明あかしができるそうだ」。 16ヨセフはパロに答こたえて言いった、「いいえ、わたしではありません。神かみがパロに平安へいあんをお告つげになりましょう」。 17パロはヨセフに言いった、「夢ゆめにわたしは川かわの岸きしに立たっていた。 18その川かわから肥こえ太ふとった、美うつくしい七頭とうの雌牛めうしが上あがってきて葦あしを食くっていた。 19その後のち、弱よわく、非常ひじょうに醜みにくい、やせ細ほそった他たの七頭とうの雌牛めうしがまた上うえがってきた。わたしはエジプト全国ぜんこくで、このような醜みにくいものをまだ見みたことがない。 20ところがそのやせた醜みにくい雌牛めうしが、初はじめの七頭とうの肥こえた雌牛めうしを食くいつくしたが、 21腹はらにはいっても、腹はらにはいった事ことが知しれず、やはり初はじめのように醜みにくかった。ここでわたしは目めが覚さめた。 22わたしはまた夢ゆめをみた。一本ぽんの茎くきに七つの実みった良よい穂ほが出でてきた。 23その後のち、やせ衰おとろえて、東風ひがしかぜに焼やけた七つの穂ほが出でてきたが、 24そのやせた穂ほが、あの七つの良よい穂ほをのみつくした。わたしは魔術まじゅつ師しに話はなしたが、わたしにそのわけを示しめしうる者ものはなかった」。
    


    
      25ヨセフはパロに言いった、「パロの夢ゆめは一つです。神かみがこれからしようとすることをパロに示しめされたのです。 26七頭とうの良よい雌牛めうしは七年ねんです。七つの良よい穂ほも七年ねんで、夢ゆめは一つです。 27あとに続つづいて、上あがってきた七頭とうのやせた醜みにくい雌牛めうしは七年ねんで、東風ひがしかぜに焼やけた実みの入いらない七つの穂ほは七年ねんのききんです。 28わたしがパロに申もうし上あげたように、神かみがこれからしようとすることをパロに示しめされたのです。 29エジプト全国ぜんこくに七年ねんの大だい豊作ほうさくがあり、 30その後のち七年ねんのききんが起おこり、その豊作ほうさくはみなエジプトの国くにで忘わすれられて、そのききんは国くにを滅ほろぼすでしょう。 31後のちに来くるそのききんが、非常ひじょうに激はげしいから、その豊作ほうさくは国くにのうちで記憶きおくされなくなるでしょう。 32パロが二度ど重かさねて夢ゆめを見みられたのは、この事ことが神かみによって定さだめられ、神かみがすみやかにこれをされるからです。 33それゆえパロは今いま、さとく、かつ賢かしこい人ひとを尋たずね出だしてエジプトの国くにを治おさめさせなさい。 34パロはこうして国中くにぢゅうに監督かんとくを置おき、その七年ねんの豊作ほうさくのうちに、エジプトの国くにの産物さんぶつの五分ぶんの一を取とり、 35続つづいて来くる良よい年々ねんねんのすべての食糧しょくりょうを彼かれらに集あつめさせ、穀物こくもつを食糧しょくりょうとして、パロの手てで町々まちまちにたくわえ守まもらせなさい。 36こうすれば食糧しょくりょうは、エジプトの国くにに臨のぞむ七年ねんのききんに備そなえて、この国くにのためにたくわえとなり、この国くにはききんによって滅ほろびることがないでしょう」。
    


    
      37この事ことはパロとそのすべての家来けらいたちの目めにかなった。 38そこでパロは家来けらいたちに言いった、「われわれは神かみの霊れいをもつこのような人ひとを、ほかに見みいだし得えようか」。 39またパロはヨセフに言いった、「神かみがこれを皆みなあなたに示しめされた。あなたのようにさとく賢かしこい者ものはない。 40あなたはわたしの家いえを治おさめてください。わたしの民たみはみなあなたの言葉ことばに従したがうでしょう。わたしはただ王おうの位くらいでだけあなたにまさる」。 41パロは更さらにヨセフに言いった、「わたしはあなたをエジプト全国ぜんこくのつかさとする」。 42そしてパロは指輪ゆびわを手てからはずして、ヨセフの手てにはめ、亜麻あま布ぬのの衣服いふくを着きせ、金きんの鎖くさりをくびにかけ、 43自分じぶんの第だい二の車くるまに彼かれを乗のせ、「ひざまずけ」とその前まえに呼よばわらせ、こうして彼かれをエジプト全国ぜんこくのつかさとした。 44ついでパロはヨセフに言いった、「わたしはパロである。あなたの許ゆるしがなければエジプト全国ぜんこくで、だれも手足てあしを上あげることはできない」。 45パロはヨセフの名なをザフナテ・パネアと呼よび、オンの祭司さいしポテペラの娘むすめアセナテを妻つまとして彼かれに与あたえた。ヨセフはエジプトの国くにを巡めぐった。
    


    
      46ヨセフがエジプトの王おうパロの前まえに立たった時ときは三十歳さいであった。ヨセフはパロの前まえを出でて、エジプト全国ぜんこくをあまねく巡めぐった。 47さて七年ねんの豊作ほうさくのうちに地ちは豊ゆたかに物ものを産さんした。 48そこでヨセフはエジプトの国くににできたその七年間ねんかんの食糧しょくりょうをことごとく集あつめ、その食糧しょくりょうを町々まちまちに納おさめさせた。すなわち町まちの周囲しゅういにある畑はたけの食糧しょくりょうをその町まちの中なかに納おさめさせた。 49ヨセフは穀物こくもつを海うみの砂すなのように、非常ひじょうに多おおくたくわえ、量はかりきれなくなったので、ついに量はかることをやめた。
    


    
      50ききんの年としの来くる前まえにヨセフにふたりの子こが生うまれた。これらはオンの祭司さいしポテペラの娘むすめアセナテが産うんだのである。 51ヨセフは長子ちょうしの名なをマナセと名なづけて言いった、「神かみがわたしにすべての苦難くなんと父ちちの家いえのすべての事ことを忘わすれさせられた」。 52また次つぎの子この名なをエフライムと名なづけて言いった、「神かみがわたしを悩なやみの地ちで豊ゆたかにせられた」。
    


    
      53エジプトの国くににあった七年ねんの豊作ほうさくが終おわり、 54ヨセフの言いったように七年ねんのききんが始はじまった。そのききんはすべての国くににあったが、エジプト全国ぜんこくには食物しょくもつがあった。 55やがてエジプト全国ぜんこくが飢うえた時とき、民たみはパロに食物しょくもつを叫さけび求もとめた。そこでパロはすべてのエジプトびとに言いった、「ヨセフのもとに行いき、彼かれの言いうようにせよ」。 56ききんが地ちの全面ぜんめんにあったので、ヨセフはすべての穀倉こくぐらを開ひらいて、エジプトびとに売うった。ききんはますますエジプトの国くにに激はげしくなった。 57ききんが全ぜん地ちに激はげしくなったので、諸国しょこくの人々ひとびとがエジプトのヨセフのもとに穀物こくもつを買かうためにきた。
    

  


  


  
    第四十二章


    
      1ヤコブはエジプトに穀物こくもつがあると知しって、むすこたちに言いった、「あなたがたはなぜ顔かおを見合みあわせているのですか」。 2また言いった、「エジプトに穀物こくもつがあるということだが、あなたがたはそこへ下くだって行いって、そこから、われわれのため穀物こくもつを買かってきなさい。そうすれば、われわれは生いきながらえて、死しを免まぬかれるであろう」。 3そこでヨセフの十人にんの兄弟きょうだいは穀物こくもつを買かうためにエジプトへ下くだった。 4しかし、ヤコブはヨセフの弟おとうとベニヤミンを兄弟きょうだいたちと一緒いっしょにやらなかった。彼かれが災わざわいに会あうのを恐おそれたからである。 5こうしてイスラエルの子こらは穀物こくもつを買かおうと人々ひとびとに交まじってやってきた。カナンの地ちにききんがあったからである。
    


    
      6ときにヨセフは国くにのつかさであって、国くにのすべての民たみに穀物こくもつを売うることをしていた。ヨセフの兄弟きょうだいたちはきて、地ちにひれ伏ふし、彼かれを拝はいした。 7ヨセフは兄弟きょうだいたちを見みて、それと知しったが、彼かれらに向むかっては知しらぬ者もののようにし、荒々あらあらしく語かたった。すなわち彼かれらに言いった、「あなたがたはどこからきたのか」。彼かれらは答こたえた、「食糧しょくりょうを買かうためにカナンの地ちからきました」。 8ヨセフは、兄弟きょうだいたちであるのを知しっていたが、彼かれらはヨセフとは知しらなかった。 9ヨセフはかつて彼かれらについて見みた夢ゆめを思おもい出だして、彼かれらに言いった、「あなたがたは回まわし者もので、この国くにのすきをうかがうためにきたのです」。 10彼かれらはヨセフに答こたえた、「いいえ、わが主しゅよ、しもべらはただ食糧しょくりょうを買かうためにきたのです。 11われわれは皆みな、ひとりの人ひとの子こで、真実しんじつな者ものです。しもべらは回まわし者ものではありません」。 12ヨセフは彼かれらに言いった、「いや、あなたがたはこの国くにのすきをうかがうためにきたのです」。 13彼かれらは言いった、「しもべらは十二人にん兄弟きょうだいで、カナンの地ちにいるひとりの人ひとの子こです。末すえの弟おとうとは今いま、父ちちと一緒いっしょにいますが、他たのひとりはいなくなりました」。 14ヨセフは彼かれらに言いった、「わたしが言いったとおり、あなたがたは回まわし者ものです。 15あなたがたをこうしてためしてみよう。パロのいのちにかけて誓ちかいます。末すえの弟おとうとがここにこなければ、あなたがたはここを出でることはできません。 16あなたがたのひとりをやって弟おとうとを連つれてこさせなさい。それまであなたがたをつないでおいて、あなたがたに誠実せいじつがあるかどうか、あなたがたの言葉ことばをためしてみよう。パロのいのちにかけて誓ちかいます。あなたがたは確たしかに回まわし者ものです」。 17ヨセフは彼かれらをみな一緒いっしょに三日かの間あいだ、監禁所かんきんじょに入いれた。
    


    
      18三日か目めにヨセフは彼かれらに言いった、「こうすればあなたがたは助たすかるでしょう。わたしは神かみを恐おそれます。 19もしあなたがたが真実しんじつな者ものなら、兄弟きょうだいのひとりをあなたがたのいる監禁所かんきんじょに残のこし、あなたがたは穀物こくもつを携たずさえて行いって、家族かぞくの飢うえを救すくいなさい。 20そして末すえの弟おとうとをわたしのもとに連つれてきなさい。そうすればあなたがたの言葉ことばのほんとうであることがわかって、死しを免まぬかれるでしょう」。彼かれらはそのようにした。 21彼かれらは互たがいに言いった、「確たしかにわれわれは弟おとうとの事ことで罪つみがある。彼かれがしきりに願ねがった時とき、その心こころの苦くるしみを見みながら、われわれは聞きき入いれなかった。それでこの苦くるしみに会あうのだ」。 22ルベンが彼かれらに答こたえて言いった、「わたしはあなたがたに、この子供こどもに罪つみを犯おかすなと言いったではないか。それにもかかわらず、あなたがたは聞きき入いれなかった。それで彼かれの血ちの報むくいを受うけるのです」。 23彼かれらはヨセフが聞ききわけているのを知しらなかった。相互そうごの間あいだに通訳者つうやくしゃがいたからである。 24ヨセフは彼かれらを離はなれて行いって泣なき、また帰かえってきて彼かれらと語かたり、そのひとりシメオンを捕とらえて、彼かれらの目めの前まえで縛しばった。 25そしてヨセフは人々ひとびとに命めいじて、彼かれらの袋ふくろに穀物こくもつを満みたし、めいめいの銀ぎんを袋ふくろに返かえし、道中どうちゅうの食料しょくりょうを与あたえさせた。ヨセフはこのように彼かれらにした。
    


    
      26彼かれらは穀物こくもつをろばに負おわせてそこを去さった。 27そのひとりが宿やどで、ろばに飼葉かいばをやるため袋ふくろをあけて見みると、袋ふくろの口くちに自分じぶんの銀ぎんがあった。 28彼かれは兄弟きょうだいたちに言いった、「わたしの銀ぎんは返かえしてある。しかも見みよ、それは袋ふくろの中なかにある」。そこで彼かれらは非常ひじょうに驚おどろき、互たがいに震ふるえながら言いった、「神かみがわれわれにされたこのことは何事なにごとだろう」。
    


    
      29こうして彼かれらはカナンの地ちにいる父ちちヤコブのもとに帰かえり、その身みに起たった事ことをことごとく告つげて言いった、 30「あの国くにの君きみは、われわれに荒々あらあらしく語かたり、国くにをうかがう回まわし者ものだと言いいました。 31われわれは彼かれに答こたえました、『われわれは真実しんじつな者ものであって回まわし者ものではない。 32われわれは十二人にん兄弟きょうだいで、同おなじ父ちちの子こである。ひとりはいなくなり、末すえの弟おとうとは今いま父ちちと共ともにカナンの地ちにいる』。 33その国くにの君きみであるその人ひとはわれわれに言いいました、『わたしはこうしてあなたがたの真実しんじつな者ものであるのを知しろう。あなたがたは兄弟きょうだいのひとりをわたしのもとに残のこし、穀物こくもつを携たずさえて行いって、家族かぞくの飢うえを救すくいなさい。 34そして末すえの弟おとうとをわたしのもとに連つれてきなさい。そうすればあなたがたが回まわし者ものではなく、真実しんじつな者ものであるのを知しって、あなたがたの兄弟きょうだいを返かえし、この国くにであなたがたに取引とりひきさせましょう』」。
    


    
      35彼かれらが袋ふくろのものを出だして見みると、めいめいの金かね包つつみが袋ふくろの中なかにあったので、彼かれらも父ちちも金かね包つつみを見みて恐おそれた。 36父ちちヤコブは彼かれらに言いった、「あなたがたはわたしに子こを失うしなわせた。ヨセフはいなくなり、シメオンもいなくなった。今度こんどはベニヤミンをも取とり去さる。これらはみなわたしの身みにふりかかって来くるのだ」。 37ルベンは父ちちに言いった、「もしわたしが彼かれをあなたのもとに連つれて帰かえらなかったら、わたしのふたりの子こを殺ころしてください。ただ彼かれをわたしの手てにまかせてください。わたしはきっと、あなたのもとに彼かれを連つれて帰かえります」。 38ヤコブは言いった、「わたしの子こはあなたがたと共ともに下くだって行いってはならない。彼かれの兄あには死しに、ただひとり彼かれが残のこっているのだから。もしあなたがたの行いく道みちで彼かれが災わざわいに会あえば、あなたがたは、しらがのわたしを悲かなしんで陰府よみに下くだらせるであろう」。
    

  


  


  
    第四十三章


    
      1ききんはその地ちに激はげしかった。 2彼かれらがエジプトから携たずさえてきた穀物こくもつを食くい尽つくした時とき、父ちちは彼かれらに言いった、「また行いって、われわれのために少すこしの食糧しょくりょうを買かってきなさい」。 3ユダは父ちちに答こたえて言いった、「あの人ひとはわれわれをきびしく戒いましめて、弟おとうとが一緒いっしょでなければ、わたしの顔かおを見みてはならないと言いいました。 4もしあなたが弟おとうとをわれわれと一緒いっしょにやってくださるなら、われわれは下くだって行いって、あなたのために食糧しょくりょうを買かってきましょう。 5しかし、もし彼かれをやられないなら、われわれは下くだって行いきません。あの人ひとがわれわれに、弟おとうとが一緒いっしょでなければわたしの顔かおを見みてはならないと言いったのですから」。 6イスラエルは言いった、「なぜ、もうひとりの弟おとうとがあるとあの人ひとに言いって、わたしを苦くるしめるのか」。 7彼かれらは言いった、「あの人ひとがわれわれと一族いちぞくとのことを問といただして、父ちちはまだ生いきているか、もうひとりの弟おとうとがあるかと言いったので、問とわれるままに答こたえましたが、その人ひとが、弟おとうとを連つれてこいと言いおうとは、どうして知しることができたでしょう」。 8ユダは父ちちイスラエルに言いった、「あの子こをわたしと一緒いっしょにやってくだされば、われわれは立たって行いきましょう。そしてわれわれもあなたも、われわれの子供こどもらも生いきながらえ、死しを免まぬかれましょう。 9わたしが彼かれの身みを請うけ合あいます。わたしの手てから彼かれを求もとめなさい。もしわたしが彼かれをあなたのもとに連つれ帰かえって、あなたの前まえに置おかなかったら、わたしはあなたに対たいして永久えいきゅうに罪つみを負おいましょう。 10もしわれわれがこんなにためらわなかったら、今いまごろは二度ども行いってきたでしょう」。
    


    
      11父ちちイスラエルは彼かれらに言いった、「それではこうしなさい。この国くにの名産めいさんを器うつわに入いれ、携たずさえ下くだってその人ひとに贈おくり物ものにしなさい。すなわち少すこしの乳香にゅうこう、少すこしの蜜みつ、香料こうりょう、もつやく、ふすだしう、あめんどう。 12そしてその上うえに、倍額ばいがくの銀ぎんを手てに持もって行いきなさい。また袋ふくろの口くちに返かえしてあった銀ぎんは持もって行いって返かえしなさい。たぶんそれは誤あやまりであったのでしょう。 13弟おとうとも連つれ、立たって、またその人ひとの所ところへ行いきなさい。 14どうか全能ぜんのうの神かみがその人ひとの前まえであなたがたをあわれみ、もうひとりの兄弟きょうだいとベニヤミンとを、返かえさせてくださるように。もしわたしが子こを失うしなわなければならないのなら、失うしなってもよい」。 15そこでその人々ひとびとは贈おくり物ものを取とり、また倍額ばいがくの銀ぎんを携たずさえ、ベニヤミンを連つれ、立たってエジプトへ下くだり、ヨセフの前まえに立たった。
    


    
      16ヨセフはベニヤミンが彼かれらと共ともにいるのを見みて、家いえづかさに言いった、「この人々ひとびとを家いえに連つれて行いき、獣けものをほふって、したくするように。この人々ひとびとは昼ひる、わたしと一緒いっしょに食事しょくじをします」。 17その人ひとはヨセフの言いったようにして、この人々ひとびとをヨセフの家いえへ連つれて行いった。 18ところがこの人々ひとびとはヨセフの家いえへ連つれて行いかれたので恐おそれて言いった、「初はじめの時ときに袋ふくろに返かえしてあったあの銀ぎんのゆえに、われわれを引ひき入いれたのです。そしてわれわれを襲おそい、攻せめ、捕とらえて奴隷どれいとし、われわれのろばをも奪うばうのです」。 19彼かれらはヨセフの家いえづかさに近ちかづいて、家いえの入口いりぐちで、言いった、 20「ああ、わが主しゅよ、われわれは最初さいしょ、食糧しょくりょうを買かうために下くだってきたのです。 21ところが宿やどに行いって袋ふくろをあけて見みると、めいめいの銀ぎんは袋ふくろの口くちにあって、銀ぎんの重おもさは元もとのままでした。それでわれわれはそれを持もって参まいりました。 22そして食糧しょくりょうを買かうために、ほかの銀ぎんをも持もって下くだってきました。われわれの銀ぎんを袋ふくろに入いれた者ものが、だれであるかは分わかりません」。 23彼かれは言いった、「安心あんしんしなさい。恐おそれてはいけません。その宝たからはあなたがたの神かみ、あなたがたの父ちちの神かみが、あなたがたの袋ふくろに入いれてあなたがたに賜たまわったのです。あなたがたの銀ぎんはわたしが受うけ取とりました」。そして彼かれはシメオンを彼かれらの所ところへ連つれてきた。 24こうしてその人ひとはこの人々ひとびとをヨセフの家いえへ導みちびき、水みずを与あたえて足あしを洗あらわせ、また、ろばに飼葉かいばを与あたえた。 25彼かれらはその所ところで食事しょくじをするのだと聞きき、贈おくり物ものを整ととのえて、昼ひるにヨセフの来くるのを待まった。
    


    
      26さてヨセフが家いえに帰かえってきたので、彼かれらはその家いえに携たずさえてきた贈おくり物ものをヨセフにささげ、地ちに伏ふして、彼かれを拝はいした。 27ヨセフは彼かれらの安否あんぴを問とうて言いった、「あなたがたの父ちち、あなたがたがさきに話はなしていたその老人ろうじんは無事ぶじですか。なお生いきながらえておられますか」。 28彼かれらは答こたえた、「あなたのしもべ、われわれの父ちちは無事ぶじで、なお生いきながらえています」。そして彼かれらは、頭とうをさげて拝はいした。 29ヨセフは目めをあげて同おなじ母ははの子こである弟おとうとベニヤミンを見みて言いった、「これはあなたがたが前まえにわたしに話はなした末すえの弟おとうとですか」。また言いった、「わが子こよ、どうか神かみがあなたを恵めぐまれるように」。 30ヨセフは弟おとうとなつかしさに心こころがせまり、急いそいで泣なく場所ばしょをたずね、へやにはいって泣ないた。 31やがて彼かれは顔かおを洗あらって出でてきた。そして自分じぶんを制せいして言いった、「食事しょくじにしよう」。 32そこでヨセフはヨセフ、彼かれらは彼かれら、陪食ばいしょくのエジプトびとはエジプトびと、と別々べつべつに席せきに着ついた。エジプトびとはヘブルびとと共ともに食事しょくじすることができなかった。それはエジプトびとの忌いむところであったからである。 33こうして彼かれらはヨセフの前まえに、長子ちょうしは長子ちょうしとして、弟おとうとは弟おとうととしてすわらせられたので、その人々ひとびとは互たがいに驚おどろいた。 34またヨセフの前まえから、めいめいの分ぶんが運はこばれたが、ベニヤミンの分ぶんは他たのいずれの者ものの分ぶんよりも五倍ばい多おおかった。こうして彼かれらは飲のみ、ヨセフと共ともに楽たのしんだ。
    

  


  


  
    第四十四章


    
      1さてヨセフは家いえづかさに命めいじて言いった、「この人々ひとびとの袋ふくろに、運はこべるだけ多おおくの食糧しょくりょうを満みたし、めいめいの銀ぎんを袋ふくろの口くちに入いれておきなさい。 2またわたしの杯さかずき、銀ぎんの杯さかずきをあの年下とししたの者ものの袋ふくろの口くちに、穀物こくもつの代金だいきんと共ともに入いれておきなさい」。家いえづかさはヨセフの言葉ことばのとおりにした。 3夜よが明あけると、その人々ひとびとと、ろばとは送おくり出だされたが、 4町まちを出でて、まだ遠とおくへ行いかないうちに、ヨセフは家いえづかさに言いった、「立たって、あの人々ひとびとのあとを追おいなさい。追おいついて、彼かれらに言いいなさい、『あなたがたはなぜ悪あくをもって善ぜんに報むくいるのですか。なぜわたしの銀ぎんの杯さかずきを盗ぬすんだのですか。 5これはわたしの主人しゅじんが飲のむ時ときに使つかい、またいつも占うらないに用もちいるものではありませんか。あなたがたのした事ことは悪わるいことです』」。
    


    
      6家いえづかさが彼かれらに追おいついて、これらの言葉ことばを彼かれらに告つげたとき、 7彼かれらは言いった、「わが主しゅは、どうしてそのようなことを言いわれるのですか。しもべらは決けっしてそのようなことはいたしません。 8袋ふくろの口くちで見みつけた銀ぎんでさえ、カナンの地ちからあなたの所ところに持もち帰かえったほどです。どうして、われわれは御ご主人しゅじんの家いえから銀ぎんや金きんを盗ぬすみましょう。 9しもべらのうちのだれの所ところでそれが見みつかっても、その者ものは死しに、またわれわれはわが主しゅの奴隷どれいとなりましょう」。 10家いえづかさは言いった、「それではあなたがたの言葉ことばのようにしよう。杯さかずきの見みつかった者ものはわたしの奴隷どれいとならなければならない。ほかの者ものは無罪むざいです」。 11そこで彼かれらは、めいめい急いそいで袋ふくろを地ちにおろし、ひとりひとりその袋ふくろを開ひらいた。 12家いえづかさは年上としうえから捜さがし始はじめて年下とししたに終おわったが、杯さかずきはベニヤミンの袋ふくろの中なかにあった。 13そこで彼かれらは衣服いふくを裂さき、おのおの、ろばに荷にを負おわせて町まちに引ひき返かえした。
    


    
      14ユダと兄弟きょうだいたちとは、ヨセフの家いえにはいったが、ヨセフがなおそこにいたので、彼かれらはその前まえで地ちにひれ伏ふした。 15ヨセフは彼かれらに言いった、「あなたがたのこのしわざは何事なにごとですか。わたしのような人ひとは、必かならず占うらない当あてることを知しらないのですか」。 16ユダは言いった、「われわれはわが主しゅに何なにを言いい、何なにを述のべ得えましょう。どうしてわれわれは身みの潔白けっぱくをあらわし得えましょう。神かみがしもべらの罪つみをあばかれました。われわれと、杯さかずきを持もっていた者ものとは共ともにわが主しゅの奴隷どれいとなりましょう」。 17ヨセフは言いった、「わたしは決けっしてそのようなことはしない。杯さかずきを持もっている者ものだけがわたしの奴隷どれいとならなければならない。ほかの者ものは安全あんぜんに父ちちのもとへ上のぼって行いきなさい」。
    


    
      18この時ときユダは彼かれに近ちかづいて言いった、「ああ、わが主しゅよ、どうぞわが主しゅの耳みみにひとこと言いわせてください。しもべをおこらないでください。あなたはパロのようなかたです。 19わが主しゅはしもべらに尋たずねて、『父ちちがあるか、また弟おとうとがあるか』と言いわれたので、 20われわれはわが主しゅに言いいました、『われわれには老齢ろうれいの父ちちがあり、また年寄としより子この弟おとうとがあります。その兄あには死しんで、同おなじ母ははの子こで残のこっているのは、ただこれだけですから父ちちはこれを愛あいしています』。 21その時ときあなたはしもべらに言いわれました、『その者ものをわたしの所ところへ連つれてきなさい。わたしはこの目めで彼かれを見みよう』。 22われわれはわが主しゅに言いいました。『その子こ供ともは父ちちを離はなれることができません。もし父ちちを離はなれたら父ちちは死しぬでしょう』。 23しかし、あなたはしもべらに言いわれました、『末すえの弟おとうとが一緒いっしょに下くだってこなければ、おまえたちは再ふたたびわたしの顔かおを見みることはできない』。 24それであなたのしもべである父ちちのもとに上のぼって、わが主しゅの言葉ことばを彼かれに告つげました。 25ところで、父ちちが『おまえたちは再ふたたび行いって、われわれのために少すこしの食糧しょくりょうを買かってくるように』と言いったので、 26われわれは言いいました、『われわれは下くだって行いけません。もし末すえの弟おとうとが一緒いっしょであれば行いきましょう。末すえの弟おとうとが一緒いっしょでなければ、あの人ひとの顔かおを見みることができません』。 27あなたのしもべである父ちちは言いいました、『おまえたちの知しっているとおり、妻つまはわたしにふたりの子こを産うんだ。 28ひとりは外そとへ出でたが、きっと裂さき殺ころされたのだと思おもう。わたしは今いまになっても彼かれを見みない。 29もしおまえたちがこの子こをもわたしから取とって行いって、彼かれが災わざわいに会あえば、おまえたちは、しらがのわたしを悲かなしんで陰府よみに下くだらせるであろう』。 30わたしがあなたのしもべである父ちちのもとに帰かえって行いくとき、もしこの子供こどもが一緒いっしょにいなかったら、どうなるでしょう。父ちちの魂たましいは子供こどもの魂たましいに結むすばれているのです。 31この子供こどもがわれわれと一緒いっしょにいないのを見みたら、父ちちは死しぬでしょう。そうすればしもべらは、あなたのしもべであるしらがの父ちちを悲かなしんで陰府よみに下くだらせることになるでしょう。 32しもべは父ちちにこの子供こどもの身みを請うけ合あって『もしわたしがこの子こをあなたのもとに連つれ帰かえらなかったら、わたしは父ちちに対たいして永久えいきゅうに罪つみを負おいましょう』と言いったのです。 33どうか、しもべをこの子供こどもの代かわりに、わが主しゅの奴隷どれいとしてとどまらせ、この子供こどもを兄弟きょうだいたちと一緒いっしょに上のぼり行いかせてください、 34この子供こどもを連つれずに、どうしてわたしは父ちちのもとに上のぼり行いくことができましょう。父ちちが災わざわいに会あうのを見みるに忍しのびません」。
    

  


  


  
    第四十五章


    
      1そこでヨセフはそばに立たっているすべての人ひとの前まえで、自分じぶんを制せいしきれなくなったので、「人ひとは皆みなここから出でてください」と呼よばわった。それゆえヨセフが兄弟きょうだいたちに自分じぶんのことを明あかした時とき、ひとりも彼かれのそばに立たっている者ものはなかった。 2ヨセフは声こえをあげて泣ないた。エジプトびとはこれを聞きき、パロの家いえもこれを聞きいた。 3ヨセフは兄弟きょうだいたちに言いった、「わたしはヨセフです。父ちちはまだ生いきながらえていますか」。兄弟きょうだいたちは答こたえることができなかった。彼かれらは驚おどろき恐おそれたからである。
    


    
      4ヨセフは兄弟きょうだいたちに言いった、「わたしに近寄ちかよってください」。彼かれらが近寄ちかよったので彼かれは言いった、「わたしはあなたがたの弟おとうとヨセフです。あなたがたがエジプトに売うった者ものです。 5しかしわたしをここに売うったのを嘆なげくことも、悔くやむこともいりません。神かみは命いのちを救すくうために、あなたがたよりさきにわたしをつかわされたのです。 6この二年ねんの間あいだ、国中くにぢゅうにききんがあったが、なお五年ねんの間あいだは耕たがやすことも刈かり入いれることもないでしょう。 7神かみは、あなたがたのすえを地ちに残のこすため、また大おおいなる救すくいをもってあなたがたの命いのちを助たすけるために、わたしをあなたがたよりさきにつかわされたのです。 8それゆえわたしをここにつかわしたのはあなたがたではなく、神かみです。神かみはわたしをパロの父ちちとし、その全家ぜんかの主しゅとし、またエジプト全国ぜんこくのつかさとされました。 9あなたがたは父ちちのもとに急いそぎ上のぼって言いいなさい、『あなたの子こヨセフが、こう言いいました。神かみがわたしをエジプト全国ぜんこくの主しゅとされたから、ためらわずにわたしの所ところへ下くだってきなさい。 10あなたはゴセンの地ちに住すみ、あなたも、あなたの子こらも、孫まごたちも、羊ひつじも牛うしも、その他たのものもみな、わたしの近ちかくにおらせます。 11ききんはなお五年ねんつづきますから、あなたも、家族かぞくも、その他たのものも、みな困こまらないように、わたしはそこで養やしないましょう』。 12あなたがたと弟おとうとベニヤミンが目めに見みるとおり、あなたがたに口くちずから語かたっているのはこのわたしです。 13あなたがたはエジプトでの、わたしのいっさいの栄さかえと、あなたがたが見みるいっさいの事ことをわたしの父ちちに告つげ、急いそいでわたしの父ちちをここへ連つれ下くだりなさい」。 14そしてヨセフは弟おとうとベニヤミンのくびを抱だいて泣なき、ベニヤミンも彼かれのくびを抱だいて泣ないた。 15またヨセフはすべての兄弟きょうだいたちに口くちづけし、彼かれらを抱だいて泣ないた。そして後のち、兄弟きょうだいたちは彼かれと語かたった。
    


    
      16時ときに、「ヨセフの兄弟きょうだいたちがきた」と言いううわさがパロの家いえに聞きこえたので、パロとその家来けらいたちとは喜よろこんだ。 17パロはヨセフに言いった、「兄弟きょうだいたちに言いいなさい、『あなたがたは、こうしなさい。獣けものに荷にを負おわせてカナンの地ちへ行いき、 18父ちちと家族かぞくとを連つれてわたしのもとへきなさい。わたしはあなたがたに、エジプトの地ちの良よい物ものを与あたえます。あなたがたは、この国くにの最もっとも良よいものを食たべるでしょう』。 19また彼かれらに命めいじなさい、『あなたがたは、こうしなさい。幼おさな子ごたちと妻つまたちのためにエジプトの地ちから車くるまをもって行いき、父ちちを連つれてきなさい。 20家財かざいに心こころを引ひかれてはなりません。エジプト全国ぜんこくの良よい物ものは、あなたがたのものだからです』」。
    


    
      21イスラエルの子こらはそのようにした。ヨセフはパロの命いのちに従したがって彼かれらに車くるまを与あたえ、また途中とちゅうの食料しょくりょうをも与あたえた。 22まためいめいに晴着はれぎを与あたえたが、ベニヤミンには銀ぎん三百シケルと晴着はれぎ五着ちゃくとを与あたえた。 23また彼かれは父ちちに次つぎのようなものを贈おくった。すなわちエジプトの良よい物ものを負おわせたろば十頭とうと、穀物こくもつ、パン及および父ちちの道中どうちゅうの食料しょくりょうを負おわせた雌めろば十頭とう。 24こうしてヨセフは兄弟きょうだいたちを送おくり去さらせ、彼かれらに言いった、「途中とちゅうで争あらそってはなりません」。 25彼かれらはエジプトから上のぼってカナンの地ちに入いり、父ちちヤコブのもとへ行いって、 26彼かれに言いった、「ヨセフはなお生いきていてエジプト全国ぜんこくのつかさです」。ヤコブは気きが遠とおくなった。彼かれらの言いうことが信しんじられなかったからである。 27そこで彼かれらはヨセフが語かたった言葉ことばを残のこらず彼かれに告つげた。父ちちヤコブはヨセフが自分じぶんを乗のせるために送おくった車くるまを見みて元もと気きづいた。 28そしてイスラエルは言いった、「満足まんぞくだ。わが子こヨセフがまだ生いきている。わたしは死しぬ前まえに行いって彼かれを見みよう」。
    

  


  


  
    第四十六章


    
      1イスラエルはその持もち物ものをことごとく携たずさえて旅立たびだち、ベエルシバに行いって、父ちちイサクの神かみに犠牲ぎせいをささげた。 2この時とき、神かみは夜よの幻まぼろしのうちにイスラエルに語かたって言いわれた、「ヤコブよ、ヤコブよ」。彼かれは言いった、「ここにいます」。 3神かみは言いわれた、「わたしは神かみ、あなたの父ちちの神かみである。エジプトに下くだるのを恐おそれてはならない。わたしはあそこであなたを大おおいなる国民こくみんにする。 4わたしはあなたと一緒いっしょにエジプトに下くだり、また必かならずあなたを導みちびき上のぼるであろう。ヨセフが手てずからあなたの目めを閉とじるであろう」。 5そしてヤコブはベエルシバを立たった。イスラエルの子こらはヤコブを乗のせるためにパロの送おくった車くるまに、父ちちヤコブと幼おさな子こたちと妻つまたちを乗のせ、 6またその家畜かちくとカナンの地ちで得えた財産ざいさんを携たずさえ、ヤコブとその子孫しそんは皆みなともにエジプトへ行いった。 7こうしてヤコブはその子こと、孫まごおよび娘むすめと孫娘まごむすめなどその子孫しそんをみな連つれて、エジプトへ行いった。
    


    
      8イスラエルの子こらでエジプトへ行いった者ものの名なは次つぎのとおりである。すなわちヤコブとその子こらであるが、ヤコブの長子ちょうしはルベン。 9ルベンの子こらはハノク、パル、ヘヅロン、カルミ。 10シメオンの子こらはエムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル及およびカナンの女おんなの産うんだ子こシャウル。 11レビの子こらはゲルション、コハテ、メラリ。 12ユダの子こらはエル、オナン、シラ、ペレヅ、ゼラ。エルとオナンはカナンの地ちで死しんだ。ペレヅの子こらはヘヅロンとハムル。 13イッサカルの子こらはトラ、プワ、ヨブ、シムロン。 14ゼブルンの子こらはセレデ、エロン、ヤリエル。 15これらと娘むすめデナとはレアがパダンアラムでヤコブに産うんだ子こらである。その子こらと娘むすめらは合あわせて三十三人にん。 16ガドの子こらはゼポン、ハギ、シュニ、エヅボン、エリ、アロデ、アレリ。 17アセルの子こらはエムナ、イシワ、イスイ、ベリアおよび妹いもうとサラ。ベリアの子こらはヘベルとマルキエル。 18これらはラバンが娘むすめレアに与あたえたジルパの子こらである。彼女かのじょはこれらをヤコブに産うんだ。合あわせて十六人にん。 19ヤコブの妻つまラケルの子こらはヨセフとベニヤミンとである。 20エジプトの国くにでヨセフにマナセとエフライムとが生うまれた。これはオンの祭司さいしポテペラの娘むすめアセナテが彼かれに産うんだ者ものである。 21ベニヤミンの子こらはベラ、ベケル、アシベル、ゲラ、ナアマン、エヒ、ロシ、ムッピム、ホパム、アルデ。 22これらはラケルがヤコブに産うんだ子こらである。合あわせて十四人にん。 23ダンの子こはホシム。 24ナフタリの子こらはヤジエル、グニ、エゼル、シレム。 25これらはラバンが娘むすめラケルに与あたえたビルハの子こらである。彼女かのじょはこれらをヤコブに産うんだ。合あわせて七人にん。 26ヤコブと共ともにエジプトへ行いったすべての者もの、すなわち彼かれの身みから出でた者ものはヤコブの子こらの妻つまをのぞいて、合あわせて六十六人にんであった。 27エジプトでヨセフに生うまれた子こがふたりあった。エジプトへ行いったヤコブの家いえの者ものは合あわせて七十人にんであった。
    


    
      28さてヤコブはユダをさきにヨセフにつかわして、ゴセンで会あおうと言いわせた。そして彼かれらはゴセンの地ちへ行いった。 29ヨセフは車くるまを整ととのえて、父ちちイスラエルを迎むかえるためにゴセンに上のぼり、父ちちに会あい、そのくびを抱だき、くびをかかえて久ひさしく泣ないた。 30時ときに、イスラエルはヨセフに言いった、「あなたがなお生いきていて、わたしはあなたの顔かおを見みたので今いまは死しんでもよい」。 31ヨセフは兄弟きょうだいたちと父ちちの家族かぞくとに言いった、「わたしは上のぼってパロに言いおう、『カナンの地ちにいたわたしの兄弟きょうだいたちと父ちちの家族かぞくとがわたしの所ところへきました。 32この者ものらは羊ひつじを飼かう者もの、家畜かちくの牧者ぼくしゃで、その羊ひつじ、牛うしおよび持もち物ものをみな携たずさえてきました』。 33もしパロがあなたがたを召めして、『あなたがたの職業しょくぎょうは何なにか』と言いわれたら、 34『しもべらは幼おさない時ときから、ずっと家畜かちくの牧者ぼくしゃです。われわれも、われわれの先祖せんぞもそうです』と言いいなさい。そうすればあなたがたはゴセンの地ちに住すむことができましょう。羊飼ひつじかいはすべて、エジプトびとの忌いむ者ものだからです」。
    

  


  


  
    第四十七章


    
      1ヨセフは行いって、パロに言いった、「わたしの父ちちと兄弟きょうだいたち、その羊ひつじ、牛うしおよびすべての持もち物ものがカナンの地ちからきて、今いまゴセンの地ちにおります」。 2そしてその兄弟きょうだいのうちの五人にんを連つれて行いって、パロに会あわせた。 3パロはヨセフの兄弟きょうだいたちに言いった、「あなたがたの職業しょくぎょうは何なにか」。彼かれらはパロに言いった、「しもべらは羊ひつじを飼かう者ものです。われわれも、われわれの先祖せんぞもそうです」。 4彼かれらはまたパロに言いった、「この国くにに寄留きりゅうしようとしてきました。カナンの地ちはききんが激はげしく、しもべらの群むれのための牧草ぼくそうがないのです。どうかしもべらをゴセンの地ちに住すませてください」。 5パロはヨセフに言いった、「あなたの父ちちと兄弟きょうだいたちとがあなたのところにきた。 6エジプトの地ちはあなたの前まえにある。地ちの最もっとも良よい所ところにあなたの父ちちと兄弟きょうだいたちとを住すませなさい。ゴセンの地ちに彼かれらを住すませなさい。もしあなたが彼かれらのうちに有能ゆうのうな者ものがあるのを知しっているなら、その者ものにわたしの家畜かちくをつかさどらせなさい」。
    


    
      7そこでヨセフは父ちちヤコブを導みちびいてパロの前まえに立たたせた。ヤコブはパロを祝福しゅくふくした。 8パロはヤコブに言いった、「あなたの年としはいくつか」。 9ヤコブはパロに言いった、「わたしの旅路たびじのとしつきは、百三十年ねんです。わたしのよわいの日ひはわずかで、ふしあわせで、わたしの先祖せんぞたちのよわいの日ひと旅路たびじの日ひには及およびません」。 10ヤコブはパロを祝福しゅくふくし、パロの前まえを去さった。 11ヨセフはパロの命めいじたように、父ちちと兄弟きょうだいたちとのすまいを定さだめ、彼かれらにエジプトの国くにで最もっとも良よい地ち、ラメセスの地ちを所有しょゆうとして与あたえた。 12またヨセフは父ちちと兄弟きょうだいたちと父ちちの全家ぜんかとに、家族かぞくの数かずにしたがい、食物しょくもつを与あたえて養やしなった。
    


    
      13さて、ききんが非常ひじょうに激はげしかったので、全ぜん地ちに食物しょくもつがなく、エジプトの国くにもカナンの国くにも、ききんのために衰おとろえた。 14それでヨセフは人々ひとびとが買かった穀物こくもつの代金だいきんとしてエジプトの国くにとカナンの国くににあった銀ぎんをみな集あつめ、その銀ぎんをパロの家いえに納おさめた。 15こうしてエジプトの国くにとカナンの国くにに銀ぎんが尽つきたとき、エジプトびとはみなヨセフのもとにきて言いった、「食物しょくもつをください。銀ぎんが尽つきたからとて、どうしてあなたの前まえで死しんでよいでしょう」。 16ヨセフは言いった、「あなたがたの家畜かちくを出だしなさい。銀ぎんが尽つきたのなら、あなたがたの家畜かちくと引ひき替かえで食物しょくもつをわたそう」。 17彼かれらはヨセフの所ところへ家畜かちくをひいてきたので、ヨセフは馬うまと羊ひつじの群むれと牛うしの群むれ及およびろばと引ひき替かえで、食物しょくもつを彼かれらにわたした。こうして彼かれはその年とし、すべての家畜かちくと引ひき替かえた食物しょくもつで彼かれらを養やしなった。 18やがてその年としは暮くれ、次つぎの年とし、人々ひとびとはまたヨセフの所ところへきて言いった、「わが主しゅには何事なにごとも隠かくしません。われわれの銀ぎんは尽つき、獣けものの群むれもわが主しゅのものになって、われわれのからだと田地でんちのほかはわが主しゅの前まえに何なにも残のこっていません。 19われわれはどうして田地でんちと一緒いっしょに、あなたの目めの前まえで滅ほろんでよいでしょう。われわれと田地でんちとを食物しょくもつと引ひき替かえで買かってください。われわれは田地でんちと一緒いっしょにパロの奴隷どれいとなりましょう。また種たねをください。そうすればわれわれは生いきながらえ、死しを免まぬかれて、田地でんちも荒あれないでしょう」。
    


    
      20そこでヨセフはエジプトの田地でんちをみなパロのために買かい取とった。ききんがエジプトびとに、きびしかったので、めいめいその田畑たはたを売うったからである。こうして地ちはパロのものとなった。 21そしてヨセフはエジプトの国境こっきょうのこの端はしからかの端はしまで民たみを奴隷どれいとした。 22ただ祭司さいしの田地でんちは買かい取とらなかった。祭司さいしにはパロの給与きゅうよがあって、パロが与あたえる給与きゅうよで生活せいかつしていたので、その田地でんちを売うらなかったからである。 23ヨセフは民たみに言いった、「わたしはきょう、あなたがたとその田地でんちとを買かい取とって、パロのものとした。あなたがたに種たねをあげるから地ちにまきなさい。 24収穫しゅうかくの時ときは、その五分ぶんの一をパロに納おさめ、五分ぶんの四を自分じぶんのものとして田畑たはたの種たねとし、自分じぶんと家族かぞくの食糧しょくりょうとし、また子供こどもの食糧しょくりょうとしなさい」。 25彼かれらは言いった、「あなたはわれわれの命いのちをお救すくいくださった。どうかわが主しゅの前まえに恵めぐみを得えさせてください。われわれはパロの奴隷どれいになりましょう」。 26ヨセフはエジプトの田地でんちについて、収穫しゅうかくの五分ぶんの一をパロに納おさめることをおきてとしたが、それは今日こんにちに及およんでいる。ただし祭司さいしの田地でんちだけはパロのものとならなかった。
    


    
      27さてイスラエルはエジプトの国くにでゴセンの地ちに住すみ、そこで財産ざいさんを得え、子こを生うみ、大おおいにふえた。 28ヤコブはエジプトの国くにで十七年ねん生いきながらえた。ヤコブのよわいの日ひは百四十七年ねんであった。
    


    
      29イスラエルは死しぬ時ときが近ちかづいたので、その子こヨセフを呼よんで言いった、「もしわたしがあなたの前まえに恵めぐみを得えるなら、どうか手てをわたしのももの下したに入いれて誓ちかい、親切しんせつと誠実せいじつとをもってわたしを取とり扱あつかってください。どうかわたしをエジプトには葬ほうむらないでください。 30わたしが先祖せんぞたちと共ともに眠ねむるときには、わたしをエジプトから運はこび出だして先祖せんぞたちの墓はかに葬ほうむってください」。ヨセフは言いった、「あなたの言いわれたようにいたします」。 31ヤコブがまた、「わたしに誓ちかってください」と言いったので、彼かれは誓ちかった。イスラエルは床ゆかのかしらで拝おがんだ。
    

  


  


  
    第四十八章


    
      1これらの事ことの後のちに、「あなたの父ちちは、いま病気びょうきです」とヨセフに告つげる者ものがあったので、彼かれはふたりの子こ、マナセとエフライムとを連つれて行いった。 2時ときに人ひとがヤコブに告つげて、「あなたの子こヨセフがあなたのもとにきました」と言いったので、イスラエルは努つとめて床ゆかの上うえにすわった。 3そしてヤコブはヨセフに言いった、「先さきに全能ぜんのうの神かみがカナンの地ちルズでわたしに現あらわれ、わたしを祝福しゅくふくして、 4言いわれた、『わたしはおまえに多おおくの子こを得えさせ、おまえをふやし、おまえを多おおくの国民こくみんとしよう。また、この地ちをおまえの後のちの子孫しそんに与あたえて永久えいきゅうの所有しょゆうとさせる』。 5エジプトにいるあなたの所ところにわたしが来くる前まえに、エジプトの国くにで生うまれたあなたのふたりの子こはいまわたしの子ことします。すなわちエフライムとマナセとはルベンとシメオンと同おなじようにわたしの子ことします。 6ただし彼かれらの後のちにあなたに生うまれた子こらはあなたのものとなります。しかし、その嗣し業ぎょうはその兄弟きょうだいの名なで呼よばれるでしょう。 7わたしがパダンから帰かえって来くる途中とちゅうラケルはカナンの地ちで死しに、わたしは悲かなしんだ。そこはエフラタに行いくまでには、なお隔へだたりがあった。わたしはエフラタ、すなわちベツレヘムへ行いく道みちのかたわらに彼女かのじょを葬ほうむった」。
    


    
      8ところで、イスラエルはヨセフの子こらを見みて言いった、「これはだれですか」。 9ヨセフは父ちちに言いった、「神かみがここでわたしにくださった子こどもです」。父ちちは言いった、「彼かれらをわたしの所ところに連つれてきて、わたしに祝福しゅくふくさせてください」。 10イスラエルの目めは老齢ろうれいのゆえに、かすんで見みえなかったが、ヨセフが彼かれらを父ちちの所ところに近寄ちかよらせたので、父ちちは彼かれらに口くちづけし、彼かれらを抱だいた。 11そしてイスラエルはヨセフに言いった、「あなたの顔かおが見みられようとは思おもわなかったのに、神かみはあなたの子こらをもわたしに見みさせてくださった」。 12そこでヨセフは彼かれらをヤコブのひざの間あいだから取とり出だし、地ちに伏ふして拝はいした。 13ヨセフはエフライムを右みぎの手てに取とってイスラエルの左ひだりの手てに向むかわせ、マナセを左ひだりの手てに取とってイスラエルの右みぎの手てに向むかわせ、ふたりを近寄ちかよらせた。 14すると、イスラエルは右みぎの手てを伸のべて弟おとうとエフライムの頭あたまに置おき、左ひだりの手てをマナセの頭あたまに置おいた。マナセは長子ちょうしであるが、ことさらそのように手てを置おいたのである。 15そしてヨセフを祝福しゅくふくして言いった、

      
        「わが先祖せんぞアブラハムとイサクの仕つかえた神かみ、

        生うまれてからきょうまでわたしを養やしなわれた神かみ、

        16すべての災わざわいからわたしをあがなわれたみ使つかいよ、

        この子供こどもたちを祝福しゅくふくしてください。

        またわが名なと先祖せんぞアブラハムとイサクの名なとが、

        彼かれらによって唱となえられますように、

        また彼かれらが地ちの上うえにふえひろがりますように」。

      

    


    
      17ヨセフは父ちちが右みぎの手てをエフライムの頭あたまに置おいているのを見みて不満ふまんに思おもい、父ちちの手てを取とってエフライムの頭あたまからマナセの頭あたまへ移うつそうとした。 18そしてヨセフは父ちちに言いった、「父ちちよ、そうではありません。こちらが長子ちょうしです。その頭あたまに右みぎの手てを置おいてください」。 19父ちちは拒こばんで言いった、「わかっている。子こよ、わたしにはわかっている。彼かれもまた一つの民たみとなり、また大おおいなる者ものとなるであろう。しかし弟おとうとは彼かれよりも大おおいなる者ものとなり、その子孫しそんは多おおくの国民こくみんとなるであろう」。 20こうして彼かれはこの日ひ、彼かれらを祝福しゅくふくして言いった、

      
        「あなたを指さして、イスラエルは、

        人ひとを祝福しゅくふくして言いうであろう、

        『神かみがあなたをエフライムのごとく、

        またマナセのごとくにせられるように』」。

      
このように、彼かれはエフライムをマナセの先さきに立たてた。 21イスラエルはまたヨセフに言いった、「わたしはやがて死しにます。しかし、神かみはあなたがたと共ともにおられて、あなたがたを先祖せんぞの国くにに導みちびき返かえされるであろう。 22なおわたしは一つの分ぶんを兄弟きょうだいよりも多おおくあなたに与あたえる。これはわたしがつるぎと弓ゆみとを持もってアモリびとの手てから取とったものである」。
    

  


  


  
    第四十九章


    
      1ヤコブはその子こらを呼よんで言いった、「集あつまりなさい。後のちの日ひに、あなたがたの上うえに起おこることを、告つげましょう、

      
        2ヤコブの子こらよ、集あつまって聞きけ。

        父ちちイスラエルのことばを聞きけ。

        3ルベンよ、あなたはわが長子ちょうし、

        わが勢いきおい、わが力ちからのはじめ、

        威光いこうのすぐれた者もの、権力けんりょくのすぐれた者もの。

        4しかし、沸わき立たつ水みずのようだから、

        もはや、すぐれた者ものではあり得えない。

        あなたは父ちちの床ゆかに上のぼって汚けがした。

        ああ、あなたはわが寝床ねどこに上のぼった。

        5シメオンとレビとは兄弟きょうだい。

        彼かれらのつるぎは暴虐ぼうぎゃくの武器ぶき。

        6わが魂たましいよ、彼かれらの会議かいぎに臨のぞむな。

        わが栄さかえよ、彼かれらのつどいに連つらなるな。

        彼かれらは怒いかりに任まかせて人ひとを殺ころし、

        ほしいままに雄牛おうしの足あしの筋すじを切きった。

        7彼かれらの怒いかりは、激はげしいゆえにのろわれ、

        彼かれらの憤いきどおりは、はなはだしいゆえにのろわれる。

        わたしは彼かれらをヤコブのうちに分わけ、

        イスラエルのうちに散ちらそう。

        8ユダよ、兄弟きょうだいたちはあなたをほめる。

        あなたの手ては敵てきのくびを押おさえ、

        父ちちの子こらはあなたの前まえに身みをかがめるであろう。

        9ユダは、ししの子こ。

        わが子こよ、あなたは獲物えものをもって上のぼって来くる。

        彼かれは雄おじしのようにうずくまり、

        雌めじしのように身みを伏ふせる。

        だれがこれを起おこすことができよう。

        10つえはユダを離はなれず、

        立法りっぽう者しゃのつえはその足あしの間あいだを離はなれることなく、

        シロの来くる時ときまでに及およぶであろう。

        もろもろの民たみは彼かれに従したがう。

        11彼かれはそのろばの子こをぶどうの木きにつなぎ、

        その雌めろばの子こを良よきぶどうの木きにつなぐ。

        彼かれはその衣服いふくをぶどう酒しゅで洗あらい、

        その着物きものをぶどうの汁しるで洗あらうであろう。

        12その目めはぶどう酒しゅによって赤あかく、

        その歯はは乳ちちによって白しろい。

        13ゼブルンは海うみべに住すみ、

        舟ふねの泊とまる港みなととなって、

        その境さかいはシドンに及およぶであろう。

        14イッサカルはたくましいろば、

        彼かれは羊ひつじのおりの間あいだに伏ふしている。

        15彼かれは定住ていじゅうの地ちを見みて良よしとし、

        その国くにを見みて楽たのしとした。

        彼かれはその肩かたを下さげてにない、

        奴隷どれいとなって追おい使つかわれる。

        16ダンはおのれの民たみをさばくであろう、

        イスラエルのほかの部族ぶぞくのように。

        17ダンは道みちのかたわらのへび、

        道みちのほとりのまむし。

        馬うまのかかとをかんで、

        乗のる者ものをうしろに落おとすであろう。

        18主しゅよ、わたしはあなたの救すくいを待まち望のぞむ。

        19ガドには略奪者りゃくだつしゃが迫せまる。

        しかし彼かれはかえって敵てきのかかとに迫せまるであろう。

        20アセルはその食物しょくもつがゆたかで、

        王おうの美味びみをいだすであろう。

        21ナフタリは放はなたれた雌めじか、

        彼かれは美うつくしい子こじかを生うむであろう。

        22ヨセフは実みを結むすぶ若木わかぎ、

        泉いずみのほとりの実みを結むすぶ若木わかぎ。

        その枝えだは、かきねを越こえるであろう。

        23射いる者ものは彼かれを激はげしく攻せめ、

        彼かれを射い、彼かれをいたく悩なやました。

        24しかし彼かれの弓ゆみはなお強つよく、

        彼かれの腕うでは素早すばやい。

        これはヤコブの全能者ぜんのうしゃの手てにより、

        イスラエルの岩いわなる牧者ぼくしゃの名なにより、

        25あなたを助たすける父ちちの神かみにより、

        また上うえなる天てんの祝福しゅくふく、

        下したに横よこたわる淵ふちの祝福しゅくふく、

        乳ちぶさと胎たいの祝福しゅくふくをもって、

        あなたを恵めぐまれる全能者ぜんのうしゃによる。

        26あなたの父ちちの祝福しゅくふくは永遠えいえんの山やまの祝福しゅくふくにまさり、

        永久えいきゅうの丘おかの賜物たまものにまさる。

        これらの祝福しゅくふくはヨセフのかしらに帰きし、

        その兄弟きょうだいたちの君きみたる者ものの頭あたまの頂いただきに帰きする。

        27ベニヤミンはかき裂さくおおかみ、

        朝あさにその獲物えものを食くらい、

        夕ゆうにその分ぶん捕物とりものを分わけるであろう」。

      

    


    
      28すべてこれらはイスラエルの十二の部族ぶぞくである。そしてこれは彼かれらの父ちちが彼かれらに語かたり、彼かれらを祝福しゅくふくしたもので、彼かれは祝福しゅくふくすべきところに従したがって、彼かれらおのおのを祝福しゅくふくした。 29彼かれはまた彼かれらに命めいじて言いった、「わたしはわが民たみに加くわえられようとしている。あなたがたはヘテびとエフロンの畑はたけにあるほら穴あなに、わたしの先祖せんぞたちと共ともにわたしを葬ほうむってください。 30そのほら穴あなはカナンの地ちのマムレの東ひがしにあるマクペラの畑はたけにあり、アブラハムがヘテびとエフロンから畑はたけと共ともに買かい取とり、所有しょゆうの墓地ぼちとしたもので、 31そこにアブラハムと妻つまサラとが葬ほうむられ、イサクと妻つまリベカもそこに葬ほうむられたが、わたしはまたそこにレアを葬ほうむった。 32あの畑はたけとその中なかにあるほら穴あなとはヘテの人々ひとびとから買かったものです」。 33こうしてヤコブは子こらに命めいじ終おわって、足あしを床ゆかにおさめ、息いき絶たえて、その民たみに加くわえられた。
    

  


  


  
    第五十章


    
      1ヨセフは父ちちの顔かおに伏ふして泣なき、口くちづけした。 2そしてヨセフは彼かれのしもべである医者いしゃたちに、父ちちに薬くすりを塗ぬることを命めいじたので、医者いしゃたちはイスラエルに薬くすりを塗ぬった。 3このために四十日にちを費ついやした。薬くすりを塗ぬるにはこれほどの日ひ数かずを要ようするのである。エジプトびとは七十日にちの間あいだ、彼かれのために泣ないた。
    


    
      4彼かれのために泣なく日ひが過すぎて、ヨセフはパロの家いえの者ものに言いった、「今いまもしわたしがあなたがたの前まえに恵めぐみを得えるなら、どうかパロに伝つたえてください。 5『わたしの父ちちはわたしに誓ちかわせて言いいました「わたしはやがて死しにます。カナンの地ちに、わたしが掘ほって置おいた墓はかに葬ほうむってください」。それで、どうかわたしを上のぼって行いかせ、父ちちを葬ほうむらせてください。そうすれば、わたしはまた帰かえってきます』」。 6パロは言いった、「あなたの父ちちがあなたに誓ちかわせたように上のぼって行いって彼かれを葬ほうむりなさい」。 7そこでヨセフは父ちちを葬ほうむるために上のぼって行いった。彼かれと共ともに上のぼった者ものはパロのもろもろの家来けらいたち、パロの家いえの長老ちょうろうたち、エジプトの国くにのもろもろの長老ちょうろうたち、 8ヨセフの全家ぜんかとその兄弟きょうだいたち及およびその父ちちの家族かぞくであった。ただ子供こどもと羊ひつじと牛うしはゴセンの地ちに残のこした。 9また戦車せんしゃと騎兵きへいも彼かれと共ともに上のぼったので、その行列ぎょうれつはたいそう盛さかんであった。 10彼かれらはヨルダンの向むこうのアタデの打うち場ばに行いき着ついて、そこで大おおいに嘆なげき、非常ひじょうに悲かなしんだ。そしてヨセフは七日なぬかの間あいだ父ちちのために嘆なげいた。 11その地ちの住民じゅうみん、カナンびとがアタデの打うち場ばの嘆なげきを見みて、「これはエジプトびとの大おおいなる嘆なげきだ」と言いったので、その所ところの名なはアベル・ミツライムと呼よばれた。これはヨルダンの向むこうにある。 12ヤコブの子こらは命めいじられたようにヤコブにおこなった。 13すなわちその子こらは彼かれをカナンの地ちへ運はこんで行いって、マクペラの畑はたけのほら穴あなに葬ほうむった。このほら穴あなはマムレの東ひがしにあって、アブラハムがヘテびとエフロンから畑はたけと共ともに買かって、所有しょゆうの墓地ぼちとしたものである。 14ヨセフは父ちちを葬ほうむった後のち、その兄弟きょうだいたち及およびすべて父ちちを葬ほうむるために一緒いっしょに上のぼった者ものと共ともにエジプトに帰かえった。
    


    
      15ヨセフの兄弟きょうだいたちは父ちちの死しんだのを見みて言いった、「ヨセフはことによるとわれわれを憎にくんで、われわれが彼かれにしたすべての悪あくに、仕返しかえしするに違ちがいない」。 16そこで彼かれらはことづけしてヨセフに言いった、「あなたの父ちちは死しぬ前まえに命めいじて言いわれました、 17『おまえたちはヨセフに言いいなさい、「あなたの兄弟きょうだいたちはあなたに悪あくをおこなったが、どうかそのとがと罪つみをゆるしてやってください」』。今いまどうかあなたの父ちちの神かみに仕つかえるしもべらのとがをゆるしてください」。ヨセフはこの言葉ことばを聞きいて泣ないた。 18やがて兄弟きょうだいたちもきて、彼かれの前まえに伏ふして言いった、「このとおり、わたしたちはあなたのしもべです」。 19ヨセフは彼かれらに言いった、「恐おそれることはいりません。わたしが神かみに代かわることができましょうか。 20あなたがたはわたしに対たいして悪あくをたくらんだが、神かみはそれを良よきに変かわらせて、今日こんにちのように多おおくの民たみの命いのちを救すくおうと計はからわれました。 21それゆえ恐おそれることはいりません。わたしはあなたがたとあなたがたの子供こどもたちを養やしないましょう」。彼かれは彼かれらを慰なぐさめて、親切しんせつに語かたった。
    


    
      22このようにしてヨセフは父ちちの家族かぞくと共ともにエジプトに住すんだ。そしてヨセフは百十年ねん生いきながらえた。 23ヨセフはエフライムの三代だいの子孫しそんを見みた。マナセの子こマキルの子こらも生うまれてヨセフのひざの上うえに置おかれた。 24ヨセフは兄弟きょうだいたちに言いった、「わたしはやがて死しにます。神かみは必かならずあなたがたを顧かえりみて、この国くにから連つれ出だし、アブラハム、イサク、ヤコブに誓ちかわれた地ちに導みちびき上のぼられるでしょう」。 25さらにヨセフは、「神かみは必かならずあなたがたを顧かえりみられる。その時とき、あなたがたはわたしの骨ほねをここから携たずさえ上のぼりなさい」と言いってイスラエルの子こらに誓ちかわせた。 26こうしてヨセフは百十歳さいで死しんだ。彼かれらはこれに薬くすりを塗ぬり、棺かんに納おさめて、エジプトに置おいた。
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